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    序　未確認未来少女ファム・ファタール


    



    
      2023.0602.08:25

    


    



    　多分、俺の席には未来人が座っていた。


    



    　全く見覚えのないその姿はむしろ、未来人というよりはファンタジー世界の住人。天使とか女神とか、そういった幻想的な表現のほうが似合っていそうだが。


    　ゆるやかにウェーブした淡い金髪。睫まつ毛げも同じ色で、その瞳ひとみの色はこれまた南国の海のように綺き麗れいなライトブルー。衣替えしたばかりの制服から見える肌は真っ白だし、華きや奢しやな割りに出るところは出ているっぽい体付きもあいまって『私は精巧な凄すごい等身大美少女人形です』と言われたらうっかり納得しそうな、そんな少女だった。


    　そんな彼女は、ゴールデンウィーク前の席替えで『窓際最後尾』という最もレアな座席をゲットした俺、果は瀬せ春しゆん太た郎ろうの席に、綺麗な姿勢で座って窓の外を眺めている。まだ梅雨入り宣言されていない六月最初の週末、天気はこれでもか！　と言わんばかりの快晴が広がっている。空を見ていればむしろ爽さわやかな気分にすらなりそうなものなのに、その瞳には『こんな世界なくなればいいのに』とでも言うかのような深い嫌悪感すら過よぎっているような気がした。


    



    　彼女がどうしていきなり『未来人』なのかと問われれば、俺の持つ特殊能力の説明をしなければならなくなる。


    　いわゆる超能力というものだ。


    　俺には『ちょっと先の未来』を見るという力がある。


    『対象人物』が少し先の未来で何をしているのかを『見る』ことができるというものだ。


    　たとえば友人の未来を『見る』としよう。


    　その彼が数秒後、あくびをするのが見えたとする。


    　そして実際に数秒後に彼はあくびをした。


    　──実際使えるのなんてこんなもんだ。見えるのも数秒先だったり、数分先だったり曖あい昧まいであまり役に立たない。


    　だから他人に説明しようと思っても、そこで見えるのは『説明を始めたちょっと先の未来』だ。俺から説明を受けている『何言ってんだこいつ？』という顔の相手が見えるだけなんだから意味がない。


    　ぶっちゃけ、言葉で伝えることは不可能に近いのだ。


    　役に立ったことがあるとすれば、事故に遭いそうだった幼なじみの少女をギリギリ直前で助けることができた時くらいだ。


    　だから『ちょっと先の未来』が見えることを知っているのは妹と幼なじみくらいなものだったりする。


    　さておき。そんな俺だからこそ、解わかった。今俺の席に座っている少女が『未来人』であるということを。何な故ぜなら、彼女は数秒前に見た未来にはいなかったはずの人間だ。


    　俺は教室に入る直前、クラスメイトでもある幼なじみの未来を見てみた。


    　いつも通り大したものは見えなかった。


    　俺の席の前に座る幼なじみ。空席になっている俺の席。


    



    　二〇二三年六月二日金曜日、八時二十五分。


    



    　忘れもしない、その時間。


    　全ての歯車が再び周り始めた時刻。


    　俺が教室のドアを開け、部屋の中を見渡した時に受けた衝撃は生半可なものではなかった。


    　今見た未来とは全く違う未来がそこにはあった。


    　自分で言うのもなんだが、俺の『ちょっと先の未来』を見る能力なんて、本当にたかがしれているような、超能力と言うのもおこがましいような代物だ。


    　だというのに、そんな些さ細さいな力すら否定するかのように『彼女』はそこに。


    　──俺の席に座っていた。


    　俺が見た未来を俺以外に変えることができるとしたら……。


    　それは『未来』に干渉できる『何か』ということのはずだ。


    　彼女……そう。東あずま冬ふゆ海み。


    　結局、俺は、この少女と不可解な事件に巻き込まれることとなってしまった。


    　もっとも、そんなこと、この時の俺には知る由よしもなかったのだが……。


    　だから俺は、そんな彼女を内心でこっそりこう名付けていた。


    　正体不明の飛行物体のことをＵＦＯUnidentified Flying Objectと呼ぶのなら、彼女は正体不明の未来から来た少女。


    



    『未確認未来少女Unidentified Future Girl』だ、と。

  


  
    第一話　未来視の少年フューチャー・ゲイザー


    



    
      2023.0602.15:15

    


    



    　その『ドアの先』には『未来』がなかった。


    



    　どんなに目を凝らしても、様々な可能性を想像しても、フルに頭を回転させて状況を確認しても、この『ドアの先』には全く何も『ない』。


    　完全なる『無』。


    　それがこの『ドアの先』だった。


    「この先……このドアの先の未来には、何もない……！」


    　俺が息を荒らげてそう告げると……隣にいる少女は薄い金髪を揺らして怪け訝げんそうな目で俺を見た。信じられないものを見てしまった俺の膝ひざはガクガクと震えていて、既に立つこともままならない。


    　ふたりっきりで外に出られなくなった教室の中。


    　一切の音も消え去り、全てが停止した世界。


    　そんな不可解極まりない状況の中で、なんとか脱出の可能性を考えに考え。


    　そしてようやく見つけた脱出口である『ドアの先』の未来を見てみた俺は、激しい後悔と恐怖に塗り固められていた。


    　そこにあったのは『無』だった。いや、つまりそこには全く何もなかったのだ、と言うべきなのか。どんな言葉で語ればいいのか、すっかり追い詰められて恐慌状態に陥おちいっている俺に解わかるはずもない。理解の範はん疇ちゆうにあるものではない。


    　今まで『見えて当たり前』だった未来。それが俺を裏切ったのがショックだったのもある。だが、それだけじゃない。


    　その『無』は、まるで『無を見た俺』そのものを消し去ろうと……。


    　一瞬のうちに、俺の精神の奥深くまで侵入しようとしてきたのだ。


    　どこかで聞いた一節を思い出す。


    『深しん淵えんを覗のぞく者は、また、深淵にも覗かれているのだ』と。


    　つまり、俺は未来を覗くと同時に──あんな恐ろしい未来からも覗かれていた。


    　そういうことなんだろうか……？


    「……そう」


    　そんな俺を見つめている彼女の視線は冷たいままだった。


    　彼女がそのドアの先にあるものを見たわけではないのだから当然だが、それにしても冷ややか過ぎる態度だ。露骨に優しくしろなんて言えないものの……少しは気遣いくらいして欲しい……なんて思ってから。


    　俺とこいつはそれほど仲良しなんかではないということも思い出した。


    　ついさっき知り合ったばかりの、むしろ他人に近い関係性だ。


    　今は『この教室を出る』というお互いの利害関係が一致しているからこそ組んでいるだけであって、互いの体を心配するほどの仲までは発展していないということか。だが、それだけじゃない気がする。こいつは俺以上に何かを把握しているんじゃないだろうか。


    「もしかしたら……いえ、或あるいは、そういうことなのね」


    　今だって、ひとりで何かに納得したように頷うなずいている。


    「ここが、そうなのね」


    　その瞬間、その白い手は、躊躇ためらいもなくドアに手を伸ばす。


    「い、いや、ちょっと待てって！」


    「いいえ、待たないわ」


    「この先に俺たちの未来なんて何もないんだっての！」


    「貴方あなたと一緒の未来なんてごめんなのだけど」


    「いや、これはそういう意味じゃなくて……！」


    　だが、彼女の手は止まらない。指先がドアに触れた瞬間、激しいスパークが走る。


    　バジバジといくつもの稲光が弾け、どこからともなく突風が吹き荒れ、俺たちの服や髪を激しく波立たせた。


    「待つんだ！」


    「この先に、本当に何もなかったら私も貴方も未来もおしまいね」


    　そう告げる彼女の声は、何な故ぜかとても愉快げで。


    「ねえ貴方に、ひとつ提案があるのだけど」


    「なんだよ！　お前がそのドアを開けないならなんでも聞くぞ！」


    　だけど、彼女はその手を止める気などまるでないかのように口元に笑みを浮かべ。


    



    「未来なんて壊してしまいましょう」


    



    　なんて告げる。


    　その言葉に愕がく然ぜんとしているうちに、やがてドアは横に一気に引かれた。


    　途端、俺たちを眩まぶしい光が包み込み──。


    



    
      2023.0602.07:15

    


    



    「やめろおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」


    



    「ひゃわっ!?」


    　大声を上げた途端に、聞き慣れた愛らしい声が耳に入ってきた。


    　見れば、目の前にはビックリして目を大きく見開いているひとつ年下の妹が。


    　ここは教室でもなんでもなく、俺の寝室だった。


    「に、兄さん？」


    　妹はさっきの夢の少女とは違い、儚はかなげで守ってやりたくなるような線の細さだった。艶あでやかな黒髪と肌の白さのバランスといい、深窓のご令嬢のような風ふ情ぜいがある。


    　なるほど──今のは、つまり夢か。


    　そう思った瞬間にドッと恥ずかしさが襲いかかる。


    「こほん……すまない静しず理り。思いっきり寝ぼけた」


    　人は寝ぼけた時、必要以上に格好付けたり誤ご魔ま化かしたくなるのだ。


    「ふふっ。怖こわい夢を見ていたの？」


    「ああ、こう……」


    　静理は大きな瞳ひとみをパチクリと瞬またたかせて微笑ほほえんでいる。
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    　だが、その視線は……俺の顔をきちんと捉えていない。


    　大体俺の顔の辺りを眺めているものの、表情を『見て』いるわけではないのだ。


    　──静しず理りの『目』はこの世界の光を捉えていない。


    　事故で、その目は人と違う見え方をするようになっていた。


    　ただ、完全に何もかも見えなくなったわけではないらしい。人の顔や物の形は解わからず、何な故ぜかそこにある『色』みたいなものは把握できているそうだ。


    　俺がどんな表情を浮かべているのかまでは認識していないものの、『俺』という存在や俺の部屋に置いてある物の位置関係は『色合いの変化』で解っているらしい。


    　それがどういう見え方なのかは当人しか解らない、そうお医者さんは言っていた。目から脳にかけての神経に何らかの伝達異常が発生した結果ではないか、と診断されている。


    　そして、静理の場合は異質なので、その当人しか見えないものといかに上う手まくやっていくかが大事で、家族の協力も重要ですよ。と念を押されていた。


    　そんなこと言われるまでもない。静理は俺にとってかけがえのない大事過ぎる妹だから、このまま一生面倒を見ろと言われてもなんの問題もないと言い切れるレベルだ。


    　さておき、静理の目がそうなったのは約三年前。


    　今ではその生活にも慣れた静理は、『兄が寝ぼけて面白い顔をしているっぽい』というのを見て楽しんでいるかのように、ニコニコと俺の夢トークの続きを待ってくれていた。


    　だから俺も気にせず、続きを話すことにする。


    「まず、えらい美少女とふたりっきりで教室に閉じ込められていてだな」


    　確か名前は……。


    　あれ？　ついさっきまで当たり前に思い出せていたあの女の名前が、今ではすっかり抜け落ちている。夏だか秋だか、季節だったような気がするんだが。


    「わっ。なんだかロマンチックだね」


    「ま、まあな」


    　実際は毛虫でも見るみたいな冷たい態度で毛嫌いされていたのだが、ここは夢見る乙女である妹に言う必要はないだろう。うん。


    「そこで俺が脱出のために未来を見たわけよ、そしたら、なんと。そのドアの先が、暗黒地獄ワールドに繋つながっていたんだ」


    　静理は俺が『ちょっと先の未来』を見ることができることをとっくに知っている。だからこの部分は話してしまっても問題ない。ついでに、さっき見た『無』のことを大げさに脚色しても許されるはずだ。


    　いかにあの女が酷ひどいことをしたのかを伝えるためにも、誇張表現は必要なのだ。


    「兄さんの目って『暗黒地獄ワールド』なんてものまで見えちゃうんだね」


    「俺くらいの未来魔術ハイ・エルダーの使い手だとそういうこともできるんだ」


    「えーと……未来の国の魔術のことだっけ、それ」


    「……この名前を付けた当時の俺は中学二年だったので、そのネーミングセンスに関しては勘弁してくれないか妹よ」


    「うん、仕方ない仕方ない。クラスにもいたもん、そういう名前付けるの大好きな男子。それに、私は格好いいと思うよ？　うん」


    　そうか、ちゃんと受け継がれるんだな、中二病って。


    　しかし、年下の妹に気を遣って貰もらっている辺り、兄としてちょっぴり情けない。


    　まあ、ひとつしか学年が変わらない妹なのでほとんど友達付き合いみたいなものだが。それでも、兄としての威厳はなんとか維持したいのが兄心というものなのだ。


    「で、だな」


    「うん。暗黒地獄ワールドが見えちゃった兄さんはその女の人とどうしたの？」


    　聞き上手にも質問まで入れて話を進めてくれる静しず理り。


    「その女は躊躇ためらいもなくその暗黒地獄ワールドに向かうドアを開けてしまったんだ」


    「わ、そうなんだ」


    「きっとアレだな。あの女は地獄の使いとか、悪魔神官とか、そういうのだな」


    　俺のことをかなり嫌っていた様子だったし。俺が必死に止めるのも聞かずにドアを開けてしまったし。これくらい言ってもバチは当たらないだろう。


    「兄さんのタイプだったの？」


    「ん？　んー……？」


    　そういえば夢だったせいだろうか、顔もいまいち思い出せなくなっていた。


    　凄すごい美少女だったことと、超イライラされていたような印象が残っているだけだ。


    「よく覚えてないけど、なんか沸点低そうだった」


    「ふふっ」


    　口元に手を当てて、たおやかに微笑ほほえむなんて我わが妹ながらとてもお嬢様っぽい仕草だ。


    「兄さんが女の子の文句を言うなんて珍しいね」


    「む、確かに」


    　俺は自他共に認めるフェミニストだ。


    『女の子には優しくしなきゃダメだよ？』


    　と幼い頃ころ妹に言われて以来、ずっと『優しさとはなんだ』と自問自答しながら頑張ってきたくらいにジェントルマンのつもりでいる。


    　そんな俺がいくら夢の中とはいえ、女子相手にここまでイラつくとは。


    「兄さんが、今までよりも先の未来を見られるようになった……とかかな？」


    「どうだろうな？　なんか制服はウチのだったような気もするけど、実はもうかなり記憶は曖あい昧まいなんだ」


    「もしかしたら転入生とラブロマンス？」


    「なんか、向こうは俺のことをとことん嫌ってるような雰囲気があった」


    「嫌いから始まる恋とか……？」


    　妹は思春期のせいでこの手の話題が大好きなようだ。


    「そんな色恋沙ざ汰たに興味があるんなら、兄さんが静しず理りの恋人になっちゃうぞーう」


    「兄さんが恋人なのは嫌だなあ」


    　あっさり否定されてちょっと傷付く俺。


    　俺内部では家族じゃなくても一生面倒を見る覚悟すらできているというのに。


    「さ、参考までにどうしてか聞かせて貰もらえまいか」


    「だって、恋人って結婚するか別れるかでしょ？　でも、兄と妹ってずっと変わらない関係だもの。だったら私は、兄さんとは兄きよう妹だいのままでいたいな？」


    　恋人が別れる前提というのも我わが妹ながらドライな考え方だなーと思うものの。


    　確かに、兄妹のままであればずっとその関係は変わらないわけか。


    「うむ、そうだな。でへへ」


    「見えなくても兄さんが鼻の下を伸ばしているのが解わかるー」


    「ははは。静理は今もちゃんと可愛かわいいからな」


    「えへ。身だしなみは気を付けているからね」


    　その頭を撫なでてやると、気持ち良さそうに目を細めた。


    　こうしていると、この目が見えていないなんてにわかには信じられない。


    　だけど明らかに静理の目はまともなものの見え方をしていないのだ。


    　そう。


    



    　──俺が『ちょっと先の未来』なんてものを見ることができるようになった、あの時の事件からずっと。


    



    「あー、でも、ほら、静理よ。たとえば明日には人は死んじゃうかもしれないだろ。むしろ、実は翌朝世界は滅びました、とかの可能性だってあるだろ？」


    「あるの？」


    「あったら、の話だよ。そうなった時のためにも後悔をしないように、もっと兄妹の壁を越えて、お兄ちゃんとイチャイチャしたりしてもいいと思うぞ。さあ、胸に飛び込んでおいで」


    　我われながら完かん璧ぺきな理論だった。


    「んー、そうだね。遅刻という後悔をしないためにも、そろそろ学校に行く時間のはずだから早く着替えて準備してね。ヘルパーさんもご飯用意して待っててくれてるし」


    「ぐむ……了解した」


    　そして素晴らしいスルー能力だった。妹へのセクハラ、イモハラの対処もバッチリだ。


    　ちゃんと見えない代わりと言ってはなんだが、静しず理りは勘が鋭くなっていた。こうして時間感覚もきちんとしているし、家の中であれば手すりを使わなくてもすいすい移動できる。『色』でなんとなく解わかるものらしいが、本当にどんな視覚なんだろうな。


    　だけどその見えている『色』は『多分、この世界の色じゃないの』と言っていた。


    　だから、あまり当てにすると転んだりしてしまうのだとか。


    　……それもまた、俺の『ちょっと先の未来』を見る能力みたいなものなのだろう。


    　静理が何を見ているのかは解らないが、もしかしたら俺のように特殊な未来魔術ハイ・エルダーを使って、それを見ているという可能性もある。


    　そう思うとちょっと心配になった俺は──。


    　妹の、ちょっと先の未来を見てみることにした。


    　右手を開いて額に当て、そして目を閉じて念じる。


    「さあ『未来の右手』……俺に『ちょっと先の未来』を……見せてくれ」


    　俺の力はこの右手に宿っている。熱くなった右手を額に触れさせることにより、脳に直接未来の映像を見せる……みたいな原理になっているようだ。


    　もちろん、どうしてそんなことが可能なのかはさっぱり解らない。


    　できるようになった、という事実がここにあるだけだ。


    　やがて、手を当てた額からじわりと熱が頭の奥まで広がっていき──。


    　俺の中に白昼夢のような風景が広がっていく。


    



    　そこは白黒のモノトーンカラーに染まった妹の部屋だった。


    　もう入室することを許されなくなって久しい。


    　思春期だから仕方ないとはいえ寂しく感じていたものだ。


    　俺の見る未来では、色と音は認識できない。


    　そしてあくまで見えるのは自分ではなく『誰だれか』だけ。


    　今から『ちょっと先』。その時間幅は広く、正確な時間は不明だ。


    　見えた未来に都合良く時計でも映っていれば時間も解るのだが……。


    　部屋にいる静理は冬服を間違って着てしまったらしく、慌てて夏服に着替えているところだった。思っていた以上に大きくなり始めている胸を包む愛らしい下着姿とか。色までは解らないがちょっと大人っぽい柄の、上に合わせたショーツとか。


    　なるほど、きちんと気を遣っているというのは本当のようだな妹よ。


    　というのを見た辺りで、意識が遠のく。


    



    　そして現実の時間に戻ってきた瞬間。


    「すみませんでした」


    　俺はベッドの上で土下座した。


    「ん？　え？　何？　あれ？　もしかして、未来見た？　右手変な色してるっ」


    　どうやら、俺が未来を見た時の手の熱さを、静しず理りは色で把握できるようだ。


    「って、なんで謝るのっ!?」


    「ところで静理さんや。衣替えは今日からですからね」


    「あ、そっか。冬服用意しちゃってた……って、あれ、兄さん……？」


    　俺は頭を下げたままだ。何を悟られようと、何を思われようと、この頭を上げるつもりはない。何な故ぜなら、今静理を見たら……顔がニヤけるからだ！


    「わああああ！　し、信じられない！　えっち、えっち、えっちー!!」


    「違うんだ、誤解だ、誤解なんだ妹よ！」


    「でも見たんだよね、私の着替え!!」


    「……………………」


    「黙ったってことは見たんだー！」


    　噓うそを吐つけないけれども真実を語れない時、人は黙することしかできない。


    「よく育っておりました」


    「そういうの言わなくてもいいから！　兄さんのえっち！」


    　恥ずかしそうに俺を押しのけて、そのまま部屋の入り口まで走りだす静理。


    　俺の部屋だったら走るくらいはできるのだが、ちょっと心配になってしまうのは過保護が過ぎるのだろうか。


    「もう、兄さんのばかっ！」


    「お、おう……」


    「……そんなに心配しなくても、もう平気なんだから、ね？」


    「…………おう」


    　静理はそのままパタパタと自分の部屋のほうへと走っていった。やっぱり過保護で心配し過ぎかなあ。わざわざ未来まで見て心配するっていうのは、確かにちょっとやり過ぎかもしれないな。


    　反省。


    　俺はしばらく、自分のベッドの上で正座をしていた。静理が部屋から去ると……なんとなくいい香りもなくなったみたいで勿もつ体たいなく思う。


    　ああして家の中では元気に振る舞っているものの、外に出れば静理は俺では想像もできないような世界を生きているはずだ。いくら三年経たったからって大変なものは大変だろう。


    「ん……よし」


    　俺は今日見た夢を思い返す。自分には確かに『ちょっと先の未来』を見る力がある。


    　だが、未来を夢で見るなんて力は持っていないはずだ。


    　それでも何な故ぜか気になって仕方ない俺は、今回の夢に何か意味があるものだと思うことにした。そう、もしかしたら……俺があの日からずっと、追いかけているものかもしれないからだ。


    「『未フ来イ型ラ不デ可ル能フ事イ件ア』──」


    　そう呼ばれる現象である可能性を考慮して。


    　それを調べていくことが、いつか静しず理りの目を治す可能性になることを、信じて。
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    　静理とは幸いなことに学年がひとつしか違わないので、同じ学校に通えている。俺が四月生まれで、妹が三月生まれという奴やつだ。


    　俺たちが今通っている私立松まつ尾お羽ば高等学校は進学校だ。


    　授業でも積極的に福祉関係を取り入れ、校内は手すりやスロープを設置したりとバリアフリー化が徹底している。


    　また、校内敷地は広く、様々な最先端設備が建設されていて、文武両道がモットーの素晴らしい教育方針を抱いた学校だ。


    　大学への推薦枠も多く、スポーツ推薦も毎年何人かが決定している。進学率も近隣高校よりも高い水準を誇っている……と、ここまでは非の打ち所ない素晴らしさなのだが、いかんせん学校の立地が悪いせいで生徒数は年々減少している。


    　山で囲まれた高台に位置した校舎は、海を眺めることもできるほど景色はいい。だが、校門に辿たどり着くまでには長い長い坂道があり、徒歩や自転車通学の生徒に『地獄坂』と呼ばれていた。


    　何事も一長一短、あとはその生活に慣れるか飽きるかだよなーなどと思う。


    「つーん」


    　そして、俺はまだ許してくれない妹の背中を見ながら、慣れない気持ちでとぼとぼと長い坂道を歩いていた。この、いつもより離れた兄と妹の距離が少し悲しい。


    　静理は家から学校までならこうして手助けがなくてもひとりで歩けるくらいに、杖つえを巧みに使ってすいすい歩く。横断歩道がちょっと怖こわいとは言っているので、その時は手を握っているものの、ほとんどの道は手を貸さなくても問題なかった。


    　学校についたら『教員補助員』さんに預けることになるので、今のうちに仲直りしておきたいのだが……。


    　そんな静理の小さな背中と揺れる黒髪を眺めながらも、俺はさっき見た夢のことも真面目に考えていた。


    『未フ来イ型ラ不デ可ル能フ事イ件ア』


    　アメリカのある都市で行われた科学実験にちなんで、いつしか誰だれかに名付けられたこの事件のことだ。それは『現代の科学ではどうしても説明できない事件や出来事』の総称だった。


    　たとえば、世界各地で発生している神隠し事件などが代表的だろう。


    　最近調べたものだと『禁きん足そく地ち』と呼ばれる森があるらしい。都会にある小さな雑木林に過ぎないその森は、何な故ぜか入った人が行方不明になると昔から言われているのだ。ネット上には実際に肝試し気分で入ってみて、出た時には友人が消えていたという話や、日中に入ってから外に出てみたら、数分しか経っていないはずなのに辺りは真夜中になっていたという話が記載されていた。


    　他にも、今まで通ったことのない『道』に入ってみたら、出た先が全く知らない街だった、という事件もある。そこにいる人々は知らない言葉を話していて、目に写る文字も全く見覚えのないものだったそうだ。なんとか元の道に戻って帰ってみると、数時間くらいしかその街にはいなかったのに、体験者は数ヶ月行方不明になっていたそうだ。そして、同じ場所に道なんていくら探しても見つからなかったらしい。


    　これらは大抵、人に話しても信じてもらえず、ネットでもオカルトや超常現象、都市伝説、陰謀論などのように軽く扱われる類たぐいの噂うわさ話ばなしに過ぎないものだ。オカルトファンだけが好みそうな代物で、多くの人間は遭遇することなんてなく人生を終えるか、もしくは気付かずに『あれは気のせいだった』と自分を誤ご魔ま化かして過ごしていく。


    　だが、俺のように実際にその手の事件に遭遇し、こんな『ちょっと先の未来』を見るなんて能力を手に入れた人間にはそれらを作り話と笑うことなんてできなかった。噂話のほとんどは作り話かもしれないが、その中に真実がある……本当の『未フ来イ型ラ不デ可ル能フ事イ件ア』があるのも確かであることを知ってしまっている。そんなもののせいで妹の目が不思議なものしか見えなくなってしまったのだから……俺はそれらを調べずにはいられなかった。


    『未フ来イ型ラ不デ可ル能フ事イ件ア』を追い続ければ、いつか、もしかしたら。


    　まだ俺の知らない、人智を超えた未来の技術や不可思議な現象によって、静しず理りの目を治すこともできるかもしれない。


    　そう信じたあの日以来、俺は奇妙な事件が発生した場所に出向いてみたり、ネットで評判の不思議スポットを調査したりした。だが、ほとんどの場合が空振りで、実際に『未フ来イ型ラ不デ可ル能フ事イ件ア』に遭遇できた機会なんて僅わずかな回数しかない。そのどの事件も不可解で、よく解わからないままに調査は終了してしまった。


    　……そもそも、人間にそんな事件をなんとかできるのかさえ解らなかった。


    　だが、俺は諦あきらめない。


    　静理の目を治すまでは、どんな些さ細さいな『不思議』であろうと首を突っ込むつもりだ。


    　差し当たって今気にすべきなのは今朝見た夢なのだが、あれは本当に単なる悪夢だったのだろうか？　もしもあれが何か意味のあるものだとしたら……。


    　夢の中の少女のことをもうほとんど思い出せないのが悔やまれる。むしろ、俺は何に対してあんなにも怯おびえていたのだろう？


    　ダメだ。やはり所しよ詮せん夢に過ぎない記憶はどんどん消えてしまっていた。


    　それでも頑張って思い出そうと、深く考え込んでいる時のことだ。


    　チリンチリン。


    　軽妙な自転車のベルが背後から鳴らされる。


    　別に危ない道を歩いていたわけではないので、これは警告ではないだろう。


    「おいおい、朝っぱらから兄きよう妹だい喧げん嘩かかい春しゆん太た郎ろう？　妹の背中はぷりぷりしてるし、お前さんは俯うつむいているし。せっかくいい天気なのに暗いったらないぜ」


    　明るい声をかけてくれたのは、赤いシティサイクルに乗った赤あか西にし美み星ぜだった。


    　口調こそバリバリの男っぽさだが、見た目は愛らしい少女である。


    　百四十センチちょっとしかない身長や、とても平坦な体付き、髪を愛らしくツインテールにしているなどの容姿もあって、とても高校二年生とは思えない。ともすれば中学生か小学生の高学年にすら見えるだろう。


    「おう、おはようさん美星」


    　ちなみに、いわゆる俺の幼なじみだったりする。小学生の頃ころからずっと、俺や静しず理りと一緒に仲良く遊んでいた腐れ縁だ。

  


  [image: ]


  
    「あ、その声は美み星ぜちゃん」


    「よう、愛いとしのしずりん」


    　そして静しず理りの横まで自転車を降りて手で押し始めた。


    　まあ、この地獄のような坂を誰だれかと会話しながら登るなんて至難の業わざだしな。


    「どうしたんだい、兄貴に着替えでも覗のぞかれたか？」


    「実はそうなの」


    　ピンポイントに当てやがった。


    「あはははは！　まったく、春しゆん太た郎ろうは節操がないよな！　ま、こんなに美少女で愛らしい私という幼なじみがいながら、ずーっと妹一筋のヘンタイ兄貴なんだ。多少は大目に見てやるといいよ」


    「うー……でも、恥ずかしいんだよ？」


    「解わかる解る。私も春太郎に強く抱き締められた時は恥ずかしくてときめいたもんさ」


    「うぐっ」


    　横目でこっちを振り向いて、ニヤニヤと笑っている美星。


    　くそっ、あいつ絶対面白がってやがる。しかもその時って、俺が未来を見て……咄とつ嗟さに、事故に遭いそうだった美星を抱き締めて止めた時のことだ。


    「兄さんってえっちだよね……」


    「あの年とし頃ごろの男なんてみんなそんなもんだよ」


    「うー……」


    　慰めたりフォローをしてくれるかと思っていたが、どうやら美星はまるで味方ではなかったようだ。むしろ煽あおって楽しむスタイルらしい。


    「だがな、妹よ……」


    「兄さんはもうちょっとだけ黙ってて」


    「はい、すみませんでした」


    　しょんぼり肩を落とす。愛する妹に怒られるということがどれほどのショックなのか。


    　愛する妹を持っている人にしかこの痛みは解わかるまい。


    　仕方ないので、俺はさっき見たモノクロのシーンを思い出すことにした。


    　今、あの健康的な夏服姿の下には更に健康的な下着姿があるわけか。


    　妹に欲情するわけではないが、綺き麗れいなもの、可愛かわいいものは大抵好きだ。


    　思い出せば思い出すほどに素晴らしいものだった、と感動できる。


    「ようー、春太郎ー、おはようさん」


    　そんな妄想の世界に逃げ込んでいた俺の背後からやって来たのは同じクラスの井いノの原はら啓けい介すけだった。去年も同じクラスだったおかげで、体育の授業で二人組を作る時や研究発表なんかで班を作る時があれば、大体一緒に行動している奴やつだ。


    「よう」


    　俺が挨あい拶さつを返すと、ニコニコ笑いながら俺の隣に並ぶ。


    「おはようさん、いのっち」


    「おはようございます、いのっちさん」


    「おう、みぜっちに静しず理りちゃんもおはようー。今日も可愛かわいいなー、二人とも！」


    　美み星ぜと静理が挨拶するだけで、井いノの原はらはデレデレした。


    　ちなみに『いのっち』というのは井ノ原のアダ名だ。いかにも平和な顔立ちをしており、可もなく不可もなし。愛嬌があるしこうやって女子に気さくに話しかけ、返事して貰もらえるだけで喜ぶのもあって、クラス内でも弄いじられキャラとしての人気を得ている。


    「なんでいつもはラブラブな兄きよう妹だいなのに、今日は静理ちゃんが前を歩いてるんだ？」


    　そして、ズケズケとそういうことに踏み込んでくる奴やつでもある。


    「あ！　ハハーン……さては、春しゆん太た郎ろう。静理ちゃんの着替えを覗のぞいたな？」


    　だからなんでお前らはピンポイントに当てて来るんだよ！


    　と思ったが叫ばない。それで恥ずかしい想いをするのは静理だからだ。


    「何言ってんだ井ノ原。俺と静理はいつだってラブラブだっての」


    「この距離感でか？」


    　確かに、今は離れている。心も体も。だが、静理は『兄さんはもうちょっとだけ黙ってて』と言ってくれた。


    　つまり、もうちょっとしたら許してくれるはずなのだ。


    「お前こそどうなんだ。こないだの休みはサッカー部の連中と一緒に女子校生との合コン行ってみたんじゃなかったのか？」


    　俺もクラスにいるサッカー部から誘われたのだが、妹が大事な俺は当然断った。その時は『ま、春太郎はな』と納得されてしまったのは少し不服だった。


    「あー、ダメダメだったわ」


    「なんだ、せっかく我わがクラスいちのイケメン集団、サッカー部のふたりまでいたのに。お前も、とっておきのネタがあるからってやる気満々だったろ？」


    「いやー、むしろアレだな、女子校の生徒って怖こわいな。なんかこう、戦場の狼おおかみ、みたいな気配を感じたよ」


    「誰だれか食われたりしたのか」


    「多分、三み浦うらと武たけ田だは逃げられなかったはずだ……」


    「参考までに聞くが、相手の、こう……お顔レベルは……」


    　井ノ原は目を閉じて、首を振った。……そうか。三浦、武田。後で会ったら優しくしてやるからな。だから話を詳しく聞かせてくれ。面白そうだから。


    「一応、とっておきのネタは盛り上がったさ。女子ってオカルト好きだろ？　だから、お互いの高校の七不思議ー！　みたいなのでワイワイしたんだ」


    「お、いいなそれ。俺も聞きたいぞ」


    　俺としては『未フ来イ型ラ不デ可ル能フ事イ件ア』の情報はいくらでも仕入れたい。


    「ま、ほとんど俺もクラスの女子に聞いた話だけどな。ほら『音楽室で消えた少女』の噂うわさとか『三階の大鏡』とかああいうのだよ」


    「ああ、それなら俺も知ってるなあ」


    　残念ながら、真新しいものではなく既に調査済み案件だった。


    『音楽室で消えた少女』というのは、音楽室で練習していたはずの少女が突然消えてしまい、行方不明事件、神隠し事件として扱われそうになったものだ。


    　だが……ことの真相は、実はピアノの下で寝ていた声楽部の女子がいて、気付かずに顧問が鍵かぎを閉めてしまっただけらしい。ちなみに、噂だけが先行している系の話で、事実はあんまり広まっていない。ちなみにこれは五年前の事件だった。


    　そして『三階の大鏡』というのは、非常階段のドアがある三階廊下の突き当たりに設置されている大きな姿見のことだった。噂はその鏡の中に人が吸い込まれ、何人もの生徒が毎年行方不明になっている……というものだ。


    『呪のろわれた鏡の前に放課後ひとりで立つと、鏡に飲み込まれてしまい、二度とこの世界に帰って来られなくなる。毎年必ずひとりの生いけ贄にえが必要で、我わが校はその生け贄によって代々安全を保たれている……』なんて話だ。


    　しかし、調べてみるとその鏡が設置されたのは約三年前。俺が調べた結果、行方不明になった生徒はゼロだ。試しに鏡を外して調べてみたり、放課後ひとりで残って見続けてみたものの、なんの変化もみられなかった。つまり空振りだったのだ。


    「我が校のは眉まゆ唾つばだからいいとして。向こうのはどんなのだったよ？」


    「花子さんがふたりいるとか、メリーさんの人形に追いかけられたら抱き締めればいいとか、なんかそんなのだったよ」


    「ふーん……」


    　どっちかというと女子校生たちのオカルトとなればお化け系になるっぽいな。未フ来イ型ラ不デ可ル能フ事イ件アの中には、確かに怪物のようなものと遭遇するというのもあるけれど。ほとんどが不可解な現象であったり、奇妙な状況が生み出されるものだ。妖怪とかお化け関係のものは外して考えて良かったりする場合が多い。一応、暇ひまだったらその女子校の話を調べてみる、くらいでいいだろう。


    　そんなふうに思っていると。


    「合コンというのは楽しいの？　美み星ぜちゃん」


    　妹が俺たちの会話に興味を持ってしまった。


    　美星、上う手まいこと興味を持たないようにしてくれよ……！


    「んー？　私もチア部の先輩に連れられて行ったことあるけど、相手によるんじゃないか？　正直、先輩方は体ばっかジロジロ見られたって激怒してたぜ」


    　美み星ぜがしみじみと失敗談として語ってくれてホッとする。


    「美星ちゃんは……？」


    「私のことは、ついてきた妹か何かだと思っていたらしいな、わっはっはっ」


    　…………まあ、美星は外見が中学生くらいだし仕方ないよな。


    　朗らかに笑っているけれど、後でジュースくらいなら奢おごってやるとするか。


    「美星ちゃん可愛かわいいのにね」


    「まあ、いざとなったらしずりんの兄貴に嫁とつぐからいいよ」


    「えっ！　そ、そうなの……？」


    「私はそのつもりなんだけどな。いつ世界が終わるかも解わからんのだから、私でさっさと大人になっておけよー、と誘惑してるんだが。一向に釣つれないんだ」


    「それ、今朝兄さんにも言われたよ」


    「私が元ネタだからあいつがパクりだな。パクり代として体を請求しよう」


    　とんでもないことを話しているが、美星の体にエッチなことなぞしようものなら教育委員会とかに怒られるばかりか、そもそも警察に捕まってしまいそうだ。あいつは歩いていておっさんに挨あい拶さつされるだけで『事案が発生』とか通報されるようなレベルなので、俺はたとえ世界が明日に終わったとしても手など出さないだろう。


    　そんな、ありきたりな高校生らしい会話をしているうちに校門に辿たどり着いた。


    　そこには、俺たちを待っていたスーツ姿の女性が立っている。


    「おはようございます、静しず理りさん、春しゆん太た郎ろうさん」


    「あ、おはようございます白しろ峰みねさん。お待たせしました」


    「いえ、時間ピッタリなので大丈夫でしたよ」


    　この人が『教員補助員』である白峰つづりさん。最近大学を出たばかりの女性で静理が困った時にお手伝いをしてくれる役割だ。静理はほとんどのことは自分でできるのだが、たまに手を貸さなければいけない事態も発生する。そんな時、専門知識を持った補助員である女性がついていてくれるというのはとても安心できた。


    　髪を引っ詰めて後ろで結び、分厚い眼鏡めがねをして化粧っ気がないけれど、実は結構な美人なんじゃないか説が白峰さんを知る男子たちの中には流れている。


    「じゃあ、すみませんが白峰さん、今日も静理を宜よろしくお願いします」


    「はい、春太郎さんもお勉強頑張ってくださいね」


    　年上の女性に丁てい寧ねいにお辞儀を返されると、自分も大人っぽくちゃんとしないといけないな、なんて気分になった。


    「あ、兄さんっ」


    　白しろ峰みねさんと一緒に教室に行こうとする前に、静しず理りは俺のほうに寄ってきてくれる。


    「もう、いきなり……見たりしちゃダメだからね？」


    「もう二度といきなりはしません」


    　小声で言われて、今度はちゃんと許可を取ってから未来を見よう、と心に誓う。


    「うん、よろしい。……それじゃ、あと一個。こっちが本命なんだけど……」


    「うん？」


    　許してくれるのが本命じゃなかったのか。


    「なんとなく、今日の兄さんの周りには不思議な色が見えるの。特に、もうちょっと先に……何かあの時みたいな、強い色があるかも。だから、気を付けて？」


    「不思議な……色？」


    　しかも、もうちょっと先に……か。


    「解わかった。教室の辺りでちょっと見てみる」


    「うん、多分それくらいかな……凄すごく不思議で、なんだか強い色だから、ええと……あんまり、危ないことしないでね、兄さん？」


    　きゅっ、とＹシャツの裾すそを握られてしまった。


    　愛する妹にここまでされてしまったからには、注意しまくるしかない。


    「ああ、大丈夫。気をつけるよ」


    　その手を上から握ってやると、静理はホッと安心して息を吐いた。


    「ん……それじゃ、また放課後に兄さんの教室に行くね」


    「ああ、教室で待ってるからな」


    　お互いに手を離して、軽く手を振り合う。本来は兄として迎えに行っていたのだが、静理はそういう過保護過ぎるのを嫌って向こうから来るようになったのだ。


    　そんな俺たちのことを待っていてくれた白峰さんにはペコりとお辞儀をして。


    　そして、俺は静理たちが教室に歩いていく背中を眺めた。


    「しかし、ほんっとラブラブだよなあ、静理ちゃんと春しゆん太た郎ろうって」


    　井いノの原はらが羨うらやましそうに言う。


    「俺の妹なんか、俺のことめちゃめちゃ毛嫌いしてるぜ？」


    「愛の深さの違いだろ」


    「そんなもんかねえ？」


    　井ノ原は納得できないようだが、俺は……特に、静理のことを守らなきゃいけないという使命感が強いからかもしれない。


    「春太郎」


    　そんな俺の様子に気付いているのか、美み星ぜがちょっとだけ真剣な声で呼んだ。


    「ん？」


    「あんまり背負いこむなよ？　私だっているんだからな。私は言っておくけど、高い所の物を取る以外はかなり頼りになるぜ？」


    　まあ、うん。美み星ぜの身長からしたら高い所の物は無理だよなあー。


    「解わかってるよ。美星にはなんでも相談するし頼るって決めてる」


    「うむ、それでいいぜ」


    　嬉うれしそうに頷うなずく美星を見ていると、こっちまで嬉しくなった。実際、男まさりな性格から物分かりの良さ、そして気遣いの巧みさ。美星にはかなり世話になっている。


    「くっそ、可愛かわいい妹さんに、愛らしいみぜっちとまで仲良くしやがってっ！　お前なんかもう知るか！　俺はクラスメイトの女子たちに癒いやされてくるぜ！」


    　悪態をつきながら、さっさと昇降口に向かって去ってしまった井いノの原はら。


    　癒されるといいな、井ノ原。でも、確かウチのクラスの女子はほとんどが……。


    「クラスメイトの女子って結構彼氏持ちじゃなかったっけか？」


    「あー……今は三割くらいかなあ？　色々くっつけたけど、やっぱり男女なんて水物だよ。別れる時はサクッと別れちまうさ」


    「そんなもんか」


    　そういう意味では『兄きよう妹だい』はずっと一緒。静しず理りが言っていた言葉を思い出す。


    「っと、そうだ。静理がなんか心配してたんだけどさ。美星の未来を見ることになってもいいか？　これから数秒から数分の間に、突然着替えたりする予定とかないよな？」


    「なるほど、それでしずりんは怒ってたのか。別にいいぜ」


    　ニコニコ笑って許可をくれる美星に、さり気なく今朝何があったのかがあっさりバレてしまいつつ。俺は右手を額に当てた。そして、目を閉じて心の中で念じる。


    「さあ『未来の右手』……俺に『ちょっと先の未来』を……見せてくれ」


    　やがて右手が熱くなり、額から頭の奥にイメージが広がっていく。


    



    　モノトーン調の教室。


    　窓際最後尾は俺の席。もちろん誰だれも座っていない。


    　そして、美星はそのひとつ前の席に座る。


    「ふぃー」とでも言うかのように口を開くと、両手両足を思う存分に伸ばした。


    　自転車で途中まで坂を登ったから、かなり疲れていたのだろう。


    　そのままいつものニマニマ笑いを浮かべると、壁の時計を見た。


    　八時二十五分。


    　今から丁ちよう度ど、五分後くらいの未来ということか。


    



    　それを把握した辺りで意識が遠のいた。


    「私はかなりセクシーに脱いでたかい？」


    「いや、いつも通り席に座ってたよ。あと、時計を見てくれたおかげで時間も解わかった。ファインプレーだった」


    「流石さすがだな、私。よし、そんじゃ私らも教室行くかー」


    　いつもは見た未来にたまたま時計が映り込んだりしていないと未来の時間は解らない。だけど今みたいに『わざわざ』時計を見たりしてくれれば、その時刻を把握することができる。それを以前美み星ぜに話したことを覚えていてくれたのだろう。


    　教室に向かう廊下でも、美星はちょいちょいスマートフォンで時計を確認したり、壁掛け時計を見たりしながら歩いていた。いつ過去の俺が覗のぞいてもいいように、ということか。既に未来を知っていたとしても、それを確定するように動いてくれる辺り……こいつの、こういう気遣いと機転みたいなものにはいつも驚かされる。


    　見た目は小さくて愛らしい割りに、本当に色々考えて行動するタイプだ。


    　平和で穏やかな未来を見たのなら、その通りのままのほうがいい。それが俺と美星がかつて出した結論だった。そうこうしているうちに、校舎の三階にある我われ々われの教室、二年一組の前にやって来る。時間は八時二十分を過ぎた辺り。


    「じゃ、入るか」


    　この時、この瞬間。


    　ビキン。


    　どこかで、何かが決定的に壊れたような音を頭の奥底に聞いたような気がした。


    　それは何かの始まりの音だったのかもしれないし。


    　何かの終わりを告げる音だったのかもしれない──。


    



    
      2023.0602.08:25

    


    



    　全く見覚えのない少女が俺の席に座っていた。


    



    　ズキン、と頭が痛む。いや、俺は確かにこの少女を見たことがある。


    　だが、それはどこだっただろうか？


    　あのファンタジー世界の住人のような外見……むしろ天使とか女神とか、そういった幻想的な表現のほうが似合っていそうな雰囲気。淡い金髪がゆるやかにウェーブしている様子も、同じ色のやたら長い睫まつ毛げも、南国の海のように綺き麗れいなライトブルーの瞳ひとみも。俺は知っている。だが、どこで、だ？


    　ズキン。記憶が刺激されていくのが解わかるのに、まるで体が思い出すことを拒絶しているかのような、不思議な現象に見舞われる。


    　いや、待て。そもそもおかしい。ついさっき見た『ちょっと先の未来』に、こいつはいなかったはずだ。さっき、美み星ぜは明らかに『窓際最後尾ひとつ前の席』に座っていた。


    　つまり、その後ろの席は俺の席で……。そこには誰だれもいなかったのだから。


    　こんな、綺き麗れいな姿勢で座っている外国人の女子なんていなかったはずだ。


    「どういう……ことだ？」


    　時間は確かに先ほど見た未来と同じ八時二十五分。


    　ドアを開けた状態のまま、固まってしまう。未来を見損ねた？　いや、そんなことは今までに一度もなかった。だとすれば……そう。ついさっき美星の未来を見てからここに来るほんの数分の間で、大きく未来が変更されたのだろう。それこそ……少女を一人ここに登場させてしまうくらいに。だけど、そんな変更が可能なのだろうか？


    　そんなことができるとしたら。それこそ、未来から来た……『未来人』……とか？


    「どうしたんだ？　ドアの入り口でぼやーっと立って」


    　美星は、そのまま視線を俺の席のほうに向けた。


    「なるほど、早速お姫様に見とれてたってわけか」


    　と、ニヤニヤ笑いを強める。お姫様と言われても仕方ない容姿であることに納得した。


    　そこにいる少女の外見は明らかに『ザ・美少女』というものだ。


    「ま、春しゆん太た郎ろうにも、妹以外に女を見る気持ちがあって安心したよ。とはいえ、それがお姫様なら当たり前過ぎてつまんないんだけどな」


    　……どうして美星はあの女子のことを知っているみたいな口調で話すのだろう？


    　普通に考えれば転入生とか、そういうものじゃないのか？


    「お姫様？」


    「ははっ、外見はいかにもだろ？　我われながら上う手まい呼び方だよな。ま、当人もそう呼ばれて気にしてないし、いいだろ」


    　当人と美星は会話したことがある、みたいな口ぶりだった。


    　そのせいで、転入生であるという説が揺らぐ。


    　あくまでも『元々このクラスにいた』という態度は俺を混乱させるばかりだった。


    「どうしたよ春太郎。まるでお姫様を初めて見たみたいな顔をして。いつもお前さんの後ろにいる女じゃないか」


    「いつも……だと？」


    　俺が美星の顔を改めて見ていると。


    「やっべーわ、サッカー部の三み浦うらと武たけ田だがマジでげっそりしてるわ！」


    　先に到着していた井いノの原はらがやってきた。


    　お通夜みたいな状態になっているサッカー部のほうを指差していて首を振っている。さっきの合コンの話か。あいつらもご愁傷さまだと思うんだが、今の俺はそんなことを気にしている場合ではない。


    「なあ、井いノの原はら。ところで、あの女子なんだけど……」


    「ああ、冬ふゆ海みさんは相変わらず可か憐れんだよなあ……」


    「ん？　ふゆ……日本人？　相変わらず？」


    　美み星ぜに続いて、井ノ原すらも彼女をとっくに知っている素振りだ。しかも、名前までバッチリ把握している。見れば、井ノ原の目は古典的表現で言うところの『ハートマーク』になっていた。実際にそんな形になっているわけではなく、あの少女に対して下心丸出しという表情だ。


    　確かに、下心を持ちたくなるくらいに可愛かわいいのは認めるが……。


    「いや、ええと。『冬海さん』だっけ？　彼女って元々このクラスにいたっけか？　転入生とか、外国人留学生とかじゃないっけ？」


    　一応、それっぽい可能性で尋ねてみる。これで「そうだよ」と返ってきたとしても不思議なことには変わらないのだが、少しは安心できるというものだ。


    　美星や井ノ原はとっくに知っているのに、俺だけが彼女のことを知らない。


    　そんな状況……想像するだけで恐ろしい。


    　だが、不安は的中した。美星も井ノ原もきょとんとしているのだ。


    「ああ、いや……」


    　どんな言い訳が通じるだろう。少なくとも、俺は校内で彼女の姿を今まで見たことがない。それに我わが校はあんまり生徒数の多い高校ではない。あれだけ目立つ容姿をしていれば全く見たことがないなんてことは普通有り得ないはずだ。


    「んふふ。そっかそっか。ついに春しゆん太た郎ろうはお姫様のことを幻想的存在だと思い込んじゃったわけかー？」


    　しかし、美星からは予想外の解釈をされた。


    「いや、どんな存在だよ、それ」


    　美星のからかうような言葉に、かろうじてツッコミを入れる。


    「あまりに美し過ぎて、この世のものとは思えなくなったってことだろ？」


    　井ノ原には当たり前のようにしれっと言われて逆に混乱した。いつの間にかこの世界は幻想的なものが生きていてもおかしくない場所になってしまっているのだろうか？


    　いやいや。


    「お前の頭の中が幻想塗まみれなのはよく解わかった」


    「ははは、俺の中の冬海さんはエンジェルだからな」


    　鼻息も荒く井ノ原はガッツポーズを見せる。井ノ原が可愛い女の子に執心するのは別におかしいことではないので放置しておくとしよう。


    　しかし、二人の態度から解ったことがある。あの冬海という少女は確かにここに存在している。しかも、とっくに……いつの間にか。


    　俺の知らないうちに、このクラスの中に。──酷ひどい寒気がした。


    　彼女がついさっき現れたということを知っているのは俺だけなのだ。もしかしたら、探せば他にもいるのかもしれないが。今現在、このクラスにはいないらしい。


    　とにかく、ついさっき見た未来に彼女はいなかった。だが、今はここにいる。それも、ここにいて当たり前の存在として、俺以外の人間には疑われることもなく。そんなの未来を操作しているのと同じだ。そんなことができるのは『未来人』くらい……？


    　キーンコーンカーンコーン……。


    「おっと、そんじゃ席につこうぜい、春しゆん太た郎ろう」


    　美み星ぜが俺の制服をつまむ。


    「冬ふゆ海みさんの前にいるお前らが羨うらやましくて仕方ないぜ……！」


    　どうやら俺の席は彼女の前ということになっているらしい。元々そこは美星の席のはずなんだが、数えてみれば確かに彼女の分の席がひとつ増えている状態だった。


    　ここまでくると、俺は俺の記憶を疑い始めたくなる。俺がうっかり忘れているだけで、彼女は最初から俺たちのクラスメイトだった。そう思ったほうが幸せなのかもしれない。


    「………………」


    　だが、そうじゃない可能性。彼女が本当に『未来人』だとしたら。


    　そして、これだけの記憶操作が行われているのだとすれば。


    　それは──決定的に『未フ来イ型ラ不デ可ル能フ事イ件ア』だ。


    　そう思った俺は、気を引き締めながら自分の席へと向かった。


    　元々の俺の席は窓際一番後ろ。つまり、今はそのひとつ前。見覚えのある教科書が机からはみ出しているのも確認できた。あの席は俺の席で間違いないだろう。


    「ふぃー……」


    　美星は早速自分の席に座って、両手両足を投げ出していた。


    　この光景は、さっき『ちょっと先の未来』を見る能力で見たものだ。


    　そのまま美星は時計を確認する。八時二十五分。未来は確かにその通りになった。


    　唯一違うのは、彼女が座っている席順と。いなかったはずの少女がいるということだ。


    「……ここ、だな」


    　俺は俺で、おそるおそる俺の席に到着した。その後ろには『冬海さん』なる人物が……世界の全てがつまらないとでも言うかのように、ムスッとした表情で窓の外を見ている。


    　他人の席に座っている罪悪感とか、イタズラ心みたいなものを少しは期待したものの。そういうのは一切存在しないようだ。


    「おはよう、えーと……冬海さん」


    　挨あい拶さつがぎこちなくなる。こっちは彼女のことを何も知らないし、彼女も俺のことは知らない……はずだ。それまで外を見ていた青い瞳ひとみが、そのまま俺のほうを見上げる。


    「っ」


    　そして一瞬だけ、彼女は、顔をしかめた。


    「っと、どうかしたのか？」


    　もしかして、何か気に障さわるようなことを言っただろうかと考えたものの、まだ何かを話す以前の段階であることを思い出す。


    　もしかしたら見た目通り日本人ではなく、言葉が通じなかったのかもしれない。


    「えーと……実は日本語が解わからないとか？」


    　おそるおそる尋ねてみると、彼女はこめかみの辺りを押さえながら目を伏せる。


    　頭痛でもしているのか？


    「なんでもないわ。言葉も問題なく通じているし」


    　初めて聞いた彼女の声には透明感があった。その厳しい口調にピッタリの涼やかさも併せ持っていて、なんとなく氷をイメージする。同時に、初めて聞いたはずなのにどこかで聞いたことがある、という確信があった。


    　これだけ顔から声から、何もかもが整った存在なんて……一度でも会えば忘れるはずなんてない。少なくとも、印象くらいには残っているはずだ。


    「それで君は……このクラスの生徒……なのか？」


    　だが、俺にとってこの『冬ふゆ海みさん』という人物は完全に異物だった。


    　そう。さっき井いノの原はらが言っていたように……この世のものではないかのように。


    「このクラスの……？　貴方あなたは……」


    　そしてそれは彼女にも伝わるはずだ。今の質問は俺が彼女のことをよく知らない、ということを示す。普段接したことのある人間なら、彼女の使う言葉が日本語であることくらいはとっくに知っているはずだ。


    　俺にとって彼女が違和感のある存在ならば。この台詞せりふによって俺も彼女にとっての異物になったに違いない。そう信じて次の言葉を待つ。


    　きっとそれが、この『冬海さん』なる人物の正体を知ることになるはずだ。


    　だが。


    　俺のその予想は、全く予想の斜め上から完全に否定されることとなった。怪け訝げんそうな表情で俺を見る彼女の唇から零こぼれた言葉は、俺を更なる混乱へと導くものだったのだから。


    



    「貴方、もしかして何が起こっているのか知っているの？」

  


  
    幕間　観測者空間オブザーバー・スペース


    
      0000.0000.00:00

    


    



    　未来人たちが肉体のまま過去に移動することは非常に稀まれだ。


    



    『最果ての未来』にいる人間や知的生命体たちのほとんどはその時間を停止させているため、再び自らを『時間』に晒さらすという危険を避けるらしい。確かに、止まっていれば劣化することもなければ変化することもない。肉体のくびきから解放された精神のみが活動するのであれば、そこには永遠が存在している。


    　だから、人間の体を持ったまま過去に飛んだ彼女は極めて奇特な存在だった。


    



    『観測者』たるこの身にはただ全てを見ることしかできないが、様々な時代への未来人の干渉は多い。大きいものでは、世界を滅ぼしたりすることもある。彼らの干渉のせいで核戦争で滅んだ世界なんてのも結構あった。おかげで地球上の生命が全て死んでしまったこともある。小さなものでは死んだ人間を生き返らせるために時間を巻き戻し、何度も死なないように頑張らせる、なんてものもあった。


    　ただ、そんなことをしていれば別の世界にも影響が出、常識が破綻し科学的根拠が覆り、人間の意識が変化して……やがてその世界も滅びてしまう。


    　しかしそれでも『最果ての未来』は決定している以上、未来人たちに影響はない。だから未来人はあくまで娯楽として、過去改変を楽しむのだ。


    



    　そんな改変を繰り返したせいで、またひとつ滅びる世界がある。


    　彼女をそんな、滅びる世界の『前日』に移動させた。


    



    　全てを覆くつがえす可能性を持った未来人として。


    　全てを滅ぼす可能性を担ったひとりの少女として。

  


  
    第二話　時空歪曲間隙場ディメンション・プリズン
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    　冬ふゆ海みは、いわゆる記憶喪失者だった。


    



    「気が付いたらここに座っていたのよ」


    　一時間目の英語の授業中、こっそりと背中越しに教えてくれた。


    「何も覚えてなくて。……ああ、『何も』は誤りね。ええと……自分の名前やどこから来たのか、いつからここにいるのか、そもそもどこで生まれたのか、みたいなものが全てが思い出せないの。自分のことも、自分の関係者のことも何もかも失われているみたい」


    　正に『ここはどこ、私は誰だれ？』という定番の台詞せりふを回りくどく言われる。


    　それにしても、思っていた以上に饒じよう舌ぜつだった。


    　もっと『話をするのは面倒だから嫌だ』というタイプだと思っていたが、印象と実際というのはかけ離れているものである。


    「そ、そうなのか」


    　だが、いくら冬海がノリノリで話しかけてくるとはいえ、今は授業中。


    　俺も冬海に合わせて、こそこそと静かに返事をした。


    「でも、社会的な知識や常識みたいなものは残っているようね。この国の言語……日本語は話せる。そして歩き方や座り方、ペンの持ち方も問題ないみたい」


    　自分の状態を淡々と理解、把握して語る冬海。


    　あまりにも落ち着いた様子に、にわかに信じられない内容だった。


    　普通はそんな状態になったら取り乱すものじゃないだろうか。それこそ冬海のようにまだ高校生に過ぎない女の子ならもっと動揺して恐怖してもおかしくないはずだ。


    　なのに、彼女は自分のことをまるで調査結果でも報告するみたいに淡々と語る。


    「いつからどうしてこの席に座っていたのか。どんな経緯でここにいる羽目になったのか。それがどうしても思い出せないのが……なんだか面倒くさいわ」


    　悔しいでも苦しいでも怖こわいでもなく、最終的な感想が『面倒くさい』という言う辺りに、彼女の元々の性格が表れているような気がした。


    「そう、なんだな……」


    「ええ」


    　ため息交じりに返事をされる。


    　それにしても……記憶喪失か。『未フ来イ型ラ不デ可ル能フ事イ件ア』を調べている時、『突然記憶を失い、再び記憶を取り戻すと何年もの月日が過ぎていた』という話を見つけたことがある。自分の格好が全く趣味と違うものになり、携帯電話の中にも全く知らない番号だらけになっていたというものだ。


    『まるで、記憶を失っていた期間は別人になっていたかのようだった』


    　そういう怖こわい話のひとつとして存在していたオカルト話。それを『未フ来イ型ラ不デ可ル能フ事イ件ア』として調べる時に、記憶という分野を勉強したのだ。頑張って都会の図書館に通ってみたり、インターネットで調べたり。


    　だから、冬ふゆ海みがどんな記憶喪失になっているのかもなんとなく知識として解わかる。


    「どうしても思い出せないのか？」


    「無理ね。この得体の知れない世界に来てからずっと考えていたけれど、眠くなるだけ。まあ『エピソード記憶』がないくらいなら、生活に問題はないわね」


    「普通、それが一番気になるはずなんだけどな」


    「そう？」


    　突然出た専門的な言葉も、俺が調べたことのあるものだった。


    　記憶は大きく分けて三つに分類される。


    『意味記憶』……言語や学習内容などの物事の認識など『知識』を司つかさどる部分。


    『手続き記憶』……仕草や動き、水泳や自転車の運転、など『体の動き』を司る部分。


    　冬海はこの辺りは問題ないという話をしていた。


    「両親の名前、家族がどれくらいいたか、友達がいたか、ってのは解らないんだよな」


    「ええ、解らないわ」


    　これが『エピソード記憶』、その人物特有の『人生経験』を司る記憶のことである。


    　一般的に言われている『記憶喪失』というのはこの『エピソード記憶』の欠落であるとされる。どうやら冬海はその席に座る直前までのそれを失っているようだ。


    「『エピソード記憶』がないと、なんでこんな所にいるのか解らないままだろ」


    「そう……ね。そうだわ。でも、貴方あなたみたいな人がなんでそんなこと知っているの？　一般的な男子高校生は記憶の分類なんて習得しないでしょう？」


    「俺にも色々事情があって、頑張って勉強したんだよ」


    「そう……不思議なこともあるものね」


    　一番の不思議からそんなことを言われてしまった。まあ、確かに一般的な男子高校生はこんな知識はわざわざ勉強したりしないだろう。そんな一般常識が残っていることからも、彼女の『意味記憶』に問題がないのは確かだった。


    「まあ、さっきも言ったけれど。記憶がないだけなら別に構わないのよ」


    「別に構わないのかよ」


    　やはりさらりと強気なことを言う冬ふゆ海み。


    「だってなくなったものを考えても仕方ないもの。自分のことよりも、貴方あなたことのほうが今は気持ち悪いわ」


    「うぐっ」


    　可愛かわいい女の子から「気持ち悪い」と言われて傷つかない男子はいない。


    　いや、たまにご褒ほう美びに思う男もいるらしいから、全員ではないのかもしれないが。


    　冬海が何らかの原因で記憶喪失になった少女、というのはまだギリギリ異常な事態とは思えない。滅多にないことではあるものの、記憶喪失になるというのはそこまで不思議なことではないからだ。


    　だが、彼女の存在は明らかに、『俺にとってだけ』おかしい。


    「私が単なる記憶喪失なら問題ないの。そして、元々この場所にいて、ここで生活していたならそれも問題はないわ。だけど……貴方の中では。貴方の中だけでは、そうではないのでしょう？」


    「ああ。俺からすると、冬海はいきなり俺の席に現れた美少女だよ」


    「…………」


    　俺の返事に、冬海はしばらく沈黙する。


    　それは、英語の教師がこっちを向いたからなのかもしれないし、別の理由があるのかもしれない。少なくとも背中越しで表情を見ることはできない俺には、冬海がどんな意図で黙り込んだのかは解わからなかった。


    「えー……じゃあ、次のページは～」


    　頭髪に乏とぼしく恰かつ幅ぷくのいい横よこ山やま先生は、生徒が私語をしていようが内職をしていようが寝ていようが構わずのんびり授業をする先生だ。生徒サイドとしてはおおらかでありがたいのだが、テストは授業をしっかり聞いていないと解けない内容という、エグいことをしてくるお方でもある。本来は集中して授業に取り組みたいのだが……。


    　今の俺には、背後にいる謎なぞの少女のほうが重要だった。


    「私は当然のようにここにいるものとして他の生徒には認識されていたわ。だから、私は自分がここにいた存在だと思っていたの。だけど貴方だけは、私が何者なのかを疑った」


    　背中に何やらチクッとするものの先端が当てられる。


    「今の私は、貴方が私をこんな場所に連れてきた犯人か、もしくはその原因を作った何かに違いないと考えているわ。記憶喪失に関しての知識量も豊富であることが更に疑いを深めさせたし。さあ、貴方の正体と私の正体を教えなさい」


    　多分、シャープペンか何かだろう。毒針なんてことはないはずだ。


    　だが、女子は男子の知らない色んな物を隠し持っていると美み星ぜに聞いたことがある。


    　こんなものを突き付けられていては、授業に集中することもできない。すみません横山先生。テストはお手柔らかにお願いします。


    「俺だって見たこともない美少女が俺の席に座っててビビった側だってのっ」


    　ひそひそ声を上う手まいこと荒らげて抗議してみた。


    　俺たちが話している姿を見て、井いノの原はらが悔しそうにこっちを見ている。


    　羨うらやましいのかもしれないが、今の俺は背中に何か刺されそうになってるからな井ノ原。こいつはお前の言うような素敵な存在じゃないのは確かだと思うぞ。


    「ふぅ……自分でも知識として理解していることと、記憶として残っていることが曖あい昧まいだわ。私としては、貴方あなたが私の記憶喪失の原因であると楽なのだけど」


    「楽ってだけで結論付けるのは良くないぞ」


    「そうね。……面倒だわ」


    　はぁ、と深いため息が聞こえる。


    「これは、超広域情報操作が執行されたと考えるのが妥当かしらね」


    「超……なんだって？」


    「超広域情報操作。その世界、その時代の過去を改かい竄ざんすることで個人とその周辺の情報を完全に制御、書き換える。そしてその個人の周辺環境を完全に変化させることよ」


    　さらりととんでもないことを言い始める。


    「いや、そんな。過去を書き換えるとかそんなのできるわけないだろ」


    「どうして？」


    「どうしてってお前……科学的におかしいだろうし」


    　俺がそう語ると。


    「……ああ、そう、そういうことなのね」


    　と、一人で何か納得していた。


    　そのまま待っていても、特に何か話しかけてくることはなかったので渋々尋ねる。


    「いやいや、何を納得したんだよ？」


    「貴方に話しても理解できないかもしれないけれど」


    　その前置きはちょっとカチンとくる言い回しだったが。


    「記憶の書き換えくらい、私に残っている知識だと当たり前の技術みたい」


    　その言葉を聞いた途端、俺の中に衝撃が走る。


    「それって、つまり……」


    「私は未来から来たのかもしれないわ」
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    　午前中の授業が全て終わり昼休みになって、俺は早速机の上に弁当を取り出した。


    　ブーブーブー。


    　そんな時、スマートフォンが振動する。見れば、妹の静しず理りからの着信だ。


    「もしもし、俺だけど。どうした？」


    『あ、兄さん？　静理です。今って大丈夫かな？』


    　とても綺き麗れいな癒いやしボイスが耳に届く。今朝聞いたばかりではあるものの、こうして妹の声を聞くだけで安心できる俺は自他共に認める重度のシスコンだろう。


    「大丈夫、弁当を取り出したところだ」


    『良かった……兄さん、あの……』


    　言いよどむ静理。


    「ん、どうした？」


    『あの、ええと……兄さん、今日ってまた何か不思議なことに首を突っ込んじゃった？』


    　言われた途端、思わず……後ろの席にいる冬ふゆ海みを見てしまった。


    　いや、まだかろうじて突っ込んではいないはずだ。


    　むしろ突っ込まれつつあるというかなんというか。


    「どうしてだ？」


    『あ、やっぱり何かあったんだね……』


    　俺の微妙な返事だけですぐに悟られてしまった。


    　まあ、噓うそをついてもバレていただろうからこれで良かったのかもしれない。


    『兄さんのことを想像してたら、今朝見た時の色がもっと強くなってて……何かとても不思議な色が兄さんのすぐ後ろに感じられたから……』


    「不思議な色、かあ」


    　俺は振り向いて冬海を見る。そこには、コロッケを大量に机の上に広げている彼女がいた。袋が違うことから、種類は結構バラバラな種類のコロッケらしい。ちなみに主食っぽいものはない。単純にコロッケオンリーでオンパレードだ。


    　コロッケ好きなキャラクターをアニメで見たことはあるが、確かそいつは未来から来たキャラではなかったような気がする。どうやらそういう意味では未来とコロッケに関連性はないようだな。などとどうでもいい考察をしつつ。


    「不思議っていやあ不思議だけど、今すぐどうにかしなきゃってほどでもないしなあ」


    　なんせ、その不思議な色と見られる少女は記憶喪失で、面倒くさがりで、別に記憶がないことに対して焦った様子もない。放置していてもいいんじゃないかってレベルだ。


    「………………」


    　未来では箸はしを使うことはないのだろうか？　いつの間にかフォークを使うことにしたらしい。美少女が悩みながらご飯を食べる姿というのは飽きないものだな。


    　冬海は不思議極まりない存在ではあるものの、どうにも憎めない性質も持っていた。というかコロッケが好きなんだろうか。未来じゃコロッケのような食べ物しか残ってないのか……？　謎なぞは深まるばかりである。


    　だからといって、彼女がそれ以上に何かをしたというわけではない。


    『ほっ……そうなんだね。ちょっぴり安心した』


    「安心ついでに、今日は静しず理りの好きなプリンモンブランでも買ってやるとするよ」


    『ふふっ、ありがとうね、兄さん。じゃあ放課後は兄さんの教室に行くから』


    「あいよ」


    　静理はメールやメッセンジャー系アプリなどで文章を打つことが難しいので、こうして何かあれば電話連絡をした方が早い。だから、俺はあいつからの電話はすぐに取れるよう、いつでも気をつけている。


    『でも、そこまで私を甘やかさなくても大丈夫だからね？』


    「解わかってる、今日はほら。朝ビックリさせたお詫びと、心配してくれたお礼だな」


    『心配はいつだってしてるよ。それじゃ、またね兄さん』


    「ああ、静理も楽しいお昼を過ごしておくれ」


    　俺の返事を聞いて、静理は嬉うれしそうな吐息と共に電話を切った。


    　妹と話ができたおかげで心が軽くなって、口元に笑みが浮かぶ。


    「この時代は電波で通話をしているの？」


    「むしろお前の時代とやらが何で通話するのかが気になる発言だな」


    　いきなり後ろから話しかけられた内容は、いかにも未来人的なものだった。


    「話の最中に私を見ていたようだけど、何？」


    　どうやらこっちの質問に答えるつもりはないらしい。静理の柔らかで包み込むような温かい声の直後に、冬ふゆ海みの真冬の海のように冷たく鋭い声は心臓に悪い。


    「妹いわく、俺の近くに『不思議な色』がいる、とかなんとか」


    　俺と妹じゃなきゃ解らない表現で敢あえて話してみる。美み星ぜや井いノの原はらだったら『また兄きよう妹だいでイチャイチャして』みたいに聞き流すような言葉だがこいつならどう返事するだろう。


    「色？　……そう。貴方あなたの妹さんは超色覚者なのね」


    　あっさりと聞いたこともないような返答がきた。


    「ちょうしきかく……？」


    「超色覚者。第六感的なものを色覚で判断できるタイプの人よ。ある時期から人間の感覚器の研究が進んだ際に判明した、人の持つ感覚器分類のひとつね」


    　その説明に衝撃が走った。今までなんの手がかりもなかった静理の目について、こうもサクッと答えが聞けたのだから。


    「通常の視覚情報ではないから距離に関係なく色覚を認識する。先天的、遺伝的に取得するものだけど、機械でもある程度は再現可能な技術だったはずだわ」


    　静しず理りのものは正にそれだ。離れていても俺の近くに不思議な色が見えたと電話してきたわけだし、光を捉えていないはずなのに『色』で把握するような視覚を持っている。


    『超色覚者』。言われてみればしっくりきた。


    　だが、そんなことを当たり前に語るなんて、冬ふゆ海みはまさか本当の本当に未来人なのか？


    「ごちそうさま。でいいのよね、食べ終わった後の挨あい拶さつ」


    「あ、ああ。当たってるぞ」


    　別に俺に言う必要はないんだが、せっかくだから受け取っておこう。


    「なあ、その超色覚者とか、記憶の書き換えっていうのは未来の科学でなんとかできるものなのか？　たとえば、治したりとか……」


    「未来の知識と技術、施設があればできるでしょうね。今の時代……西暦で数えているうちは存在しないわ。つまり不可能ということよ」


    　まあ、未来のものなら今は治せないというのは当然だろう。だが、未来に関わっていれば可能性はゼロではないというのも確かなのか。


    「それではね」


    　冬海は言いたいことは言ったとばかりに席を立つと、教室のドアのほうへと歩いていく。


    　自称未来人のあいつがどこに行くのか気にはなったが、別に追いかける義理もないし、あの抉えぐるような冷たい声を聞き続けたせいで俺の心は安息を求めている。


    　それに、今聞いた言葉の整理もしたい。さっさと弁当を食べながら落ち着くとしよう。


    「それにしても、未来か……」


    　冬海から出る不可解な言葉の数々は、彼女の知識からきたものだろう。記憶ではない。


    　だが、知識というものは厄介で、きっかけがなければ思い出すことはできない。彼女は俺との会話の中で未来に繋つながるきっかけを手に入れ、自分が未来人であると認識したのかもしれない。さっきの話から察するに、彼女は未来の技術について様々なことを知っているのだろう。もし、あれが本当だとしたら、静理の目を治すきっかけになる知識くらいはあったりするのかもしれない。


    「おいおい、春しゆん太た郎ろう。お姫様と随分と仲良くお話してたじゃないか。ラブラブになっちまったりしたのかい？　この私というものがありながら」


    　席をくるっと反転させて、美み星ぜが弁当箱を俺の机に置いた。


    「ラブラブではないが、色々ビックリトークだったよ」


    　美星同様、俺以外のクラスメイトはみんな冬海のことを知っている。そして冬海自身は自分のことを知らない。冬海はそれを『超広域情報操作』とか言っていたが、俺にその措置が取られていないことには何か理由があったりするのだろうか？


    　過去を書き換えて今の情報を制御するとか凄すごい内容だった気がする。


    　正直解わからないことだらけなのに、その鍵かぎを握る冬海はあんまり俺に好意的ではないし、そもそも記憶喪失だから解わからないのだろう。


    「随分深刻っぽい顔しているな？」


    　美み星ぜの小さい手がポンポンと俺の頭を叩たたいた。幼い頃ころから、俺が困ったり悩んだりしているとこうして頭を撫なでてくるのだが、流石さすがに高校生になってまでやられると気恥ずかしい。しかし、気持ち良いので振り払えない。


    「いや、大丈夫だ。サンキューな」


    「いいって、いいって。春しゆん太た郎ろうとは長い付き合いだし」


    　ケロリと笑う美星に、整理しきれていなかった心が癒いやされた。


    　本来、女子とこうして面と向かって弁当を食べるという行為は気恥ずかしい行為だ。中学生の頃などはそれだけで色々と噂うわさされたりしたものだった。だが、それにもめげずに小学生の頃からずっと俺と美星は一緒にご飯を食べていたため、今では『当たり前』の光景になったようだ。それは高校に入ってからもこうして続いている。


    　当然『付き合っているのか』みたいに揶や揄ゆされることもあるのだが、お互いに今すぐ恋人が欲しいわけでもないし、特別な好きな人もいない俺にしてみれば別に『一緒に食うくらい問題ないだろ？』という精神だった。


    　こいつがあの頃からほとんど変わらない外見ということもあり、あんまり『女らしさ』を意識しないで済むというのもある。


    　まあ、そんないつも通りの態度で接してくれる美星のおかげで落ち着いてきたのは確かだ。せっかくだから、俺と冬ふゆ海みだけでは不足する情報を集め直してみよう。


    「そういや、美星は冬海のことをどれくらい知ってるんだ？」


    　自分も弁当箱を広げながら尋ねると、美星は視線を斜めに向けて考え込んだ。


    「どれくらいって？」


    「あー……たとえばあいつはいつからこの学校に通ってるのか、とかさ」


    「さあ？　入学式からいたんじゃないか？　同じクラスになったのは今年からだけど」


    「あんまり話したことないのか？」


    「お姫様はほとんど誰だれとも話さないクールビューティーだからな。実際、お昼休みだっていつの間にかひとりでいなくなってるだろ？」


    「まあ、そうだな」


    　今、たまたまいないのか、いつもいなくなっているのかの判断は俺にはできない。


    　俺の主観だけで言えば、そもそもいなかったろ！　というツッコミになる。


    「じゃあ、冬海と仲良しな奴やつっていないのか？」


    「いないなあ。強しいて言うと……」


    「言うと？」


    　ぴっ、と美星が箸はしで俺を示す。


    「この度たび、授業中に会話を成功させたということで、春しゆん太た郎ろうが一番の仲良しに認定されたとみた。これで男子たちの嫉しつ妬とと羨せん望ぼう集めまくり決定だな！」


    「むっ」


    　確かに、周囲を見回すと男子たちが俺を興味津々といった様子で見ている。


    　その目はいかにも好奇心に溢あふれていた。まるでビッグニュースを期待してテレビの前で待っている民衆のようだ。


    　しかし、やはりというか意外にもというべきか。冬ふゆ海みに関しての情報は少ないのか。


    　記憶操作とやらがどこまで及ぶのか知りたかったのだが、俺以外の全てが『冬海を認識している』のだとすればお手上げだ。


    　しかし、それはそれとして嫉妬と羨望集めまくりか。そいつは嬉うれしいな。


    　興味を持った俺は、せっかくだから近くで弁当を食べているクラスメイトに尋ねることにした。我わがクラスの『サッカー部三人衆』として有名な連中。つい最近合コンに大失敗したらしい、という情報は知らないフリをしてやることにする。


    「なあ、三人とも」


    「んー？」


    　三人のうち、二人……三み浦うらと武たけ田だはお通夜みたいな顔で弁当を食べていた。


    　だが、知らないフリをしている俺は容赦なく尋ねてみる。


    「君たちは、冬海とトークしている俺のことが羨うらやましかったりするかね」


    　早速偉そうに尋ねてみると。


    「くっそ、春太郎露骨だな！　頭の中まで春のくせに！」


    　それまでお通夜みたいだったせいか、苛いら立だちも顕あらわに罵ののしられた。


    　こいつはサッカー部三人衆のリーダー格である三浦俊しゆん介すけだ。それなりにモテるのだが、どうも変な女に捕まる率が高いらしい。それでも合コンとか行っちゃう辺り、夢を諦あきらめない熱い男なのかもしれない。


    「いいよなあ、春太郎は……どうせ俺なんて……」


    　いじけているのは、三人衆の中では一番のイケメンでもある武田隆たか道みちだ。こいつ、落ち込み度が半端ないことから、きっとなんかやらかしちゃったのだろう。


    「ま、冬海さんとあれだけ長い時間話せてたら、そりゃ羨ましいだろうさ」


    　落ち着いた意見をくれたのは、三人の中で一番背の高い松まつ永なが一かず臣おみだ。こいつだけは、このクラスに彼女がいるせいで合コンも行かなかったという勝ち組に違いない。


    「ふぅむ」


    　しかし、どうやら本当に羨ましがられていたようだ。俺を担ごうといった空気は感じられない。いきなりの罵ば声せいも、羨望からくるものだと解わかれば優越感で返すことができる。


    「まあ、ほら。俺の人徳って奴やつかもしれないだろ？」


    「くぅぅぅ！　ただでさえみぜっちを独り占めしてるくせに、冬ふゆ海みさんまで毒どく牙がにかけるつもりかよ！」


    　三み浦うらの悔しそうな声が教室内に響き渡る。見れば、井いノの原はらが『そうだそうだ！』と同意して手を振り上げていた。やっぱり、俺は美み星ぜを独り占めしていると認識されているようだ。


    　美星は小さいくせに昔っから男子の人気者だったよなー、と再認識する。


    「おっ。私ってば、春しゆん太た郎ろうの毒牙にかかっちゃってることになってるんだ？　いやー、春太郎ってば鬼畜系スケコマシだねぇ、うっしっしっ」


    　それを聞いて美星はニシシと楽しげに笑っている。


    　毒牙、か。改めて美星の体を見てみるが、夏服になって更に強調される健康的な肢体。


    　その筋の人には大人気かもしれないが、エロス真っ盛りの健全な高校生である俺には、まだその平坦な体付きからは特に何も感じ入るものがない。


    「まあ、待ってくれ。美星を毒牙にかけると事案になってしまうだろ」


    『それは確かに』


    　男子三人は同時にあっさりと頷うなずいた。いくらこいつらでも、美星ではいやらしい妄想などはしていないようだ。


    「なーるほど。春太郎及びサッカー部の三人は、傷ついた乙女のメンタルケアということで私におかずを提供をしてくれるということだな」


    　そして幼女呼ばわりされたことを上う手まく利用しておかずをゲットしようとする美星だった。こいつは小学生の頃ころから、変わらずしたたかな性格をしている。


    「じゃあ、からあげどうぞ姉御」「こっちはコロッケどうぞ」「玉子焼きどうぞ」


    　三人が自分の弁当箱からそれぞれ貢ぎ物を差し出し、美星の弁当箱に入れていく。


    「うんうん、くるしゅうない」


    　ニコニコ笑っている美星を見ているとついついもっと色々めぐんでやりたくなる。これは兄心とか、父性とか、そういうものかもしれないな。


    「それで、春太郎は何をくれるん？」


    「俺の愛で勘弁してくれ」


    　妹と一緒に作った愛妻弁当ならぬ愛妹弁当だ。おいそれとくれてやるわけには……。


    「まあ、春巻きは既に貰もらったんだけどな」


    「うわ、いつの間に！」


    　箸はしで摑つかんだ俺の春巻きを、ぱくっと食べる美星。


    「おぉ、ほいひぃ～おいしい～」


    　……うん、美お味いしそうに食べているからまあいいか。


    　こういうマスコット的な可愛かわいらしさを自分で理解していてふんだんに使ってくるこいつは、背せ丈たけ的な意味でも正に小悪魔なのかもしれない。


    「で、春しゆん太た郎ろうはあの冬ふゆ海みさんとどんな話してたんだ？」


    　三み浦うらはやはり興味津々なのか、食い入るように尋ねてきた。


    　どうやらこいつらの認識では『あの冬海』とまともに会話したというのは、それだけで特殊なことらしい。俺があいつに対して無知っぽいことも『突然俺が冬海に興味を持ったように見える』程度に済ませられるほどに。


    　しかしそれはそれで、違和感が付き纏まとうが。


    「あいつとした会話かあ……そうだなあ、未来についてとかだな」


    「もう結婚の約束だと!?」


    　早とちりしたのは武たけ田だだ。こいつはサッカー部の中でもスピードを活いかしたエースなのだが、女好き過ぎてモテないという欠点を持つ残念系イケメンである。この早とちりもまた、スピードを活かしたものなんだろうな。だからモテないんだ。


    「興味がないと言えば噓うそにはなるけどな」


    　ちなみに、この会話に距離をとっている松まつ永ながはチラチラと女子のグループのほうを気にしていた。四人組で楽しそうに会話をしている女子たちの中に、声楽部の女子がいる。軽くウェーブが入った髪をした、今風の美人系だ。松永の彼女である。


    　女子は『全く関係ない会話をしている』というのを装いながら『他人の会話を把握』というスキルを所持している者も多いらしい。井戸端会議のおばちゃんとかになれば、その技術レベルは跳ね上がるのだとか。


    　だからああしている今も、こっちの会話は把握されているとみていいだろう。松永が警戒しているのはそれだ。まあ、そろそろ本当のことを話して落ち着かせるとするか。


    「ま、正直な話……俺は冬海にかなり警戒されていると思う」


    　あいつが言うところの情報操作とやらがかかっていない唯一の人物。


    　つまり、冬海からして見れば俺は『記憶を失わせた側』として最も疑わしいらしい。


    　俺が逆の立場だったらそう思う。だけど、それが未来の技術となると……。


    「冬海さんに警戒されてないヤツなんて、男女問わずいないと思うぞ」


    　松永がしみじみと口にした。


    「そうなのか？」


    「俺のカノジョは誰だれとでも仲良くするタイプだけど、あいつとは話してないしな。さっきの休み時間にもチャレンジしたみたいなんだが、素っ気なくされたそうだ」


    「そう……なんだな」


    　あいつが女子との『かわいいー』『これ、超かわいいー』『かわいいねー』みたいな会話にまざるとか、まるで想像できない。まあ、普通に無理だとは思う。


    　だが、冬海が正に今朝……俺の席に現れたのだとすれば今まで誰とも話していないのは当然だ。それなのに既に俺たちのクラスメイトの中では『誰とも会話しない設定』みたいになっていて、それが当たり前に通っているのだとしたら。


    　なるほど、これは気持ち悪い。


    　そうみんなの記憶や情報が操作されただけなのか。


    　そして俺みたいに『情報操作にかからない存在』は想定していないのか。


    　だとすれば、他の連中と俺の違いは……。


    『ちょっと先の未来』を見られるかどうか、ということくらいしかないはずだ。


    　これがどう冬ふゆ海みや『未来』に影響を与えているのか、とても気になる事態だった。


    「ふーむ、冬海なー」


    　思わず口をついてあいつのことを考えてしまう。


    「なんだいなんだい。春しゆん太た郎ろうってば、こんなに愛らしい幼なじみが一緒にご飯を食べているというのに、ほったらかしにして他の女の子の話ばっかりー」


    「と、言いながら俺の弁当箱から二個目の春巻きを持っていこうとするのをやめたまえ」


    「あははっ、美お味いしかったからなっ」


    　まったく、油断も隙すきもない奴やつだ。そして、俺と美み星ぜのやりとりはクラスメイトたちも微笑ほほえましく見ている。夫婦めおと漫才だと思っているのかもしれない。


    「ってか、美星は俺とかサッカー部三人衆と一緒に飯なんか食ってていいのかよ。女子ってのはグループトークが大事なんだろ？」


    「私はクラスのマスコットだから平気なんだよ。それに、このクラスの女子で発言力が一番高いのも私だし」


    　堂々と言い張る辺りにこいつの力強さを感じる。確かに、小学生時代からこいつがイジメられたりとか聞いたことがないな。体が小さいから少しはありそうなものなのに。女子っていうのはそういう判断基準ではイジメ対象にしたりしないんだろうか。


    　そういえば聞いたことがある。女子にとってのクラス内ヒエラルキーを決定付けるもの、というものがあるのだ。


    「なんだっけ。女子の発言力は『お洒落しやれパワー』と『流行を追いかける速度』で決まるんだったっけ」


    「あとは根回しだな。噂うわさ拡散能力みたいな」


    　つまり、基本は情報戦らしい。男子がアイドル雑誌を見て「可愛かわいいなこいつ！」と盛り上がったり、漫画を読んでゲラゲラ笑ったり、部活に励んで汗水流したりと学園生活を謳おう歌かしている間に、女子たちは同じようなことをしながらも裏で苛か烈れつな情報戦を生き抜いているとのことだ。


    　……静しず理りが一年の教室でも穏やかで優しい環境で過ごせていますように。


    　俺はそう願わずにはいられなかった。


    「じゃあ、上う手まいこと冬海とも仲良くしてやってくれよ」


    　そういう意味だと、記憶喪失のあいつは最高に分が悪い。なんというか、お洒落しやれも流行もあんまり興味がなさそうだ。噂うわさ話ばなしなんて最もどうでもいいジャンルだろうし。多少お節介な気持ちが湧わいてしまうくらいには孤独っぽい雰囲気がある。


    「お？　ふーん……春しゆん太た郎ろうってば。他の女の子のことを気にかけるなんて、私が嫉しつ妬とに狂いまくっちゃったらどうするんだ？」


    「そのラストの春巻きをやるよ」


    「あははっ、任せとくといい！」


    　ラストの春巻きを差し出すと、上機嫌でＯＫしてくれた。あっさりと弁当のおかずで了承してくれる辺り、こいつは良い奴やつだ。冬ふゆ海みは、確かに俺のことを警戒しているかもしれない。だが、美み星ぜの会話技術なら上う手まいこと会話するのも可能だろう。


    　後ろの席の奴がクラス内で孤立、とか居心地が悪くなるしな。


    「しっかし、春太郎が『未来』の話なんてものを誰だれかとするとはねー」


    　俺の春巻きを箸はしで摑つかんで眺めながら、しみじみと美星が口にする。


    「やっぱ春太郎が今朝見てた未来とか、しずりんが言ってた不思議な色のことと関係あったりすんのか？」


    　美星の目が細められた。


    「……まあ、な」


    　こいつは俺たち兄きよう妹だいにあったことを知っている。そしてその後、どれくらい大変だったのかも、だ。……ついでに言うと、それから俺が不思議な事件にはどんどん首を突っ込んで、たまに危険な目に遭っているというのも知っている。


    「やっぱり。別に私には止める権利はないけどさ。心配くらいはするし、手助けもしたいと思ってるんだからな？」


    　美星はつまり、危ないことするくらいなら自分も交ぜろ、そう言っているのだ。


    　それに関しては『本当にすまん』という気持ちで胸がいっぱいになる。


    　きっと、こうして高校生になってまで毎日お昼を一緒に食べてくれるのも『あの時』の俺が本当に取り乱して、正常な精神状態ではなかったのを知っているからだ。


    『ちょっと先の未来』を見るなんていう不思議な能力。


    　これを手に入れた後の俺は……本当に、思い出すのも恥ずかしいくらい取り乱して、日常生活も学校生活もままならないくらいに荒れていたのだから。それでも変わらず接してくれる美星みたいな奴は本当にありがたい。


    「あんがとな、美星」


    「いいっていいって。荒れてた頃ころのお前さんも可愛かわいかったぜー？」


    　ニヤニヤと笑ってからかわれる。自分では思い出したくない重い過去も、こうしてからかわれる材料になると不思議と軽い黒歴史にしか思えなくなるから不思議だ。


    「それにしても、今はもう単なるアホでスケベな春しゆん太た郎ろうが、警戒されるなんてなあ」


    　心配そうな顔から一転、いつものニヤニヤした顔に戻る。


    　言われている言葉は大変不本意なものだが、そこそこ事実なので言い返せない。


    「いくら私の体じゃ物足りないからって、あんまりエッチな想像をお姫様でしないようにな、春太郎？」


    「し、してねーし！」


    　美み星ぜは自分の体が性的な対象になりづらいことはよく把握しているようだ。


    　確かに美星に比べれば大抵の女子はそっちの対象になり得る。しかも、冬ふゆ海みは夏服の上からも解わかるくらいにスタイルがいい。もしもこれから冬海の『女性らしさ』みたいなものを意識することがあれば、はっきり言ってエッチな想像をしないとも限らない。


    「おっと、そのお姫様のご帰還だよ」


    　見ると、ドアを開けて冬海が戻ってきたところだった。その顔は氷のように無表情で、人を寄せ付けないオーラに満ちている。あんな、まるで怒っているかのような顔で歩いていると、せっかくの美人が台無しだ。もっと柔らかく……は無理でも人を見る時に睨にらみつけるのはやめたほうがいいのに。


    「よう、おかえり冬海」


    　せめてそんな彼女を和なごませようと声をかけてみると。


    「……言いたいことがあるのだけど」


    　更に不機嫌そうな顔になって、冬海は俺の前に立って腕を組んだ。


    　その声には露骨なイライラが含まれている。


    「私は貴方あなたにファーストネームで呼び捨てにされるほど親しいつもりはないわ」


    「え？」


    　俺は慌てて美星を見た。


    「なんだい春太郎。ナチュラルに呼び捨てにしているから、てっきり仲良しこよしなのかと思っていたけど……もしかして、お姫様の名前をちゃんと知らないとか？」


    　美星はニヤニヤ笑っていた。


    「え？」


    「私の名前は東あずま冬海。……そういう名前らしいわ」


    「……なんと」


    　井いノの原はらやクラスメイトの男子が『冬海さん』と言っているからてっきり苗字だと思っていたのだが。俺は気付かず、初対面の女子の名前を偉そうに呼び捨てしていたことになる。


    「それでは、えーと……なんて呼べばいいでしょうか」


    「もう話しかけないでくれる？　面倒だから」


    　ぷいっ、と顔を背そむけて、そのまま席につく冬海。その言葉を美星も聞いていたらしく『ご愁傷さまです』とニヤニヤと笑っていた。


    



    　当たり前に過ごす、当たり前の昼休み。


    　冬ふゆ海みという不思議な少女がいたおかげで話題はおかしなことになったものの、いつものように幼なじみとご飯を食べて、クラスメイトと適当に話をした日常場面だった。


    　だが、いくら運命は過酷で唐突に訪れるものだからって。


    　この先に、まさか世界の崩壊が待っているなんて夢にも思っていなかった。
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    　背後に『自称未来人』がいる状態で、一日の授業を終えるというのがどれほどストレスのかかることなのか。そんな苦痛を生まれて初めて知った俺は、放課後のホームルームが終わっても机に突っ伏していた。なんというか、こいつは俺が話しかけるとすげなくするくせに自分からは興味のあることを尋ねまくってくるのだ。


    『今の教師が言ったことはこの時代では常識なのよね』とか。


    『こんな間違った歴史をよくも当たり前に聞けるわね』とか。


    『科学の概念がそもそも間違っているのだけど、教師には指摘しないほうがいいの？』とか、そんなである。試しにやってみろ、と言いたい気持ち満々だったのだがやめておいた。


    　この時代のことをもっと知りたいという気持ちと、自分の中の知識との齟そ齬ごにイラついているのかもしれないが、このまま冬海に『電波少女』とか『不思議ちゃん』みたいなレッテルまでついたら、いよいよ誰だれも友達がいなくなってしまう。ドライで近寄り難いお姫様くらいのほうがまだましだろう。まあ、いずれ未来っぽいことを口走るというボロは出るかもしれないが。その頃ころには『東あずまさんって面白いこと言うよねー、かわいー』とか、そんなレベルになっていることを期待する。


    　さておき、そんな当人は……今は大人しく世界史の教科書を読んでいた。


    『ほとんど忘れていて、何も定かではないのだけど。この歴史が一番噓うそ八百……噓八万くらいな気がするわ。年号とかそのレベルではなく……ここは本当に地球なの？』


    　百倍も違うと感じるなら、それは本当に冬海の中では噓だらけなのだろう。


    　地球単位でこいつの知識と俺たちが教わっているものが違うのだとすれば、もう未来人じゃなくて宇宙人でもいいんじゃないかな？　なんて気にもなってきた。その質問には『実は歴史なんて見てきたわけじゃないから適当に書いてるっぽいぜ』と返しておいた。


    『だったら見てくればいいのに』


    　なんて言葉が正に未来人だったので、未来人確定でいいと思うのだが。


    　とにもかくにも、こいつの話し相手はやたら疲れるというのが解わかった一日だった。


    「なんだ、大変そうだな春しゆん太た郎ろう？」


    　机の上でぐったりしている俺を見て、楽しそうに話しかけてくるのは美み星ぜだ。


    「お前はすやすや寝てたからすっきりした顔をしてるよな」


    　午後の授業のほとんどを美星は寝て過ごしていた。教師に注意された時だけ目を覚まして怒られたりするのだが、十分もすればすぐに寝てしまう。二度三度とちゃんと注意する教師もいれば、呆あきれて放置する教師もいる。それもまた日常風景のひとつだった。


    「まあな、私はほら。部活があるから」


    　カバンに突き刺さっていたバトンを取り出してくるくると回して見せる美星は、満面の笑みを浮かべていた。なんでも、チアリーダーはどんなにきつくても真剣でも、笑顔は基本なんだそうだ。


    「部活のために寝て力を溜ためていたのさ」


    「それは高校生活として正しいのだろうか」


    「高校に通う理由なんて、青春の思い出作りみたいなものだからいいんだよきっと」


    「なんか大人っぽい言葉だな」


    　などと、気取った会話を楽しんでいると。


    「兄さん、お待たせー」


    「お待たせしました」


    　静しず理りと白しろ峰みねさんが俺の教室にやってきた。下級生とスーツを着た眼鏡めがね女性が入ってきたとはいえ、これはいつものことなのでクラスメイトたちも特に気にした様子はない。何事もいつものことになるとそれは『日常風景』になるのだ。


    　にわかに俺の周囲は女の子だらけになるが、背後の女はずーっと世界史の教科書を凝視しているだけである。


    　まあ、静理が来てくれたおかげで、俺もようやく解放される。


    　冬ふゆ海みは確かに未来人で、妹を治す方法に繋つながる人物かもしれない。だが、今すぐに色々尋ねることもできないだろう。というか、あんまり俺の話は聞いてくれないし。


    「いいよなあ、春太郎の周りには可愛かわいい女の子ばかりが集まって……くそっ、下校中の坂の真ん中辺りでお腹なかが痛くなっちまえ！」


    　井いノの原はらがちょっと離れた場所でぶちぶちと文句と呪じゆ詛そを唱えていた。あいつは部活もないのに、なんでいつまでもあんな教室の隅っこで恨めしげにこっちを見ているんだろう。


    「いのっちは『冬海さんと話せる春太郎羨うらやましい同盟』のリーダーらしいぜ」


    　美星が教えてくれて、再び机に突っ伏す俺。


    　いや、お前たちは全く知らないかもしれないが、本当に疲れるんだぞこいつの相手。


    　だけど、静理の前では『良いお兄ちゃん』でありたい俺は何も言えない。


    「あ……」


    　そんな静しず理りが、黙々と歴史の教科書を読んでいる冬ふゆ海みに気付いて声を立てた。


    『不思議な色』。そう称した存在がそこにいることに少なからず驚いたのだろう。


    　静理の目のことを超色覚者と言っていた冬海。落ち着いた頃ころに、静理も交ぜて三人で話ができれば、目のことも何か解わかるかもしれないな。


    「さて、俺らも帰るか静理」


    「んじゃ、私は部活に行ってくるかな」


    「ああ。チアリーダー頑張ってきてくれ。バトン投げたり、足上げまくってきてくれ」


    「あいよ。見せる用パンツを他の部活男子に見せまくってくるよ」


    　ニヤッと笑って頷うなずく美み星ぜに、『もうっ』とか言いながら頰ほおを染めている静理。


    　しかし、見せる用パンツは確か、その下にパンツ穿はいてるから恥ずかしくない、とかそういう理屈なんだっけか。見る側がパンツだと思い込めばそれはパンツなのではないだろうか。見られる側と見る側の世界が違っている場合、そこに真実は関係ないのかもしれない。世界の全ては主観によって支配されていて、真実はいくらでも曲解できるものなんだな。そんなどうでもいいことを大真面目に考えながら席を立つ。


    「じゃあ行きます、白しろ峰みねさん」


    「はい。下までお供します」


    　なんかこうしていると、白峰さんってお嬢様に仕えるメイドとか、お姫様に仕える騎士みたいな雰囲気だよな、なんて思ってしまう。
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    「んじゃな」


    　そして振り向かずに、返事も期待せずに、冬ふゆ海みに挨あい拶さつだけして立ち去ろうとした。


    　そんな時だった。


    　ぐいっ。


    「うぐおっ」


    　思いっきり後ろから制服を引っ張られ、パランスを崩して転びそうになる。


    　慌てて机にしがみついて、なんとか体勢を保って、慌てて引っ張った相手を見た。


    「ちょっと待ちなさい」


    　制服を摑つかんだのは、さっきまでストレスの元凶だった女だ。


    「な、なんだ、冬海……さん」


    「呼び捨てでいいわよ、もう。どうせ自分の名前みたいな実感もないんだし」


    　だったらなんで昼は怒ったんだよ、と言い返したくなったが我慢する。


    　今日一日で解わかったのだが、こいつ物もの凄すごくマイペースだ。俺の都合なんてまるで関係なく、実はその時思ったことを口にしているだけっぽい気がする。


    「そっちの子が、さっきの電波による通話端末で会話していた妹さんよね？」


    「通話端末……ああ、スマートフォンか。そうだぞ」


    「あ、あの……初めまして」


    　視線のおぼつかないまま、静しず理りは冬海にお辞儀をした。


    　初対面なら誰だれだって緊張するだろうが、なんせ冬海の声は鋭く冷たい。


    　目がきちんと見えていない静理にしてみると、警戒しても仕方ないかもしれない。


    「初めまして。東あずま冬海という名前みたいよ。不ぶ躾しつけで悪いけれど、貴女あなたの目に私はどんな色に見えているかしら？」


    　冬海から積極的に話しかけている、というのを見てまだ教室に残っているクラスメイトたちが注目した。美み星ぜは足を止め、井いノの原はらもこっちを注視している。


    「その……不思議な、色です」


    　静理が言葉を選んで告げる。


    「つまり、そこの……お兄さんや、そこの女性とは違う色合いということね？」


    「は、はい……あ、いえ。人はみんな違う色で見えるんですけど。冬海さんの色は、七色というか、全部の色が混ざっているというか……って、え……？　この色って……」


    　静理が何かに気付いたように口に手を当てた。そして、衝撃的な言葉をこぼす。


    「もしかして……未来の？」


    　その途端。


    



    　キィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィン！


    



    「わっ」「きゃあっ!?」「なんだぁっ!?」


    　耳に、いや、頭の奥に直接響くかのような鋭い高音が走った。一瞬にして視界が歪ゆがみ、平へい衡こう感覚がおかしくなる。あっという間に立っていられなくなるほどの立ちくらみを感じて、俺はそのまま椅い子すに倒れこむように座った。


    「つっ……」


    　冬ふゆ海みも手でこめかみの辺りを押さえて俯うつむいている。


    「に、兄さん……」


    　不安そうに静しず理りが俺に寄り添ってきたので、その肩を抱いてやった。


    「いっつー……なんだ？　飛行機でも通ったのか？」


    「相当近くを通らないとここまで痛くならなくないだろ」


    　美み星ぜが頭を押さえながら床に座り込んでいる。


    「な、なんだ今の……マジびびる……」


    　井いノの原はらもフラフラになって床にしゃがみ込んでいた。


    「ぅ……」


    　白しろ峰みねさんは眼鏡めがねを外して、頭を押さえている。はらりと垂れた髪が妙に色っぽい。案の定、その顔は物もの凄すごい美形だった。教室の中には、俺と静理、そして冬海。あとは美星と井ノ原、白峰さんだけになっていた。他に残っていた人たちの姿はなくなっている。


    「っ……これは……っ！」


    　白峰さんが再び眼鏡をかけた時、驚きの声を上げた。


    　俺もつられてそちらを見ると──窓の外は灰色に塗りたくられていた。


    　ついさっきまで本当に快晴だったというのに、今はまるで飛行機が雲の中に突っ込んだかのように何も見えない灰色が、全ての窓を包んでいる。


    　冬海は顔をしかめたまま呟つぶやく。


    「面倒なことになったわね……」


    　そうして冬海は耳を押さえる手を離し、机に手をつくと俺を睨にらんできた。


    　いつもの不機嫌さよりも、何倍も鋭い。まるで容疑者を疑う警察のような視線だ。


    「念のため尋ねるけれど。貴方あなたがやったのではないわよね？」


    　やった、と言われても見当がつかない。だが、胸騒ぎだけはしていた。


    　今、ここで何かが起きている。それはなんとなく解わかっている。


    　でもそれを信じたくない俺がいるのも確かだ。


    「す、すまん、なんのことだかさっぱり解らない」


    「はぁ……」


    　首を振ると、冬ふゆ海みは深いため息を吐ついた。


    　さっきまで放課後の賑にぎやかさに包まれていた教室内。


    　廊下から聞こえていた生徒たちの騒ぐ声も、校舎のどこかで練習し始めたのであろうブラスバンド部のトランペットやらトロンボーンの音やらもいつの間にか消えていた。


    　ドクン。


    　俺の心臓が激しく高鳴る。いきなり誰だれもいなくなった教室。全ての音が消失した世界。


    　俺は……そんな記憶に覚えがある。


    「まさか、誰もいなくなった……？」


    「逆。私たちが移動させられたのよ、あの時空から」


    　あっさりと吐き捨てるように言う冬海は、今度はひとりひとりの顔を見ていく。


    「どういうことだ、冬海？」


    「……私に解わかるのはこれくらいね。まだ、記憶が曖あい昧まいだもの」


    　それもそうか。こいつは記憶喪失なのだから覚えていないのは仕方ない。


    　だが、なんとなくこの現象についてはこいつの記憶が頼りな気もしていた。


    「時空とか。閉じ込められるとか。そういう事件から何か思い出せたりしないか？」


    「ん……そうね……っつ……」


    　冬海は一瞬、眉まゆを寄せて頭を押さえた。どうやら、頭に痛みがはしっているようだ。


    「……『時じ空くう歪わい曲きよく間かん隙げき場ば』……そう呼ばれる現象があるわ」


    「時空わいきょ……なに？」


    　聞いたこともない単語が出て、尋ね返す。だが、冬海はそれっきり……何かを必死に思い出すかのように、目を閉じてしまった。今は刺激しない方がいいかもしれない。


    「兄さん……」


    　静しず理りがぎゅっと不安そうに俺の手を握ってきた。


    　その目には俺たちには見えない何かが、もう見えているのだろうか？


    「ん？　いつの間にか開いてたドアが閉まってるな」


    　まだ状況を理解していない美み星ぜが、軽い声で後ろのドアを見ている。


    「こっちも閉じてる……ってか開かないぞこれ!?　びくともしねえ！」


    　井いノの原はらのいる前側のドアも閉じていたようで、まるでそれそのものが壁であるかのように揺れたり動いたりすることもない。


    「ふむ……こっちも開かないか。なんにも動かないや」


    　後ろのドアも美星が確認していた。井ノ原ほど焦っていないが、口元にはあいつが困った時特有の下唇を嚙かむ癖が出ている。


    「……そんな……これはまさか……また……」


    　白しろ峰みねさんのほうは顔面蒼そう白はくになってショックを受けているようだった。


    　静しず理りを保護する立場であるというのだけは忘れていないようで、ピッタリと静理に寄り添うように立ってくれているが……まともに話ができそうな状態ではない。まあ、実際はまだ大学を出たばかりの女性だ。俺たちとさほど年齢だって変わらないのだから大人としての判断を頼んでも難しいだろう。


    　俺は動揺しそうになる気持ちをなんとか押し込めて、静理の手の温かさを頼りに……なんとか無理矢理気持ちを落ち着けて、状況の把握につとめていた。ここで焦って何も考えられなくなるわけにはいかない。


    「兄さん……ここは、なんか嫌な場所だよ……いろんな色が全部真っ白になってて……何も見えないし……怖い……」


    　妹は今、あの窓の外と同じようなものを見てしまっているのかもしれない。それも、外だけではなくて、今ここに在る全てに対して、なのだろうか。


    　ぎゅうう、と更に強く、縋すがるように摑つかんでくる静理の手に俺の手も重ねる。


    　そう、ここは嫌な場所。おそらく、完全に閉鎖された場所なのだ。


    　俺の本能のようなものも、それを理解していた。


    「お、おい、どうなってんだ……？」


    　井いノの原はらが声を荒らげるが、それに返事をする者はいない。あいつは前のドアを何度も開けようとして無理だと知ると、今度は後ろのドアを力任せに開けようとする。だが、さっき美み星ぜが確認した通りにびくともしない。


    「どうなってんだよ！」


    　そのまま窓に向かって鍵かぎを外し、開けようとするが……ドアと同じ結果が待っていた。


    　ガタガタという音すらしない。完全に固定されているかのようだ。


    　あいつの疑問にこの中で答えられるとしたら、たったひとりだけだ。そして、そいつは今……ようやく痛みが落ち着いたのか、そのまま視線を上げる。


    　そして何な故ぜか、物もの凄すごく俺を睨にらんでいる。


    「くそっ！」


    　業を煮やした井ノ原が思い切り窓を殴なぐりつけようとする。


    「よせ！」


    　俺が鋭く警告したが、間に合うことはなく。


    「うぐあああ!!」


    　特に窓を殴る音もなく、ただ単に井ノ原が突然手を押さえて転がりだした。


    「井ノ原っ!?」


    「手、手がぁ!!　いてえええっ!!」


    　ゴロゴロと転がる井ノ原。パッと見た感じでは解らないが、あの苦しみようからしてかなりの激痛なのだろう。


    「ど、どういうことだ……？」


    　単に窓を殴なぐっただけにしては苦しみ過ぎだ。


    「貴方あなた……解わかっていて止めたのではないの？」


    「いや、こんなよく解らない空間で暴れたら、余計にパニックになるだろうから……」


    「そう……正しい判断ね。完全に固定された空間で物体に対する物理攻撃は、そのまま純粋なベクトルとして自分に返ってくるもの」


    　俺の予想以上の返答に目め眩まいがしそうになったが、なんとか我慢する。


    　──こいつは、どうやらこの状況がどんなものなのか理解したようだ。


    「…………」


    　だが、俺と視線が合うと物もの凄すごく睨にらんでくる。かなり警戒されてしまっているらしい。


    「大丈夫か、いのっち？　ほれ、一応手当てしてやるから泣くな。男の子だろ」


    「うぐぅぅ……」


    　美み星ぜは自分の鞄かばんから小さな応急キットみたいなものを取り出して、井いノの原はらに近寄るとしゃがみ込んだ。擦かすり傷とか小さな怪け我が用のものなのだろうが、何もしないよりはまし程度には良くなるかもしれない。


    「ううぅ、すまないみぜっち……パンツも見せてくれれば治ると思う……」


    「わはは。後でチアリーダーの練習でも見に来いよ」


    　しゃがんでいる美星の方になんとか体と首を動かそうとする井ノ原。あの調子なら心配もいらないだろう。逞たくましい奴やつだ。


    「で。私にはよく解らんのだけどさ。この状況で落ち着いている二人、解ることがあるなら説明してくれないか？」


    　井ノ原の手当てをしてやりながら、美星はこっちに視線を向けてきた。


    　それは明らかに、俺と冬海に向けられたものだ。静しず理りは怯おびえ切った顔をしているし、白しろ峰みねさんはブルブル震えて自分を抱き締めている。冬海は俺を睨みつけて、俺はさぞ苦々しい顔をしていることだろう。しかし、井ノ原や白峰さんがいる状態でどこまで突拍子もない話を信じて貰もらえるか……。


    「春しゆん太た郎ろう。こいつはお前さんが調べてる類たぐいのそれなんだろ？」


    　俺の不安を感じ取ったのか、美星は俺の目を見てわざわざ言ってくれた。


    「ああ。まだ解らないが……多分そうだ」


    「そっか、こういうのなんだな」


    　いつもおちゃらけて、なんでも気楽そうにしている美星が今はシリアスな表情で俺を見ている。それだけで、手当てを受けた井ノ原にも緊張感みたいなものが伝わったのだろう。


    　そう。これは俺が常に調べてそして追いかけている『未フ来イ型ラ不デ可ル能フ事イ件ア』だ。


    　それを知っている美星は、わざわざ確認してくれた。


    「春しゆん太た郎ろうがこの手の話を人に話すのを嫌がるの知ってるけど。いっぱい知識もあるんだろ？　悪いけど、頼むよ」


    　美み星ぜは精一杯気遣いながら、そう言ってくれる。俺が荒れていた時期というのが、まさにそれに当たる。誰だれも俺と静しず理りに起きたことを信じなかったせいで、俺は感情的になり当たり散らしていたのだから。とはいえ、井いノの原はらなんかは何を言っても半信半疑のままだろう。こいつはアホだが、失いたくない友人のひとりだ。


    　だが、美星の頼みもある。ここは意識を切り替えていくとしよう。


    　動揺したりうろたえたくなる自分もいる。どちらかと言えば怖くて逃げ出したい気持ちだってある。だが……美星にこうして預けられ、静理に頼られている以上はなんとか落ち着いて、冷静な自分を演じるしかない。


    　俺は頭の中にいる『頼りになる兄像』を意識して、落ち着いて話を開始した。


    「そう……だな。一応、派手なドッキリの線と本気でオカルトなヤバイ線のふたつで考える。ドッキリだったら、後でこれを仕掛けた奴やつを殴なぐればいい」


    　俺が二本指を立ててピースサインを見せると井ノ原はなるほど、と頷うなずいた。


    「オカルトなヤバイ線だったら、それはもう全員で協力して頑張って生き残る。そういう方向性でいいよな」


    「お、おう……や、ヤバイ線は嫌だなあ……」


    　怪け我がをしたせいですっかりしょんぼりしていて、見ているのも可哀想かわいそうだ。


    「よし。まずはヤバイほう、オカルトだったりホラーだったりする路線に巻き込まれた方向で考えてみる。そうやって調べたり考えたりしているうちに、どっかでトリックとか見つかったら……人為的なものだ、って安心すればいい」


    　白しろ峰みねさんのほうも見ると、静理と支え合いながら頷いていた。これで準備はできた。


    　実際は『閉鎖された空間』なんてものに閉じ込められているという段階でオカルトだったりホラーだったりするのは確定だ。少なくとも現代の科学では考えられない超常現象が発生しているのは事実だろう。


    「春太郎は調べた中にはこういうのがあったりするのか？」


    「そうだな。この手のオカルト的なものは割りと調べたりしている」


    「オカルト的って……七不思議の『音楽室で消えた少女』みたいな……？　でもあれって単なる噂うわさだったんだろ？」


    　井ノ原が声を震わせて尋ねる。確かに、今の状況はあの噂話に似ているのか。


    「あれは……私なんです」


    　その話を井ノ原がした時、白峰さんがおずおずと声をあげた。


    「あの時の私は、丁ちよう度ど、こんな感じに、音楽室に閉じ込められたんです」


    　自分の体を抱き締めるようにしながら、僅わずかに震える声で白峰さんが語る。


    「え……『音楽室で消えた少女』って白しろ峰みねさんなんですか……？　私たちの先輩……？」


    　静しず理りが驚いたように白峰さんのほうを向いた。まさか『未フ来イ型ラ不デ可ル能フ事イ件ア』だと思って調べた案件の当事者がこんなに近くにいたなんて、俺もビックリだ。


    　しかも『単なる普通の事件』だと思って俺内部で終わらせていたものだ。


    「えーと……その時の話、聞かせて貰もらえますか、白峰さん」


    　俺は改めてその事件がヒントにならないかと思い、尋ねてみる。


    「はい……あの日、ピアノを弾きながらひとりで歌っていた私は……突然、さっきみたいな甲高い音を聞いて……」


    　そして、怖いものを見るように窓の外を見る。


    「こんなふうに、窓の外が全部灰色に包まれてしまったんです。怖くなった私が音楽室を出ようとしたら、ドアも、窓も、全然開かなくて……叩たたいても、音が通らなかったんです」


    　言われた通り、美み星ぜがドアを軽く叩いてみる。コンコン、という音もトントン、という音もしない。そのドアそのものが『揺れる』という物質ではなくなっているかのように。


    「窓を割ってみようと思いましたけど、ダメでした。そっちの……男の子のように、自分の手が凄すごく痛くなるだけで……この教室は、本当にあの時そっくりです……」


    　つまり、今この教室も『物質破壊による脱出』というのはできないわけか。


    「ど、どうやって出られたんですか？」
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    『ピアノの下で寝ていた少女は、放課後からずっと教師にも巡回の警備員にも気付かれることなく夜を過ごして朝を迎えた』となっていたはずだ。


    「それが、よく覚えてないんです……本当に混乱してしまって。もう、パニックになってしまって。落ち着こうと思って色々やったんですけど、何も上う手まくいかなくて……夢であって欲しいと思いながら、ピアノの下に潜り込んで泣きながら寝たんです。そしたら、翌朝……音楽の先生が起こしてくれました」


    　白しろ峰みねさんは申し訳なさそうに語ってくれた。


    「ふえー……」


    　美み星ぜが感心したようにため息を吐つく。俺も驚きは隠せなかった。


    　目の前に、既に『未フ来イ型ラ不デ可ル能フ事イ件ア』の体験者がいたなんて。


    　世の中に、こうして巧みに隠されている事件はもっといっぱいあるのかもしれないな。


    「すみません、話の腰を折ってしまいまして……」


    「いや、ありがとうございます。なんか前例がちゃんとあると、脱出できる希望があるって気分になって助かりました」


    　お礼を言うと白峰さんはホッとしたような、気が緩んだような顔を浮かべてくれた。


    「と、いうわけだ井いノの原はら。体験者がいる以上、出る方法はあるっぽいぞ。やったな」


    「おう、良かったぜ……って待て待てっ！　春しゆん太た郎ろうはなんでそんな落ち着いてんだよ!?　今のは明らかにオカルト話だったろ！　しかも実話の！　いくらお前がオカルトを調べまくってたからって、明らかにヤバイ話だったろ!?」


    　上手いことノリで誤ご魔ま化かそうと思ったが気付かれてしまったか。


    「めちゃめちゃ動揺しているが、妹と幼なじみの前で格好悪い姿を見せられないから、すっごく気合い入れて頑張ってるんだっての！」


    「うっ……流石さすがだな春太郎……シスコンの鑑かがみだな……」


    　まあ、確かに恐怖心や焦りみたいなものはある。だが、心のどこかでワクワクしている気持ちもあった。それはおそらく……俺が、ある程度この状況を待ち望んでいたからだろう。


    『未フ来イ型ラ不デ可ル能フ事イ件ア』に関われば、静しず理りの目を治すヒントが得られるかもしれない。


    　だからこそ、俺はずっと調べて追いかけ続けていたのだから。


    「お前も可愛い妹がいれば解わかるさ」


    　俺は静理の手をぎゅっと握って井ノ原に見せる。静理は頰ほおを染めて俯うつむいた。


    「くっそ、静理ちゃん効果か！　やっぱりどんな時も愛が強いのか！　くそう！」


    　こんな時にも、変に前向きな奴やつである。井ノ原のそういう所はこの場を必要以上に暗くしないでくれていた。ナイスだぞ井ノ原。


    「まあ、春太郎だけじゃなく、しずりんも……怖がってはいるが、別に知らないことに巻き込まれたってわけじゃなさそうだな？」


    　美み星ぜこそやけに落ち着いているように見えるわけだが、俺は今までこいつが動揺したり困ったりしている姿というのはあまり見たことがない。持ち前の気の強さなのか、肝っ玉が据すわっているのか。女は度胸、とかよく言ってるからかもしれない。


    「私は……兄さんに聞かされて、だけどね。こういう怖い目に遭うのは二回目だけど、やっぱり慣れるものじゃないかな……？」


    　静しず理りはそれでも、極力明るい声で返事をしていた。守って貰もらっている以上、必要以上に怖がっちゃいけない。そんなふうに考えているのかもしれない。もしそうだとしたら、とても健気でいい妹だ。


    「しかし、春しゆん太た郎ろう。今の『音楽室で消えた少女』の話は参考になったのかい？」


    「むやみに暴れても仕方がないってのは確かみたいだな。結構ヒントにもなりそうだ」


    　こんなところで怪け我がをしたら、それこそ致命的だろう。もしも取り乱していたら、あんな風に床に転がっていたのは自分だったかもしれないと思うとゾッとする。


    「今まで……誰だれも信じてくれなかったのに、今は少しだけ嬉うれしいと感じてしまって……不謹慎ですみません」


    「いや、仕方ないでしょう」


    　そんなフォローをしつつ。白しろ峰みねさんは不安ながらもすっきりした顔も浮かべていた。


    「ふーむ。で、どうするんだ、春太郎？」


    　美星は完全に丸投げみたいだな。まあ、経験がなくても知識があるというのは、それだけ頼られる要素っていうのは解わからなくもない。


    　ん？　いや、そうか、知識か。


    　俺はこの中で唯一『この状況の知識』を持っている奴やつを見た。


    　冬海は物もの凄すごく俺を警戒した目で睨にらんでいる。なんだ、どうしてこんなに怒ってるんだ。


    　いずれにせよ、冬ふゆ海みはこの場所が『時じ空くう歪わい曲きよく間かん隙げき場ば』とやらであることを知っていて、空間が固定化されているから危ないということを知っていたのは確かだ。脱出のヒントを持っていたとしてもおかしくはない。


    「冬海、協力して欲しいんだが」


    「この中に、この状況を作り出した人物がいるかもしれないのよ。そんな人に利用されたら危険だから、承諾しかねるわ」


    「……この俺たちを閉じ込めた奴がいるかもしれないってことなのか？」


    「ええ。いくつか思い出したのよ。『時空歪曲間隙場』は、この時代の『未来干渉帯』によって引き起こされるわ」


    　やはり、色々と思い出せていたということか。


    　この中の誰かが俺たちを閉じ込めたという言葉が本当だとすれば確かに、こいつが警戒心を丸出しにしているのもよく解る。


    「……その未来なんとかというのはよく解わからないが、俺たちにはまだこういうことに関する知識がまるでないんだ、頼む」


    　俺が頼む姿勢を見せると、冬ふゆ海みは目を細めてから思い悩むように視線を逸そらした。


    　不安そうに俺の手を摑つかんでいる静しず理りの手が僅わずかに震えている。


    　──そう、知識だ。


    　俺たちには圧倒的にそれが足りない。この教室から脱出するために何らかの謎なぞがあったとしても、そのための言語を理解していないようなものだ。


    　そして目の前には『知識』を眠らせている少女がいる。


    「ん……」


    　そして、冬海は不安そうにしている静理を見て思い悩んでいた。


    　静理はこの中にこの状況を作った犯人がいると聞いて、また怖くなってきたのだろう。


    「兄さん……」


    「大丈夫だ。ほら、いざとなったら俺の未来魔術ハイ・エルダーで俺たちがここから出た未来を見まくってやるから。だから安心しろって」


    　静理を安心させてやるために告げた言葉に、ぴくっ、と冬海が反応した。


    「未来魔術ハイ・エルダー……？」


    　冬海が再びこめかみを押さえながら、痛みに耐えるような視線で俺を見る。


    「貴方あなた、未来魔術ハイ・エルダーなんて知っているの？」


    「え？　あ、えーと……」


    　まさか冬海が俺の作った造語に反応するなんて思わなかったので言葉に詰まった。


    「未来魔術ハイ・エルダーなんて言葉そのものを今まで忘れていたけれど……貴方、そんなものが使えるのか、と尋ねているの」


    　俺の言葉がこいつにとって刺激となり、その記憶を揺さぶっているのは確からしい。


    　しかし、まさか未来魔術ハイ・エルダーなんて言葉に反応されるとは思わなかった。


    「あ、ああ。『ちょっと先の未来』を見る程度だけどな」


    「未来視の未来魔術ハイ・エルダー……可能性への接続アクセス？　……だから私のことも……？」


    　冬海は顎あごに手を当てて何やらぶつぶつと言い始めた。


    「冬海？」


    「未来魔術ハイ・エルダーというのは、私のいた未来でも使われていた高度な科学技術のことよ。新時代科学の開祖がそう名付けたとされているわ」


    　科学の開祖って。静理が目について不安になった際、適当に名付けた中二病っぽいネーミングだというのに。似たようなことを未来の科学者も考えるってことなのか。


    「なあ、私のいた未来って……冬海さんっていったい……？」


    「しっ。大人しくしてろ、いのっち！」


    　当然の疑問を持つ井いノの原はらのほうは、美み星ぜが止めてくれていた。白しろ峰みねさんはあんな事件に遭ったからか、猜さい疑ぎ心しんまでは持っていないように見える。


    「なあ、冬ふゆ海み。改めて頼む。お前の未来の知識がここを出るために必要なんだ。この気持ち悪い場所のことを知っているんだろ？」


    　俺が未来魔術ハイ・エルダーという言葉を使ってから、冬海の中では色々な葛かつ藤とうが生まれたらしい。


    　それだけ、あいつの胸を騒がせる何かだったということなのか。


    「はあ……不確定な要素だらけだから……本当に面倒だわ。でも、そうね。時じ空くう歪わい曲きよく間かん隙げき場ばの理論が確立するのはもっと後のこと。確かに、さっきの世界史には何も残っていなかったし。今は確か、ええと……まだ通話に電波を使っている時代、だものね」


    　さっきも言われたが通話に電波を使うのはそんなにレトロなことなんだな、未来人にしてみると。警戒心はそのままに俺の横まで歩み寄ってきてくれた。


    　どうやら、一時的に協力関係は結べたようだ。


    「で、だ。そろそろいいかな。お姫様の正体は一体なんなんだい？」


    　美星が知りたくて仕方ないと、目をキラキラさせている。井ノ原も怪け訝げんそうに見ている。冬海はそんな視線を感じて、少しだけ眉まゆを顰ひそめ、何か説明をしようと口を開いてから……ふぅ、とため息を吐ついて。


    「……説明が面倒だわ。貴方あなたがして」


    　何な故ぜか俺にぶん投げてきた。


    「待て待て！　なんでそこで俺なんだ！」


    「貴方が私の事情に一番詳しいこの時代の人間だもの。私は自分で自分のことを表現するのは苦手だから、後の説明は任せたわ」


    「いやいや、そこは……」


    　頑張れよ、と言おうとしたのに。既にふたりの視線は俺に向いていた。


    「兄さん、結局……その不思議な色の人は……？　私の目のことも知ってたし……」


    　静しず理りに尋ねられると、答えずにはいられなくなってしまう。


    　俺は本当に兄バカだなあ、としみじみ思いながら。


    「あー……なんて言うかだなあ……」


    　こんなの、どんな言葉を選んだところで怪しいじゃないか。俺はどうして、先に美星に説明しておかなかったのだろう。今も興味津々という顔で俺を見ているあいつなら、もっとずっと上う手まく話した上で、冬海にも恨まれない感じでやってくれただろうに。


    　きっと俺の説明は冬海を怒らせるだろうなー、なんて思いながら。


    　仕方ないので覚悟を決めることにした。よし。


    　「実は、冬海は未来から来た上に記憶喪失なんだ」


    　この言葉の胡う散さん臭くささレベルの高さは、口にした自分が最も感じているものだった。

  


  
    幕間　観測者空間オブザーバー・スペース


    



    
      0000.0000.00:00

    


    



    　時じ空くう歪わい曲きよく間かん隙げき場ば。


    



    　それは時間と時間、空間と空間の間に位置する狭はざ間ま。


    　時空間の概念を利用して生み出された不可侵領域。


    　積み重なる煉れん瓦がと煉瓦の間に存在する通常は入れない特殊な溝。


    　だからこそ、そこには可能性を送り込むことができる。


    　だからこそ、そこにはイレギュラーを交ぜることができる。


    　だからこそ、そこが特異点……。


    



    　ターニングポイントと成り得る。


    



    　既に観測することしかできず、ただただ『視みる』ことのみの存在となっても。


    　ここに意志が存在している以上、そこに期待めいたものを持たざるを得ない。


    　彼女は上う手まくやってくれるだろうか。


    　彼は上手くやるだろうか。


    　そして──。


    　彼は彼女を上手く使うだろうか。


    



    　観測者はただ観測することしかできない。


    　それでも期待することはできる。


    　決定された時の流れという大河を覆すための石を放つことができるのかどうか。


    



    　彼らがその石となるのかどうかを。


    　一石を投じて観測者となった自分では干渉できないが。


    　果たしてその石はどのように転がってくれるだろうか。

  


  
    第三話　未来干渉帯オービタル・ライン


    



    
      2023.0602.15:15

    


    



    「こっちの壁には何もないぞー」


    　美み星ぜが教室の後ろに張り付いて、ペタペタと手で触れて調べていた。


    「黒板も異常はないなー。チョークで文字が書ける、とかは関係ないんだろ？」


    　井いノの原はらは黒板を調べながら、チョークで『井ノ原！』とでっかく書いている。


    「蛍光灯の明かりがついたまま、というのはヒントになりますか？」


    　白しろ峰みねさんはスイッチを切ってみるものの……教室の電気は消えなかった。


    「ほとんどのものが固定されてるこの部屋で動くということは、何か意味がある可能性がありますね。冬ふゆ海みが言っていた『条件』になるのかもしれません」


    「わっ……では、もう少し調べてみますっ」


    「宜よろしくお願いしますね、白峰さん」


    　白峰さんはパチパチとスイッチを押す。だが明かりそのものは一向に変化しなかった。


    　──今回に関しては、明かり程度の意味しかないかもしれないな。


    「冬海、ここから脱出する『条件』ってのは必ず用意されているものでいいんだな？」


    　そして自分の席……元俺の席に座って口元に手を当てて考え込んでいる冬海に尋ねる。


    「私自身がこれを経験したことがあるかどうかは解わからないけれど。知識の上ではそうよ」


    　彼女は科学や国語の教科書を机の上に山積みにして、時折それらを開いてはつまらなそうに読みながら答えた。──それが彼女の『記憶』を刺激するヒントになる可能性がある、そう俺が判断したからだ。


    



    「冬海、今からいくつか質問をする。それでお前の『記憶』が刺激されて、思い出せたこと、未来の知識に繋つながることがあれば教えてくれ」


    　俺はまず、彼女にそう頼むことからスタートした。


    「……そうね。確かに自分だけで考えていても解らないみたいだわ。ここは悔しいし面倒だけど、貴方あなたの言葉を聞いてあげる」


    　冬海も不服そうだが承諾してくれた。そして辺りを見回し、何よりも知りたい情報を尋ねることにしたのだ。


    「時じ空くう歪わい曲きよく間かん隙げき場ばっていうのが何なのかは後で聞く。今はそんなことを理解する時間じゃない。だから手っ取り早くまずは『出る方法』があるなら教えてくれないか？」


    「それならもう思い出せているわ。この場から出るには必ず『条件』をこなす必要があるのよ。それを見つけて『出口』から脱出すればいいだけ。そのためには、この部屋にある『奇妙な場所』や『物』、『人』や『能力』を使うのよ」


    「なるほどな……つまり必ず何らかの脱出方法があるゲームみたいなものということか」


    　そう納得した途端に、俺はみんなに指示を出した。


    「悪いみんな。この教室内にあるもの全て、どんな些さ細さいなものでもいいから調べて探してみてくれ。それがこの場所を脱出するヒントになるかもしれない」


    　こうして、みんなには壁やドア、天井や窓。机や椅い子す、備品のひとつひとつを今現在、丁てい寧ねいに調べて貰もらっているということである。


    『まず、この不気味な空間から出たい』


    　というみんなの持つ一番の希望を叶かなえる質問をしたことで、それまで流れていた淀よどんだ空気がようやくプラスに働いたように見えた。


    



    「白しろ峰みねさんが脱出した時の時じ空くう歪わい曲きよく間かん隙げき場ばの条件は参考にならないのか？」


    　現代国語の教科書をパラパラと読み終えた冬ふゆ海みはそのまま本を閉じると、何かを考え込むような視線でまずは外を見て……それから首を振った。


    「おそらく関係ないわ。今浮かんだ知識では、それぞれの時空歪曲間隙場では脱出の条件が全く違うみたいだもの」


    「確か白峰さんはさっき……『落ち着こうと思って色々やった』と言っていたな。その色々のどれかが条件を満たし、その時空歪曲間隙場を解いたってことか」


    「もしくは何もせずにピアノの下で眠る。それが条件だった可能性もあるわ」


    「そ、そうだったんですか……」


    　俺たちの会話を聞いていたらしい白峰さんがビックリしたように目を丸くしていた。


    「むしろそこで睡眠したのは正解ね。もしそれで出られなくても、パニックを起こす前に自分を安定させられるのは睡眠だもの。無事に出られて良かったわね」


    「良かったね、白峰さん」


    「はい……」


    　冬海が淡々と告げた言葉に静しず理りも乗っかり、白峰さんの手を握る。白峰さんは自分の行いが成功だったと知って、心底安あん堵どしているようだ。


    　──しかし、条件……条件、か。


    　冬海は言った。『奇妙な場所』や『物』、『人』や『能力』を使う。と。


    　たとえば窓のひとつが密かに出口になっていて、そこから外に出られるとか。


    　フロアタイルを横にずらすと、ドアが開く仕組みになっているとか。壁を押すとスイッチが現れるとか、そういうカラクリめいたものから。


    『中の人間が一定数まで減ったら出られる』という、デスゲームみたいなものまで、実に様々な条件があったりする可能性があるわけだ。最後の最悪のパターンだった場合にどうするか……今はまだ考えられないな。


    「貴方あなた、随分落ち着いて考えているのね。気付いているんでしょう？」


    　そして俺がそこまで考えていることを、冬ふゆ海みは小声で尋ねてきた。


    「何がだ……なんて誤ご魔ま化かしは通じないみたいだな。ああ、気付いてる。そして、多分。お前みたいな『記憶喪失の未来人』がいる段階で、この条件は『人』に関わるものだ」


    　だから他のみんなに聞かれないようにこちらも小声で返す。


    「理屈を尋ねていいかしら」


    「いかにも『上う手まく使え』と言わんばかりの人選だからな。この空間が人為的なものなら、なおさら冬海を『条件』として使用する前提で用意されたものだろうしな」


    「……貴方、そこまで解わかってて、それでも『物』を探させているのね」


    「最後の手段は最後にしたいだけだ」


    「……そう」


    　冬海の返事は冷たい。だが、さっきまでの警戒心はある程度は解けたようだ。


    　そして少しばかり『物』を探していると、不意に美み星ぜが手を挙げた。


    「なあ、春しゆん太た郎ろう、お姫様。その条件ってのは他にどんなものがあるんだ？　全員死ね、とかだったら流石さすがに困っちまうぜ？」


    　俺が敢あえて口にしなかったものを、美星はさらりと尋ねる。


    　ぴくっ、と冬海の眉まゆが動いたのが解った。


    「そうね、パターンのひとつにはそういう条件に近いものも、あることもあるみたい」


    「ひっ」


    　冬海の言葉に、静しず理りが小さな悲鳴を上げる。


    「あまりうちの妹を脅さないでくれないか、冬海」


    「脅しではないわ。場合によっては……生存者が一人だけになった場合に条件達成、という可能性もゼロではないという話よ」


    「全滅じゃないんだな？」


    　俺はその言葉の中に含まれていたものを確認した。


    「ええ。全員死ぬ、ということだけは有り得ないわ」


    　そして冬海はきっぱりと断言する。


    　つまり、絶対にひとりは残るというのはどんな場合においても最低限の条件なのか。


    　なるほど。徐々にこの時じ空くう歪わい曲きよく間かん隙げき場ばというものが何なのか見えてきた。


    「うはー！　しかし、なんでそんなパズルゲーとか推理ゲーみたいなことすんのかね？」


    　井いノの原はらがいい加減不ふ貞て腐くされて床に寝転がった。


    　そう、これはゲームのようなものだ。普通の方法では出られない空間に閉じ込めて、条件をクリアすれば外に出ることができるゲーム。


    　井いノの原はらの言葉でようやく把握できた。


    　これは遊びなのだ。そうでもなければ、絶対に出られるという保証付きで俺たちを閉じ込めたりなんてしないはずだ。


    　そして、そんなことができるのは。


    「ぱずるげー……？」


    　冬ふゆ海みに説明を求められるような顔で見られてしまった。多分、冬海の時代には俺たちの時代で言うゲームはないんだろう。娯楽があるとすれば……。


    「遊びとか、娯楽のことだよ。この時じ空くう歪わい曲きよく間かん隙げき場ばっていうのは、未来人たちにしてみると過去の人間を使った娯楽か何かなんだな？」


    　俺が尋ねると、冬海は「っ」と息を呑のみ、こめかみの辺りを押さえた。


    　そして、しかめっ面をしながら俺を見上げる。どうやら、今の言葉でもこいつの記憶を刺激できたようだ。……ただ、その刺激が頭痛っぽい辺りが申し訳ない気分になる。


    「どうやらそのようね。時空歪曲間隙場は未来人による、過去の人間を使った娯楽よ」


    「え、なんだよそれ！」


    　冬海の返事に井ノ原が声を荒らげた。


    「確かに、なんかアレだよな。漫画によくある、金持ちに捕まって貧乏人がやらされるゲームみたいな、そんな雰囲気あるよな、こいつ」


    　美み星ぜが言うと、白しろ峰みねさんや静しず理りが青ざめた顔をしていた。


    「そんな……」


    　静理が泣きそうな声で震え始めた。


    『時空歪曲間隙場』。


    　これはそんなにも悪意に満ちたものだったのか。いや、悪意ですらないのかもしれない。選んだ存在にしてみれば本当に退屈しのぎの娯楽でしかないのだろうから。


    「じゃあ、もしかして、冬海さんが作ったのか……!?」


    　井ノ原が震え声で尋ねるが、冬海は何も答えようとしない。


    　……ったく、不器用な女だな。


    　ここで何も言わないとそういうことになるだろうに。


    　自分が未来人だから、多少は疑われたりしても仕方ない……みたいな責任を感じていたりするんだろうか？


    　全く……思わず少し助け舟を出したくなる。


    「なあ、冬海。未来人はどうやってこの空間を作るんだ？」


    「……知ったような口をきくのね、貴方あなたって」


    　助け舟のつもりだったのに、思いっきり睨にらまれてしまった。


    「お前、自分がこの場を作ったことにして恨まれたほうが早い、って思ってただろ」


    「………………」


    　無言な辺り、図星だったらしい。


    　この場の恨みや憎しみみたいなものを未来人である自分に集めておけば。もしも最悪、『誰だれかを殺す』という条件だった場合にまず自分に仕向けようとした。


    　そこまで考えていなかったとしても、恨まれることでみんなを一致団結くらいまではしようとしたのかもしれない。本当に、不器用な女だ。


    「うっかり言ってただろ。未来干渉帯、とかなんとか。あの時はさっぱり意味が解わからなかったが、それってつまり『未来の干渉を受けている人』なんだろ？」


    「……そうよ」


    　ってことは……そうか。


    　てっきりこんな凄すごいことができるのは未来人だけだと思っていた。だけど、色々思い出した冬ふゆ海みは逆に俺たちを警戒した。


    「つまり、この時じ空くう歪わい曲きよく間かん隙げき場ばってのは……その未来干渉帯ってのが作るんだな、冬海」


    「……貴方あなたって……本当、面倒だわ」


    　冬海はぷいっと顔を逸そらしてしまった。その耳が赤くなっているのは、思っていたことを看破されたからだろうか。


    　確かに、女の子相手に理屈で攻め過ぎたかもしれない。反省しよう。


    「え、ってことは、どういう……？」


    「少なくとも冬海は犯人じゃないってことだ。そうなんだろ？」


    「……あなた本当に鬱うつ陶とうしいわね。確かに、この時空歪曲間隙場は未来干渉帯を通じて未来人が作り上げたものよ。私にはできないわ」


    　井いノの原はらはまだよく解わかっていないらしく首を傾げていたが、美み星ぜや静しず理りはどこかホッとしたように息を吐いていた。


    　──白しろ峰みねさんの場合、閉じ込められたのも白峰さんだけだった。つまり、未来干渉帯は彼女で、そこには自分だけが閉じ込められた。未来干渉帯というのは自覚がなくても時空歪曲間隙場を作ることができる……ということなのだろう。


    「なるほどな。だけどさ、春しゆん太た郎ろう。それだとこの中に『私らを閉じ込めている』奴がいて、そいつが白しらを切ってるってこともあるかもしれないんだろ？」


    　美星の言葉は俺が考えたものの口にしなかったことだ。


    　未来干渉帯が誰であれ、もしも未来人に操られて無自覚にこんなものを発生させるのであれば犯人捜しの必要なんてない。おそらく白峰さんの時は無自覚で自分を閉じ込めたのだろうから、そういうこともあるというのが解っている。


    　だが、わざと俺たちを閉じ込めた人物がいるとすれば、今後脱出方法を考える際に何らかの妨害だってしてくるかもしれないのだ。


    「まあ、もしも犯人っぽいのがいるとしたら、俺の未来魔術ハイ・エルダーで見抜いてやるからいいさ。なんせ俺は未来が見えるからな」


    　本当は『ちょっと先の未来』が見える程度だ。そして美み星ぜもそれは知っている。


    　だが、それを知らない『白しらを切っている犯人』がもしもいれば……とっくに『未来』の裏切りを知られていることになる以上、おいそれと行動はできなくなるはずだ。


    　それを知っている美星は何も言わずにニヤリと笑うだけで、静しず理りは心配そうな顔のまま俺を見つめているだけだった。


    「おいおい、春しゆん太た郎ろうって未来見たりできるのかよ！」


    　井いノの原はらが思いっきりビックリしている。こいつは普通なら信じられないことをあっさり信じてくれたようだ。状況が既に常識では測れないような事態だからだろうか。


    「秘密にしてくれよ。ここから出るために必要だから明かしたんだからな」


    「あ、ああ……解わかった！」


    　あっさり信じてくれる井ノ原が犯人だったら、物もの凄すごい演技力だ。だが、犯人くらいになるとあれくらいできないといけないのかもしれないが。


    「兄さん……」


    　そして静理は心配そうに俺を見ていた。


    　……ハッタリをきかせて、冬ふゆ海みが狙ねらわれない対象にした以上……もしも『何かを仕掛けられる』としたら対象は俺になったはずだ。


    「大丈夫だ、静理。俺は未来が見えるんだからな」


    　だから俺は恐怖心は必死に隠して、笑って静理の頭を撫なでてやった。


    「うん……危ないことはしないでね。信じてるから」


    　やや頰ほおを染めて頷うなずく。静理や美み星ぜのような、絶対的に信用してくれる人がここにいてくれたというのは大きい利点だったな。おかげで取り乱したり、怖がったり、うろたえたりせずになんとか頑張ることができている。


    「未来が見える未来魔術ハイ・エルダー……そんなものがあるから、この時代の人間のくせに落ち着いていられるのね」


    　冬海が、更に痛そうな顔で尋ねてきた。


    　こめかみに手を当てて、その綺き麗れいな瞳ひとみが細められている。


    「あ、ああ。っていうか、大丈夫か？」


    「正直、記憶が刺激されると痛いけど……貴方あなたといれば記憶が刺激されるのは、悪くないということだから問題ないわ」


    「そうか。でも、無理するなよ？　冬海に倒れられても困る」


    「あ、あの、頭痛薬ならあるよ……」


    　静しず理りが自分の鞄かばんの中から、小さなピルケースと水筒を取り出す。


    　冬ふゆ海みは怪け訝げんそうな顔をしたものの、泣きそうな静理を見て毒気を抜かれたのか。


    「……そうね、ありがとう。いただくわ」


    　と、蓋ふたになっているコップを受け取り、水を注いで貰もらって薬を飲んでいた。未来人にも今の時代の薬って通じるんだろうか？　なんて思いながらなんとなく眺める。


    　しかし、落ち着いているのは無理矢理だ。俺の見える未来なんて『ちょっと先』くらいなもの。それこそ、役に立つかどうか解らない瀬戸際だ。


    　だが、それを知らない人にしてみれば──未来が見える俺が落ち着いている。


    　それだけで希望になれるはず。


    　だからこそ、俺は堂々とし続けるしかなかった。


    　──目の前に妹がいる。


    　ならば、格好いい素敵な兄で在り続けなければならないのは、いつだってそうだ。


    「兄さん……」


    　そんな俺の気持ちを知ってか知らずか、静理はやっぱり心配そうに見上げてきた。


    　その、どうしても視線が合うことのない目を見て。


    　……不意に気付く。


    　何か……なんとかできないだろうか。たとえば、俺たちの持っている未来魔術ハイ・エルダーで。


    　せっかく、こうして未来の知識を持っている人物と出会えたのだから、これが何かのきっかけになって目が治るようにもしてやりたい。その可能性にもなんとか繋つなげたい。そこまで考えてから、ひとつだけ手段が浮かんだ。


    「なあ、冬海」


    「何かしら」


    　多少はましになったのか、それとも安静にしようとしているのか。冬海は机にもたれかかりながら、気け怠だるげな返事をよこす。


    「冬海は多分、この時じ空くう歪わい曲きよく間かん隙げき場ばのゲームって好きじゃなかったと思うんだ」


    　嗜し好こう関係は思い出せる記憶ではない。それが解わかっていて敢あえて言ってみる。


    「……どうかしら。あまり覚えてないわ」


    「少なくとも、今不機嫌なのを見れば解る範囲だな。身についた習慣っていうのは冬海の記憶喪失ではなくならないタイプのものだ」


    「…………」


    　自分の状態。つまり、たまにイライラしたり刺とげ々とげしい態度をとっている、ということに気付いたのだろう。冬海は納得したように目を一度だけ伏せて。


    「そうね。この中にいる状況が不快というよりも……私はどうやら、過去干渉そのものに嫌悪を抱いていた、そんな気がするわ」


    　ひとつひとつ、ゆっくりとだが『冬ふゆ海み自身』にも近付いているようだ。


    　記憶喪失の未来人。たまに未来の記憶が刺激されてとんでもないことを言い出す少女。


    　だけど、その本当の姿というのがこうして見え始めるのは少し面白く思える。


    「それで。私にそれを気付かせてどうしたいの」


    　見上げる視線にあるのは、嫌悪や警戒ではなく僅わずかな興味になっていた。


    　ようやく、こいつの中でも俺を多少認めてくれつつあるらしい。


    「協力して欲しいんだ」


    「内容によるわ」


    　結局、不機嫌だろうと警戒されていようと素だろうと、ドライなのは変わらない。それが解わかるとついつい笑いそうになってしまった。


    「ここを出る手伝いだよ。俺が言うことができるのかどうかお前の知識が欲しい。もし知識になかったら、直感で判断してくれて構わない。いけそうかどうか、ってな」


    「何をするつもり？」


    「さっき言っただろ、俺と静しず理りの未来魔術ハイ・エルダーだよ。それを使えば、多少はズルができるんじゃないかと思ってな」


    　パチクリ、と目を瞬しばたたかせる冬海。こういう驚いた顔をしていると、途端に年相応の可愛かわいさになるなこいつ。なんて思わず見とれそうになってしまう。


    「え、私もなの、兄さん？」


    「ああ。もしかしたら怖い目に遭うかもしれないけど、できそうか静理？」


    　本当は巻き込みたくなかったんだが。


    「うんっ。やっと兄さんの役に立てるねっ！」


    　とても嬉うれしそうに、満面の笑みで俺の袖そでをぎゅっと握ってくれた。


    　静理の不安の原因のひとつは、俺にばっかり頼り切っていることだったらしい。


    「妹さんの超色覚も……？　だけど、あれはそんなに便利なものでは……いえ、そうね。使い方によっては、確かに……」


    　そして、考え込むように顎あごに手を当てる。


    「更にそれを使って、俺もその先の未来を見てみる」


    　俺が告げると、冬海はしげしげと見上げてきた。


    「勝算はあるの？」


    「割りと、な」


    　その言葉を信じたのか信じていないのかは解らないが。


    「はぁ……解ったわ」


    　協力は取り付けたようなので俺も安心した。


    「よし、静しず理り。まずはここに座ってくれ」


    「ん？　解わかった」


    　そのまま俺の席に座らせると、静理はお行儀よく座る。


    　外見はちゃんとしていたい。その意識が強い妹は姿勢から立ち振る舞いまで、とてもちゃんとしていた。正に自慢の妹だ。


    「さっき、『全部の色が真っ白』って言ってたよな」


    「うん、だから歩きづらくて……話を聞いている限りだと、ここって兄さんの教室の中のままなんだよね？」


    　そうか、静理からするとその時点から解らないものなんだな。


    「ああ。ここが教室の中だとして……もう一度、じっくりぐるっと見回してみて欲しい。ちなみに前があっちな。何か、違う色がある場所とか。もしくは『人』とかがあったら、些さ細さいなものでいいから教えておくれ」


    「あ、それはね……」


    　静理はそのまま真まっ直すぐに指差した。その人差し指は前方の教室のドアを示している。


    「あの辺りと……」


    　そして、その指を横にスッとスライドさせると、今度は後方の教室のドアを示した。


    「あの辺りは、ちょっとだけ色が違うかな。最初のほうが、昔兄さんと見た時みたいな銀色というか七色というか、えーと。ＣＤの裏側みたいな白で。後のほうがくすんだ灰色みたいな白。あ、それとね……」


    　そのまま静理は、ぴっ、と俺の右手を示した。


    「兄さんの手がいつも以上に自己主張して強い色になってる」


    「お、ほんとか？」


    「うん。さっきから撫なでて貰もらったりすると、ちょっとぽかぽかして温かったよ」


    　つまり、俺の右手はこの空間の中でずっと何らかの力を使っていたということなのか。


    　それで不用心に静理に触れまくっていたというのは恐ろしい気分だが、やりたいと思っていたことが確信に近付いた気もした。


    「冬ふゆ海み、ここからが質問だ。超色覚で変化があった場所が出口の可能性はあるか？」


    　冬海は考え込むように俯うつむいて、そして顔を上げた。


    「それだけでは何とも言えないけど。あなたの未来魔術ハイ・エルダーを使えばまた話が違うかも知れないわね……」


    「そういうことなら、だなっ」


    「ただドアは『ふたつある』というのが気になるわ。そこは気をつけなさい」


    　……まさか、冬海から心配されるとは。


    　それだけで軽く感動してしまう辺り、ずーっとツンツンされ続けたが故ゆえか、飴あめと鞭むちの使い分けの巧みさを知った。


    「それにしても貴方あなたみたいな人が、時空観測なんて未来魔術ハイ・エルダーを持っていたのね。もし人に知られるのが心配なら、あまり気にしなくていいわ。未来干渉帯でない人間はこの中での記憶は希薄になっていくもの」


    　観測と言われると、その格好いい響きにたじろいでしまった。


    　まさか今朝はそれで妹の着替えを見たとか言えない。


    「そうなのか……だから、なんだな」


    「何がよ？」


    「いや、不思議な事件を追っても情報が集まらないのはどうしてだろうと思ってたんだ」


    　だから『未フ来イ型ラ不デ可ル能フ事イ件ア』はデータが少ないのか。当事者たちの記憶に残りづらいのであれば、調べるほうも難しくなる。


    「他に変化がありそうな部分はないのね、妹さん」


    「あ、うん……静しず理りです、冬ふゆ海みさん」


    「そう。その超色覚はもうあんまり使わなくていいわ。ありがとう、静理さん」


    　冬海の声が心なしか優しくなると、静理の目をその白い手が包んだ。


    「わっ……温かい……」


    「貴女あなたが見ようとしたのは人間の脳では許容できない可能性のあったものだから」


    「そ、そうなんだ……」


    　冬海の伸ばした手が静理を癒いやしている、そんな印象だ。あいつにもあんな優しい声が出せたんだな。そんな驚きと共に、まずは美み星ぜのいる後ろのドアに向かう。


    「待ちなさい」


    　ぐいっ。


    「うぐおっ」


    　思いっきり後ろから制服を引っ張られ、パランスを崩して転びそうになる。


    「わっ、兄さん」


    　静理のいる机に倒れそうになったので、慌てて体を無理矢理反転させて冬海の机にしがみついた。目の前に、制服を思いっきり引っ張った女の顔がある。


    「な、何をするんだっ」


    　流石さすがに妹に危害が及びそうだったので声も荒くなった。


    「私も行くわ。まだ貴方を見極めてないもの」


    　間近な美少女顔が平然と告げてくる。こんなに綺き麗れいな顔してるのに、俺への気遣いはあの一瞬だけだったな、ほんと。


    「兄さん、私も行くね」


    　くいっ。こっちは、本当に楚そ々そとしたソフトな引っ張り心ごこ地ちだった。


    　優しさと気遣いの塊がそこにある。


    「静しず理りは本当に結婚したくなるな……」


    「え、だから兄さんとはダメだってば……」


    　やっぱり即答で否定されて内心ダメージを受けつつ。


    　ちらっ、と井いノの原はらのほうを見た。


    「あー……なんかよく解わからんけど。まあいいや。親友に任せるのがいい男だよな！」


    　井ノ原は適当なことを言いつつ、投げやりになっていた。まあ、あいつがそれでいいならいいか。白しろ峰みねさんも静理に何かあった時のためにすぐそばに立ってくれている。


    「ってなわけだ美み星ぜ、出られるかもしれないぞ」


    　とりあえず後ろのドアに近付いた所で伝えておいた。


    「ああ、春しゆん太た郎ろうならやってくれるって信じてたよ」


    「お前はほんと嬉うれしいこと言ってくれるよなあ」


    「惚ほれてお嫁さんにしてくれてもいいんだぜ？」


    　腰に手を当てて『ふふん』と笑っているこいつは、こんな状況でも言っていることがまるでぶれない。でも、どうしても幼妻にしか見えないからなあ、などと思う。


    「静理が言ってたけど、恋人とか夫婦ってのは別れる可能性があるから嫌なんだと」


    　すぐ後ろについて来ている静理が「あっ」みたいに恥ずかしそうに声をあげた。


    「なるほど。じゃあバツイチ、バツ二くらいまで私と経験してみるのも手じゃないか？　通常できない結婚式が二回三回と楽しめて、ご祝儀もがっぽりだし」


    「二回目以降、同じ人と結婚しても、仲間内は誰だれもご祝儀くれなさそうだなあ」


    「なんか不潔だよ、兄さんに美星ちゃん……」


    　妹にたしなめられて笑い合う俺たち。そんな軽口が交わせるのが嬉しくて仕方ない。


    「さて、それじゃ……美星、一緒に開けてくれないか？」


    「初めての共同作業ってヤツかい？」


    「俺が見えるのは自分以外の未来だけだからだよ」


    　未来を見た時に映し出されるイメージは『対象』を必要としている。だが、それに自分自身を選ぶことはできない。だとしたら、その映像を『見て』いるのは誰なのか。


    　それこそ、その場に俺がいないものでさえ見えているのだから『俺が未来に見るもの』というわけではないはずだ。


    　さっきの冬ふゆ海みの言葉を借りれば『観測者』になるということなのかもしれない。


    　つまり、そこに俺自身がいる、いないは関係なく。


    　その『対象』の『可能性』を『観測』するのだ。


    「んじゃ、ドアに手をかければいいんか？」


    「ああ。それじゃやってみようか」


    　美み星ぜと一緒にドアに左手をかけて。


    「さあ『未来の右手』……俺に『ちょっと先の未来』を……見せてくれ」


    　そう口にしてみる。


    　やがて、手を当てた箇所から熱が頭の奥底へと伝達していく。


    　そのまま、目の奥に白黒の世界が静かに広がっていくイメージに集中した。


    



    　無事に開くドア。廊下で笑っている美星。


    　安心した顔で廊下に大の字になっている井いノの原はら。


    　廊下には他の生徒たちがいて、不思議そうにそれを見ている……。


    



    　そんなイメージを見終えた俺は、ふぅ、と一息ついてから目を開けた。


    「どうやら、ここで問題ないっぽい。一緒に開けたら出られるみたいだ」


    「マジか！　やったなあ！」


    　美星は大喜びして無邪気に抱き着いてきた。


    「あっ！」


    　静しず理りが叫ぶが時既に遅く、小柄な美星の腕が俺の腰辺りにぎゅっと回される。


    「ふふーん、しずりんも一緒に抱きついていいんだぜ？」


    「そ、そういうのは……違うもの……」


    　妹が嫉しつ妬としているのか、それとも困っているのか、そんな微妙な声で弱々しく答える。


    　何にせよ、どうやら条件は見つけたようだ。


    「そろそろ説明してくれる？」


    　冬ふゆ海みはそんな女子たちをまるで無視して尋ねた。


    「いや、静理の目ならあの空間でもおかしなところを見つけることができると思っただけだ。今朝だって冬海のことに感付いていたしな。何もしないよりはマシ、程度だよ」


    「なるほど……ね。その想定は、悔しいけど正解な気がするわ。貴方あなたの妹に色を見られた瞬間に始まったものだもの」


    　冬海の感心したような視線と声音は、気分の良くなるものだった。あれだけ警戒されたり嫌われたりした態度だったおかげで、認められた時の嬉うれしさというのは何倍にも跳ね上がるものだと理解する。


    　とはいえ、これは……。


    「それにしたって──ピンポイント過ぎる条件ね」


    　冬海が冷たく言い放つ。そう、この条件はあまりにも俺を狙ねらい撃ちし過ぎていた。


    　もしも俺が犯人だったら、俺の裁量だけでいつ出るのか決めることすらできる。


    　たとえば、今見た未来を誰だれにも言わず……みんなが疲れて寝静まった頃ころに、限定人数だけ外に出すことだって可能なのだ。


    「貴方あなたに都合が良過ぎるのが気になるわ。これは貴方に選択させるタイプのものね」


    「むしろ俺だけを狙ねらい撃ちということか」


    　誰だれがどんな理由でこの時じ空くう歪わい曲きよく間かん隙げき場ばを作ったのかは解わからないままだ。だが、確かに俺が出口の未来を見なければ外に出られないなんて明らかにおかしい。


    「もうひとつのほうはどうするの？」


    　このまま外に出れば、問題なく脱出できることも解った。だが、まるで誘うかのような輝きを持っていた前方のドアは確かに怪しい。どちらかが偽物で、致命的なトラップだったりした場合には有効だが。今回の条件が『俺がその先の未来を見たらドアが開くようになる』だとすれば、トラップであっても意味をなさない。


    　静しず理りが見た『色』に意味があるのだとすれば……聞く限りだと、それは冬ふゆ海みのそれとか。未来の色に近い印象だったな。


    「冬海、来てくれ」


    「……仕方ないわね」


    　だから冬海だけを連れて、前方のドアへと向かう。


    「あっ……」


    　不安そうな声を上げる静理には笑顔で「大丈夫」と声をかけ、そのままふたりだけで前方のドアの前までやってきた。


    　俺はそのまま、冬海と顔を見合わせる。


    「俺はこれから、冬海と一緒にこのドアから外に出る、という認識でいいな？」


    「それでいいわ」


    　……なんか、こいつが従順だと変に意識してドキドキしそうになる。


    　そういう意味では俺も冬海に慣れてきたのかもしれない。


    　──俺と冬海がこのドアを開けたら未来はどうなるのか。


    　そう考えながら、目を閉じる。


    「さあ『未来の右手』……俺に『ちょっと先の未来』を……見せてくれ」


    　そう告げて意識を集中した時。


    　ズキン!!


    　凄すさまじい頭痛と共に、ガツンと頭を殴なぐられたかのような衝撃が走った。


    「っぐ!?」


    『未来』なんてものは、普通の人間には見ることができない。だから俺は以前に自分がどれくらい先の未来を見ることができるのかを試してみたことがある。


    　あの時、もっと未来、もっと先の未来を見ようとしたら、ものすごい頭痛と発熱に襲われた。おそらく人間の脳には不可能なことを無理にしようとした代償だったのだろう。


    　つまり、脳への負荷の度合いというものは……より『有り得ないもの』を見た場合に大きくのしかかるのかもしれない、そう経験から判断している。


    　そして、今……俺が見たものは。


    『無』。


    　その先には『何もなかった』。普通は何もない時の表現として『闇やみ』とか『暗黒』なんて表現を使うが、そんな生なま易やさしいものじゃ表せない。


    　このドアの先には『未来』が『ない』。


    　そういった色や形、言葉では何ひとつ形容できないくらいに何もなかったのだ。


    　俺がいるとか。冬ふゆ海みがいるとか。風景が広がっているとか。


    　そういう当たり前の情報は一切存在しない。


    　そこに進めば生き残るとか死ぬとか、別世界に飛ぶとか留とどまるとか。


    　そういうものすらも何もかも関係がない。


    　とにかく、ここから先には何も存在していないのだ。


    「う、うああああああああっ！」


    　俺は叫んでいた。手を額から離し、床に転び、尻もちをついてしまう。


    「ど、どうしたの」


    　冬海が心配した顔で倒れた俺を覗のぞきこんできた。


    　そんな珍しさに軽口をきくような余裕は全くない。


    　今見たもの、感じたものが俺の中でぐるぐるに渦巻いている！


    「この先……この扉の先の未来には、何もない……！」


    　痛む頭。更に痛む目。まるで見てはいけないものを見た代償であるかのようにズキズキと激痛を与えてくるその部分を押さえながら、冬海に縋すがるように告げた。


    「この先には、何も、ないんだっ」


    　上う手まく言葉にならない。何をどう言えば通じるのかも解わからない。


    　ただ、危険であること。見てはいけないものがあったことを、なんとか伝えたい。


    　だが、どうしても声を上手く出すことができない。今見たものを……いや『見えなかった』ものを伝えようとすればするほど、頭の中が混乱していってしまう。


    　何かを見たなら、見たものを伝えればいい。だけど、何もないものを伝えるなんて。


    　そんなものは、ないものを証明しなければいけない、悪魔の証明と一緒じゃないか。


    「う、あああっ」


    　だから声はどうしても言葉にならないまま。ただ、うめき声のようにこぼれてしまう。


    「……そう、なのね」


    　そんな中で、冬海の声だけがクリアに耳から入ってきた。


    　こいつの未来を見たからなのか、それとも鋭い声だからなのか。


    　そのため息交じりの声に心ここ地ちよさすら感じる。


    「冬ふゆ海み……」


    「……もう見なくていいから。説明しなくていいから。落ち着いてくれていいわ」


    　その声が珍しく心配するような、優しい口調になっていた。


    　だが、それに対して今の俺は感謝を示すような余裕も持てない。


    　体調の悪化もそうだが、何よりも今見た未来のせいで恐慌状態に陥おちいっている。


    　ガクガクと震える肩や足のせいで、今の自分がどうなっているのかもよく解らない。


    　正に前後不覚。こんなにも恐怖に包まれた経験は、生まれて初めてだった。


    「……こんな、何もない、未来が、あるなんて……」


    　同じことを繰り返し呟つぶやいてしまう。もう、冬海の前で格好付けるとか。静しず理りの頼りになる兄を演じるとか。美み星ぜのいい友人でいられるよう余裕を持つとか。


    　そういうことは一切考えられなくなっていた。


    　こんな状態の俺は美星も静理も初めてだったはずだ。後ろのほうのドア付近で、どうしていいのか解わからずにいる気配だけがある。


    　だが、冬海はそんな俺の前にしゃがみ込むと、右手を伸ばしてきた。


    「うん、解ったわ。だから落ち着いて、ね」


    　ひやり。その手が左の頰ほおに触れる。


    　頰に当たったその感触はとても冷たくて。だと言うのに、その内側の熱さ……人の生きている温ぬくもりのようなものを感じる。俺の熱がそのまま冬海の手に流れて、冬海の冷静さが俺に流れてくるかのような。そんなイメージが頭の中に浮かんだ。


    「貴方あなたが落ち着いてくれないと、文句も言えないじゃない」


    　不満そうな口調に顔を上げて見ると、口を尖とがらせてすねたような表情だった。


    　その手の柔らかさが、同時に冬海の根っこにある優しさのようにも感じられる。


    　それが段々と、頭の痛みを和やわらげてくれた。


    「あ……ああ……そう、だな」


    「そうよ」


    　ようやく、なんとか会話できるくらいには落ち着いてきた。


    　頭の中に無理矢理暗黒を叩たたきつけられ、しかも植え付けられたみたいな気分になっていたが、今は冬海の手のおかげでその感覚も薄くなっている。


    　それにしても……こんなことは初めてだ。いったい、あれはなんだったんだ？


    「もう平気？」


    「ん、助かったよ」


    「ふう……貴方はこの時代の人なのね。そうでなかったらとんだ役者だわ」


    　非難がましい言葉だったが、それに反して俺の頰を撫なでる手は優しかった。


    　まるで患者を気遣う看護師みたいに、今はとても面倒見がいいように聞こえる。


    「……すまない。もう、割りと大丈夫だ」


    「割りとってどれくらいなのかしら」


    「少なくとも、嫌々触って貰もらわなくても平気なくらいに、だな」


    「そうね。なら嬉うれしいわ」


    　俺の返事を受けて、冬ふゆ海みは手を離して立ち上がった。


    　確認するまで手を離さないでいてくれた辺り、やっぱりこいつはいい奴やつだと思う。


    　どこか照れたように顔を背ける冬海の態度に、ようやく微笑ほほえむだけの力が戻ってきた。


    「ふうぅ……」


    　いきなりの恐怖。それのせいでかなり取り乱したが、ようやく深呼吸ができた。


    「兄さん、もう平気……？」


    　そして、もう近付いて平気と判断したのか、白しろ峰みねさんに支えられながらやってきた静しず理りは、そのまま抱きついてくる。ああ、妹にもかなり心配かけてしまったな。今更になってドッと後悔と反省が襲ってくる。


    「なんか、さっきと違ってヤバいモンでも見たみたいだな？」


    　それに続いてやってきて、目の前にちょこんと座って覗のぞきこんでくる美み星ぜ。口調はこんななのに、心配している顔はなんだか愛らしかった。こいつとなら結婚してもいいかもな、なんて思えるくらいには回復してきたようだ。


    「……もう落ち着いて話せるの？」


    　ドアを睨にらむように見ている冬海が尋ねてくる。


    「ああ。その『ドアの先』……そこには……冬海の未来が、全く見えない……いや、そればかりか、その先には風景も何も広がっていなかった。世界が何も存在していなかった。こんなのは初めてだったよ」


    　俺の声はまだ少し震えていた。思い出そうとするだけで、自分そのものも『なくなってしまう』錯覚に囚とらわれる。あの『無』が再び自分を侵食してくるような嫌悪感が激しい。


    「世界が存在しないなんてあるのかしら。少なくとも、時じ空くう歪わい曲きよく間かん隙げき場ばから出れば元の世界に戻るはずなのだけど」


    「冬海の、未来の知識でもこんなのはないんだな？」


    「ええ、そうみたいね。出口の先に『何もない』なんて知識はない。つまり、それは私が知らない知識なのか……それとも、私のいた未来でさえ観測されていない、解明されていない超常現象かもしれないわ」


    「そう、なんだな」


    　冬海の知識にすら存在していない。つまり、未来の知識でも『その先に何もない世界がある』というのはおかしいことなのか。それがどういう意味を持つのかまでは解わからない。


    　いずれにせよ、ひどく危険であることは確かだろう。行けば、俺たちは全員消滅してしまうのかもしれない。──あの『無』と同化してしまうことによって。


    「ふぅ……そんなに危険ならこのドアは放棄しましょう」


    　冬ふゆ海みはさっさとドアに背を向けて、後ろのドアに向かって歩き出した。


    「そうだな。春しゆん太た郎ろう、立てるか？」


    「兄さん、たまには私が支えるから……」


    「あー……いや、フラフラしてるけど、机と壁に手をつけば立って歩くくらいはいける。むしろ美み星ぜと静しず理りじゃ身長が合わないよ。申し出は嬉うれしいけどな」


    　小さい女の子ふたりの心配が嬉しかったから、ようやく笑ってそう返した。


    　ぐいっ。


    　その時、俺の体が力強く持ち上げられて支えられる。


    「なんか頑張ったんだろ？　よく解わからんことだらけだが、それだけ伝わったぜ相棒」


    「井いノの原はら……」


    　こういう時、美お味いしく現れたこいつに友情を感じた。


    「それに、今お前を支えればみぜっちと静理ちゃんの好感度も上がるとみた」


    「あー、うん。お前はそういうヤツだよ」


    　そして感じた友情がいつもの腐れ縁になってくれる。だが、そのおかげで安心してこいつに体重を預けられた。


    「静理さん、顔色が良くありませんよ」


    「ん……大丈夫。ありがと、白しろ峰みねさん」


    　そういえば静理も未来魔術ハイ・エルダーを使って、この世のものではない光を見たんだった。


    　あの時も冬海が触って癒いやしてたな。未来にはハンドヒーリングか何かの知識でもあるのかもしれない。そんなことを思いながら、全員で後ろのドアの前に立った。


    　そして冬海と美星が俺の前に進み出てくる。


    「貴方あなたをさっさと保健室に放り込んだほうがいいとみたわ」


    「だな。さっき上う手まくいく未来が見えた通り、私とこいつを開ける、でいいよな？」


    「ああ。こんな場所からさっさとおさらばしよう」


    　結局、誰だれが未来干渉帯だったのかは解らなかった。だが、少なくとも……俺たち兄きよう妹だいか冬海、もしくは両方に何かを仕掛けているヤツというのは確定のようだ。それがこの中の誰に干渉している。どんな未来人なのかも解らないし、その意図も不明だが。


    「一応、念のためもう一回……『ちょっと先の未来』を見てみる」


    　俺が言うと、冬海の眉まゆが困ったように下がった。


    　こいつでもこんなに心配してくれる顔をするんだな、なんて意外に思う。


    「……そうね。必要な手順かもしれないし。さっきので条件が変更されていた場合、こちらでも同じものになっている場合もあるものね……」


    　同じもの。そう聞くと心底寒気がした。なんというか、俺はもうこの教室の前のドアは使えないんじゃないか。そんな気すらしてくる。


    　だけど。


    「ま、もしそうだったら。またお前の手で癒やしてくれ、冬ふゆ海み」


    「……考えておいてあげるわ」


    　こいつの警戒心も少しは減ってくれたのかな？　なんて嬉うれしく思いつつ。


    　俺は自分の右手を額に持ってきた。


    「兄さん……」


    「これが終わったら、さっさと保健室で寝ような、静しず理り。添い寝でもいいぞ」


    「え、それは……ちょっと……恥ずかしいよ……」


    　む。『それは嫌だよ』ではない分、ちょっと脈ありだな。


    　これはもう少し押せばなんとかなるかもしれないぞ。


    　などと無理矢理前向きな気持ちを作って、そのまま未来を見る時の言葉を口にする。


    「さあ『未来の右手』……俺に『ちょっと先の未来』を……見せてくれ」


    　そのまま目を閉じると……。


    　痛みは特に感じないまま、いつものように灰色の景色が脳内に流れ込んできた。


    



    　廊下に出て、安心した顔をしている美み星ぜ。大の字になって安心して笑っている井いノの原はら。


    　冬海が窓の外を見て腕を組んで立っている。


    　その外の景色にはちゃんと『空』が広がっていた。


    　そんなこいつらを見て、廊下にいる生徒たちが不思議そうに見ている。


    



    「よし、大丈夫そうだ」


    　俺がそう告げると、美星はホッとしてドアに手をかけた。


    「そんじゃ、夫婦の共同作業といこうぜ」


    「もうそのネタはいいだろ」


    　なんて軽く笑いながら返すと、みんなも安心したように少し笑う。


    　井ノ原にしてみれば俺が未来を見られるなんて半信半疑に違いない。


    　だけど、今は『これで外に出られる』という、その可能性が嬉しいのだろう。


    『せーのっ』


    　ガラリッ。


    　さっきまでの抵抗が噓うそだったかのように、ドアはごく普通の手触りで開いた。


    　途端。一気に生徒たちの喧騒が耳に流れてくる。


    「うわっ」


    　みんなも同じように感じたのか、耳を押さえたりしかめっ面をしていた。


    　だが、そこにあるのがいつもの風景であることに気付いた瞬間。


    「ふはー、ただいまだなー！」


    　美み星ぜが廊下に出て、早速笑っていた。


    「やったー！」


    　井いノの原はらも俺を放り出して飛び出すと、そのまま廊下に大の字になって寝る。


    　俺は廊下の窓の外が青空であることを確認したり、生徒たちやブラスバンド部の練習の音が聞こえるこの世界の音を堪能した。


    「時じ空くう歪わい曲きよく間かん隙げき場ばを無事に出られたようね」


    　廊下の窓から外を見ながら、そう告げる冬ふゆ海み。


    「じくうわい……なんだっけ、それ？」


    　井ノ原が早速忘れていた。うん、こいつは何も怪しくなかったようだ。


    「……物もの凄すごいスピードで消えるもんなんだな、記憶って」


    　感心するように美星が呟つぶやいた。寝転がっている井ノ原からスカートの中身が見えないように巧みに位置をずらしている。どうやら美星はまだ覚えている側のようだ。


    「ま、こういうことなら私もどれくらい覚えてられるか解わからんけど、このまま部活行ってくるよ。なんかあったら電話しておくれ」


    「おう。美星もありがとな。かなり助かった」


    「お礼に、まずは恋人にしてくれてもいいんだぜい？」


    「恋人ってのは『まずは』するもんじゃないだろ。部活頑張ってこいよ」


    　笑顔の美星を見送って、俺は、『はぁぁぁ』と深いため息を吐ついた。


    　さっきの世界……『無』を思い出して冬海に近寄る。


    「なあ、冬海」


    「何？」


    「俺は……何を見てしまったんだろう……」


    「何もない世界を見たと言っていたわね。もしかしたらそこには、もっと別の意味もあったのかもしれないわね」


    「もっと別の意味？」


    「観測する未来魔術ハイ・エルダーでも観測できない世界。そこは未来人でさえ立ち入れないはずの世界だもの。何かの意味があったのかもしれないわ」


    　……そうは言われても、もう二度とあんなものは見たくないし。行きたくもない。


    「その代償に貴方あなたが消えるくらいのことはあるかもしれないわね？」


    「どっち道ごめんだな」


    　俺が苦笑いすると、冬ふゆ海みはいつもよりも静かな息を吐いた。


    　微笑ほほえんだ、のかもしれない。


    「はぁ……」


    　それにしても体が重い。早いところ保健室に向かおう。


    　俺はフラフラと歩き始める。


    「……転ばないでよね。面倒だから」


    「ああ、気をつけるよ」


    　そう冬海に返してから。


    「それじゃ、行くぞ静しず理り」


    　振り向いてみると。


    　そこには。


    「あの……」


    　ひどく混乱した顔の白しろ峰みねさんがいるだけだった。


    「あれ、白峰さん。静理は？」


    「それが、その……一緒に、手を繋つないでいたはずなんですが……」


    　はずなんですが。


    　それはつまり。まさか。


    「いや、ちょっと待ってくださいよ。え、どういう……？」


    　ダメだ。頭の中が混乱して何も考えられない。


    　ひとつの可能性。それを示しているのに、考えることを心が拒否している。


    「………………」


    　そして、冬海は何も言わない。だから、俺も尋ねなかった。──尋ねられなかった。


    　何な故ぜか、冬海に尋ねてしまったら……決定的な事実を突き付けられるような、そんな気がしたからだ。


    「て、手洗いかもしれませんね！　さっきまで閉じ込められていたわけですし！」


    「そ、そうなんでしょうか……」


    　白峰さんは年上のくせにメンタルが弱いのか、もう泣きそうになっている。


    　俺は泣きそうになる気持ちを認められない。認めるわけにはいかないからだ。


    　そういえば、静理とは昼に電話したはずだ。どこかに行ったなら、かけてみればいいだろう。そう思って電話を早速かけてみようとスマートフォンを取り出し、発着信履歴を見てみると……そこには、静理の名前がなくなっていた。そのまま、震える手で電話帳を開く。だが、そこからも……静理の名前は消えてしまっていた。


    　──途端に。更に嫌な予感と寒気が背中を走る。


    「どういうことだ……？」


    　俺はすぐに冬ふゆ海みを見て。いや、なんでもかんでも冬海に関連付けるのはおかしいと思い直し。そのまま、……とりあえず美み星ぜに電話することにした。


    　俺の電話から、静しず理りの連絡先が消えてしまっただけかもしれない。


    　だったら、美星からかけて貰もらったり、教えて貰えばいい。そう思ったからだ。


    　今は部活に向かっているはずだが、さっき『なんかあったら電話しておくれ』って言ってたしな。早速頼らせて貰おう。


    　プルルルル。


    『ほいほーい？　春しゆん太た郎ろうのお耳の恋人だぞー』


    　ワンコールで出て、そんなおふざけを入れてきた。


    「あ、ああ美星。ちょっといいか？」


    『部活中だけど、お前さんの電話だけは優先的にとることにしてるんだよ』


    　あいつがそんなことを言うと、電話向こうの女子たちが『きゃーっ』と騒いでいるのが聞こえた。なるほど、そういう弄いじり方をするためにすぐ電話に出るのかこいつは。


    　まあ、だけど今はそこに抗議している場合ではない。


    「なあ、静理のことなんだが」


    『ん？』


    「あー、いや。シスコンなのは解わかるんだけど今はからかわないでくれ。妹の静理の連絡先が何な故ぜかスマートフォンから消えちまってさ。電話番号なんて覚えてないから、美み星ぜに教えて貰もらおうと思って」
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    　俺はなるべく焦らないように、だけど少し早口になってしまいながら話す。


    『んー……』


    　美星はどこか悩むように唸うなっていた。


    「美星？」


    『あ、ああ、いや、すまない春しゆん太た郎ろう。その、しずりっていうのが春太郎の妹設定の何かで、私にそれの何かを求めてるってのは解わかるんだけど、どうリアクション返したほうがいいのか、さっぱり解らなくて』


    　その言葉で、俺の背中を更なる悪寒が走った。


    「いやいやいや、静しず理りだよ静理！　俺の妹の果は瀬せ静理、一年生っ！　お前もしょっちゅう話したり遊んだりしてたし、さっきまで一緒にいたろ!?」


    『あああ、ストップ、ストップだ春太郎。落ち着いて落ち着いて』


    「いや、だからっ！」


    『さっきの件は、うん。まだ覚えてる。私には才能があるのかもしれないな。だから、それはＯＫだ。だけど、えーと……妹さん？　に関してはちょっとな……もしかしたらだけど、私と誰だれかを勘違いしたりしてないか？　私は、確かに小学校時代から春太郎の友達だけど、えーと……妹がいたなんて……聞いたことあったっけ？』


    　その返事に、俺の目の前は真っ暗になった。


    　そのまま廊下に膝ひざをついてしまう。


    『い、一応、その、しずり、っていう子がいたかどうかだけちゃんと思い出してみるよ。ほら、不思議なあれそれで記憶が希薄になるとか、あれの影響かもしれないんだろ？　だから、うん。すまん、春太郎。それじゃあ、またなっ』


    「……ああ」


    　ピッ。


    　本当なら。このまま職員室に行って、静理のクラスの名簿を確認したりするほうがいいのだろう。役所の届けなんかもきちんと調べておきたいところだ。だが、こんなことを考えている段階で俺はもう結論に辿たどり着いていた。


    　そう。


    「どうやら貴方あなたの妹がいないみたいね」


    　廊下で膝をついている俺に、上から冷たい声が降りかかった。


    　冬ふゆ海みの声が、冷徹な事実として降りかかってくる。お前はそうやって、いつだって冷たいからいいよな、なんて悪態もつきそうになる。だが、見上げた冬海の顔は……困ったような、悔しいような、見たことのない顔だったから何も文句は言えなくなってしまう。


    「白しろ峰みねさんが覚えているのは未来干渉帯だからでしょうね」


    「やっぱり、そうなんですね……それは、ちょっと良かったと思いました」


    　覚えていることを良かったと思ってくれる。


    　白峰さんがそう言ってくれただけで俺は胸が苦しくなった。


    「静しず理りがいない、なんてそんな……はずは……」


    　それでも、俺はまだ信じることができないでいる。


    「考えられる可能性は限られているわ」


    　いつものように、あくまで冷ややかに。


    　当たり前のように告げるその口調には一切の感情が乗っていない。


    「ひとつはこの世界が、実は元の世界ではなく……貴方あなたの妹というものが存在しない世界である、ということ」


    「……さっきの空間から戻る際に、違う場所に来ちまったってことか？」


    「そういうこともある、という可能性のひとつね。他にも色々な変化があって、それが元の世界と違っていればその可能性は高いわ。『貴方の妹だけがいない世界』なんて可能性世界はピンポイント過ぎるもの。そんなの、選んだって移動できるものではないわ」


    　そういうものなのか。しかし『帰ってきたと思ったらよく似た違う世界だった』なんて言われても、にわかには信じ難い。学校の空気も何もかもが一緒だからだ。


    「別の世界に来てしまっていた場合、元の世界に戻るのは絶望的な確率よ。無限に存在する世界の中、時空間移動を何度も繰り返さなければいけないということだもの」


    　そうなると、もう二度と静理には会えないということなのか？


    　そんなことを考えた瞬間、胸の奥からせり上がるものがあった。


    　……いかん。ここで落ち込み過ぎていてもダメだ。


    　俺が誰だれより大事にしている妹がいないのだから、俺が一番しっかりしなくては。


    　まだ泣いたり諦あきらめたりするような状況ではないはずだ。そう思い、俺はようやく立ち上がった。そして、下唇を強く嚙かんでから冬ふゆ海みを見つめる。


    「冬海、ここがそういう世界である……っていう以外には、どんな可能性があるんだ？」


    　そう。冬海は『ひとつは』と言っていた。だから他にも可能性はあるのだ。


    「そうね……」


    　だが、冬海は珍しく言いづらそうにしていた。


    　顎あごと口に手を当てて真剣な目で窓の外を見つめる。


    「考えられるとすれば……」


    「ああ」


    　そして冬海は俺を見返して。その目に、申し訳なさのようなものを滲にじませて告げる。


    「私たちが時じ空くう歪わい曲きよく間かん隙げき場ばから帰還するための条件のひとつが、未来干渉帯を置いてくること……つまり、貴方あなたの妹はまだあそこに残されているという可能性よ」
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    「兄さん、空に何か光る大きなものがあるよ……」


    　三年前、二〇二〇年、三月二十一日。夕暮れ時。


    　俺が中学二年から三年に上がろうという時で、静しず理りが一年から二年になろうという年。


    　兄きよう妹だいで仲良く、ベランダに干してある洗濯物を取り込んでいた時のことだ。


    「うん？」


    「ほら、なんか円盤……？　蜃しん気き楼ろうみたいな……？」


    　静理が指差す空。しかし、そこには夕暮れに染まった紫色の雲があるくらいで、静理が言うようなものはどこにも見当たらない。


    「んー？　どこだー？」


    「え？　ほら、あそこ。なんか七色の……虹にじ色じゃなくて、ＣＤとかそういう感じの銀色に光っている丸い場所あるよね？」


    　静理はじーっと目を逸そらさないようにしながら、指を真まっ直すぐ空に向けている。


    　とは言うものの。俺には全くそれらしいものは見えなかった。


    「うーん？」


    「もう、どうして見えないかなあ？」


    　ちょっとだけムスッとした口調になってしまう妹に焦あせりめいた気持ちを抱く。


    　学年がひとつしか違わないのもあって、俺たちはかなり仲良し兄妹だった。


    　そんな大人しくて兄の言うことをよく聞く妹である静理が、ちょっとイライラしてしまっている。良き兄でありたい俺としては、こんなことくらいで妹の機嫌を損ねるなんてことはしたくなかった。


    　だから、一生懸命その空の変化を探したのだが。


    　今思えば、この時の静理は既に『別の何か』が見え始めてしまっていたのだろう。


    　そして、俺は一生懸命妹の見ているものを探そうとしていたせいで、周囲の変化にまるで気付くことができなかったのだ。


    　物音が一切なくなっていて。


    　あれだけあった車の音も人の気配も、何もかもが消え失せてしまっていたことに。


    「円盤の中の……奥に、どこかの……あれ……あれあれ？」


    「ん、どうした静理？」


    「あ……あ、あっ、ダメかも……兄さん、あれは見ちゃダメなものかもっ！」


    　滅多に声を荒げることなんてない静しず理りが悲鳴に近い言葉を発して、俺は慌てて洗濯物を放り投げて駆け寄った。静理の目は、空を見たまま大きく見開かれている。


    　その体を支えてみると、小刻みに震えていた。


    「静理、いったい何を……」


    「ダメっ！　兄さんは見ないで!!」


    　そう叫んだ時には、もう既に遅かった。


    『見ちゃダメなもの』と言われて、俺はもうチラッとその方向を見上げてしまっていたのだ。すると。俺の目にも一瞬だけ……無数の光を束ねてひとつにしたかのような『色』が見えたような気がして。


    　ズキンッ！


    「うぐっ」


    　頭に鋭い痛みが走った。確かにその一瞬だけでなんとなく理解できた。


    『それ』は『見えてはいけないもの』であったと。


    　頭が理解しようとするよりも先に、目を閉じて頭の中からそれを振り払おうとする。


    「あ、あ、あ、に、兄さん、わた、私、私……っ！」


    　静理がガクガクと更に大きく震え始めた。


    　静理はまだ『あれ』を見てしまっている。


    「静理！」


    　俺はその名前を怒鳴るように叫ぶと、右手で静理の両目を覆った。


    　ジュウウウウ!!


    「うぐぁっ!?」


    　右手が焦げるような音が鳴る。ずっと火を当て続けたフライパンに触れたかのような熱が俺の右手に走った。咄とつ嗟さに離したくなったが、頭のどこかで今この手を離したら……静理は帰って来られなくなってしまう、そんな漠然とした不安を感じていた。


    「に、兄さん？　手、危ないよっ！」


    「俺の手くらいどうでもいい、静理、もう見るな！」


    「う、うん、でも、見えるの……目を閉じても、兄さんの手で覆われても、見えるの！　多分、ううん、きっと、私が見てるのは……！」


    　興奮する静理の目に、俺は更に手を押し当てた。


    　ジュアアアアアア!!　


    　途端に、焼きごてでも握らされているんじゃないかってくらいの熱さが、その右手に襲いかかる。だが、大事な妹が大変なことになっている。それが解わかるから……絶対にこの手は離さなかった。たとえこの右手がどうなろうとも、だ。


    「あぅっ！」


    　ビクン！


    　と、静しず理りの細くて華きや奢しやな体が一度跳ねる。


    「静理!?」


    　俺はその体を抱き寄せて、名前を呼んだ。


    「あ……兄さん……」


    　静理は弱々しく、目を覆っている俺の手に自分の手を重ねて。


    「……兄さんが見ないで良かった……あれは多分……世界の……終わりだから……」


    　そのまま、かくん、と力を失ってしまった。


    「お、おい、静理、静理!!」


    　それがとても縁起の悪い倒れ方だったので、俺は顔を思いっきり口に近付けて息を確認し、支えていたほうの手を伸ばして胸元に触れた。


    　……左手には、弱々しく鼓動が感じられて。頰ほおには、静かな吐息がかかった。


    　どうやら気絶しただけらしい。物もの凄すごく安心する。


    　気が付けば右手の熱さもなくなっていて、うるさいくらいに日常の『音』が復活した。


    「いったい、なんだったんだ今のは……」


    　火傷やけどしているかもしれないと思って右手を見てみたものの、あんなに熱を感じたというのに赤く腫はれたりもしていなければ、高熱を持っていたりもしなかった。


    「白昼夢か何かか……？」


    　その右手を額に当てて自分の熱でも測ろうかと思った。


    　その瞬間。


    



    　頭の中に、白黒の世界で……ベッドに寝ている静理の姿が浮かんだ。


    



    「っ!?」


    　慌てて静理を見てみると、顔色は悪いものの穏やかな寝息を立てている。


    　その時の俺が、実際に今見たものが何だったのかを知るのは……。


    　正に、それから『ちょっと先の未来』になって。


    　静理をベッドに寝かせてからのことだった。


    



    　


    　あれ以来、静理はこの世界の光を認識せず、不思議な色を見るようになってしまい、俺は『ちょっと先の未来』を見ることができるようになった。


    　だから──俺はあの時から、似たような事件が実際に起きていないか調べ始めた。


    　学校の図書室では頼りなかったのでわざわざ都会の大きな図書館まで足を運んだり、インターネットで検索したり、それっぽい掲示板に書き込んで情報を集めたりした。


    　最初の内こそ何も情報は集まらなかったものの、次第にこの世の中には現代の科学ではどうしても説明できないような事件が多数存在していることが解わかってきた。


    　真偽の程は定かではないが、静しず理りみたいに見てはいけないものを見てしまったオカルト話みたいなものもいくつか存在しているのも確認した。そしてそれらは世界中で記録されていて、密かに『未フ来イ型ラ不デ可ル能フ事イ件ア』と呼ばれていたのだ。


    　静理が気絶する前に残した言葉。


    『世界の終わり』。


    　思えばあの三年前に既に、それは始まっていたのかもしれない。


    　思えばあの三年前に既に、世界は終わっていたのかもしれない。


    　逃れられない『未来』との関わり。


    　そして、俺は今──その『未来』から来たとされる少女と出会っていた。
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    　二十一時すぎ。


    　我わが家の近くにある『青空児童公園』のベンチに俺と冬ふゆ海みは座っていた。


    　距離を取って座りながら、ふたりでコンビニで買ったものを黙々と食べている。


    　妹の存在がなくなった世界を受け入れなければいけない今、はっきり言って食欲なんてものはなかったが……それでも、何かは口にしないと考えることもできやしない。


    　いなくなったのなら、連れ戻す方法だってあるに違いない。


    　俺の隣には、その知識を持っているかもしれない奴やつがいるのだから。


    　だから、凹へこんだり苦しんでばかりもいられなかった。


    「…………」


    　しかし、俺はのり弁をもそもそと食べているのに対して、冬海はコンビニのカウンターでコロッケを大量に買い揃そろえていた。昼の時も思ったのだが……。


    「お前、コロッケ好きなのか」


    「よく解らないから、記憶の中にあるのと似たようなものを適当に買うしかないのよ」


    　言いながらも、ひょいぱく、ひょいぱく、と食べている冬海。


    　どうやら結構な健けん啖たん家かであるようで、あっという間にコロッケがなくなっていく。


    　やはり未来の食事はコロッケだらけということなんだろうか？　もっと宇宙食みたいなものとか、チューブ状の食べ物を勝手に連想していたが、そんなこともないのかもしれない。


    「そんなことより。家はどうだったの」


    「完全に静しず理りの物はなくなっていた」


    　そう、俺の妹である果は瀬せ静理の存在はこの世界から消滅していた。


    　部屋は最初から誰だれもいなかったかのようにもぬけの殻からになっていたし、静理の靴や杖つえもなくなっていた。ちゃんと調べたわけではないが戸籍もなくなっているだろう。


    　今、色々な登録関係のほうは白しろ峰みねさんも探ってくれている。彼女も責任の一端を感じているらしく、とても親身になって動いてくれていた。彼女自身も静理の『教員補助員』ではなくなっていたそうだ。むしろ担当のいない状態になっていたらしい。


    　俺は俺で、もう一度さり気なく美み星ぜに連絡してみたが、やっぱり静理がいたという記憶は完全に失っているようだ。


    　だが、美星はあれから色々考えたらしく。


    『私の記憶も曖あい昧まいにさせられてるってことだろ？　じゃあ、覚えてないけどいた前提で考えるよ。忘れてるってのが悔しいけど、春しゆん太た郎ろうがそんなに大事にしてたんだ。私にとってはライバルみたいなもんだろうしな？』


    　なんて嬉うれしいことを言ってくれた。あいつの記憶が静理のこと以外希薄にならないことに関しては何な故ぜなのかは解わからない。もしかしたらこうしている間にも忘れていくのかもしれないと思うと……記憶というのは本当に怖いものだな、としみじみ思った。


    　そして、両親にはまだ確認していない。


    　三年前の事件があってから、両親と俺たちはあんまり連絡を取っていないからだ。


    　今『俺の妹がいなくなった』なんて言ったからって、このままの生活は特に変わらないだろう。相変わらずの究極放任主義。それは今でも変わらないはずだ。


    　そんなことを考えて。


    　今は、疲れ果ててこうして公園で休んでいるところだった。


    　意外なのは、冬ふゆ海みは文句ひとつ言うことなく付き添ってくれていることだ。


    　もしかしたら気遣ってくれているのだろうか。或あるいは、責任でも感じているのかもしれない。さっきのことで解ったが、こいつはなんだかんだで自分のせいだと思う節があるからな。だから、こうして静理がいない俺にまだ付き合ってくれているのかもしれない。


    「別に付き合わなくてもいいんだぞ」


    「帰る家が解らないもの」


    　あっさりと答えられて、そういえば記憶喪失なんだと思い出した。


    「それに、貴方あなたは人の心配なんかしている場合なの」


    「……まあな」


    　胸の中からぽっかりと大事なものが抜けた気持ちというのは今の俺の心みたいなことを言うのかもしれない。静理は俺にとって支えであり、目的であり、使命だった。


    「……なあ、冬海。静理はどうしてるだろうか……」


    　ようやく声を振り絞って冬ふゆ海みに尋ねる。俺にとって唯一の手がかりは未来から来た少女、冬海だけだ。こいつだけは『俺が知らない知識』を持っている。


    　だから縋すがらずにはいられない。


    「解わからないわ」


    　だが、冬海は無情にもそう言い切って捨てた。


    「冬海は言ったよな。静しず理りはまだあそこに残ってる可能性があるって」


    「ええ。よくある条件のひとつなのよ。誰だれかひとりを残しての脱出。あの時じ空くう歪わい曲きよく間かん隙げき場ばは、明らかに私の解説を前提に貴方あなたを狙ねらい撃ちしていた条件だったわ。そして、貴方にあの力を使わせるには妹さんの未来魔術ハイ・エルダーが必要だった。……つまり」


    「静理もターゲットのひとりだったかもしれない、ってことか」


    　むしろ、その可能性に気付けなかったことが悔やまれる。気付いていたところで、あの場でどうすれば良かったのかは解らないが。もし、どうしてもひとり残らなければいけないというのであれば……少なくとも静理だけは嫌だったのに。


    　どこの誰が決めたか解らないが、あの条件を作った奴やつを殴なぐりたくて仕方ない。


    「ただ、時空歪曲間隙場に未来干渉帯を閉じ込める意味が私の思い出せている記憶や知識の中には存在しないわ。だから、これ以上話していても参考にはならないと思う」


    「う……そうか、すまん」


    「謝罪の必要もないのだけど」


    　冬海も眉まゆを下げて、どこか申し訳なさそうな顔をしている。


    「じゃあ、発想を変えよう。未来干渉帯ってのはどうやって生まれるんだ？　未来人が適当にポチッとランダムスイッチか何かを押すのか？」


    「そんな便利なものはなかったはずね。むしろ未来干渉帯は非常に希少な存在なのよ」


    「そうなのか？」


    　身近に自分を含めて三人もいるせいで、比較的多いのかと思っていた。


    「まず、歴史的には存在していないのよ。なにせ『未来からの強い波長』に触れた者が未来干渉帯になるのだから」


    「ああ、そうか……元々いるものではなくて、何かの事故みたいなもので先に未来っぽいものに触れた人物じゃないといけないんだな」


    　そして、普通の人間は未来に自ら触れることはできない。未来側から何かされなければその未来干渉帯になることはできないのだ。


    　つまり『未フ来イ型ラ不デ可ル能フ事イ件ア』にたまたま遭った後、そのまま未来との関係性を維持して記憶しているような人物となる。今回で言うと井いノの原はらはすっかり忘れているからダメで、時空歪曲間隙場の記憶を持ったままの美み星ぜは要注意ということか。


    「もしくは生まれつき、未来と接点を持ち易い体質である場合もあるけれど。いずれにせよ未来人から見ても天文学的な数字で見つかるものが、未来干渉帯よ」


    　確かに、三年前のあんな恐ろしいものに触れたことのある人間が大勢いるとは思えない。


    　しかも、大抵の人間は不思議な出来事に遭遇しても忘れてしまうようにできている。


    　その『忘却』というのもまた、未来からの干渉を防ぐものなのだろう。


    「未来人もいた上に未来干渉帯が三人もいるレア過ぎる場だったってことか……」


    「そうね。記憶がちゃんとあって、知識も全てあった私だったらその稀け有うな確率に驚いてビックリしていたかもしれないわ」


    　確かに冬ふゆ海みってあまりビックリしないもんな、と納得する。


    　しかし、ここまで解わかったところで……静しず理りを取り戻すヒントにはならなかった。


    「冬海が未来人として俺という未来干渉帯を使い、あの教室に時じ空くう歪わい曲きよく間かん隙げき場ばを作るっていう方法だとどうだ？」


    「悪いけど、その方法は覚えていないわ。それに、多分『別の時空歪曲間隙場』が生まれるだけで、妹さんがいる場所に繋つながるわけではないはずよ」


    　そういうことになるのか。だとするともう……。


    「……どうすればいい」


    　自分でも驚くくらいに声が低くなっていた。


    「どうすれば、またあの場所に行くことができる？　何も方法はないのか？」


    　低くて、そしてかすれた声だった。


    　冬海にこんな声を出しても仕方ないと解っていても、どうしても心の中が黒くなる。


    　当たっても仕方ない。こいつは真摯に、一緒に考えてくれている。


    　なのに、甘えてしまうような気持ちでぶつかりたくなってしまった。


    　だが、冬海は気分を害した様子もなく静かに答えてくれる。


    「可能性は可能性で追い求める」


    　その言葉はどこか……遠い昔に聞いたことがあるような。それでいて今初めて聞いたような、不思議な感慨を生む言葉だった。


    「『未来魔術ハイ・エルダー』という言葉を作り出した太古の科学者がよく言っていた台詞せりふだそうよ。どんなに有り得ない、存在しない可能性であっても、別の可能性から突き詰めていけば辿たどり着くことができる、という意味。その人物は科学の開祖と呼ばれているわ」


    　……いや、うん。これから先の未来にも似たようなネーミングセンスの痛々しい科学者がいたということだろう。うっかり俺のことかと思って冷や冷やしてしまったが、正直科学なんてものはあんまり万能だと思ってない俺だしな。


    　だが……その『可能性は可能性で追い求める』という言葉は気に入った。


    「それは、どんなに可能性が低いものだったとしても諦あきらめるな、みたいな意味か？」


    「精神論ではなく、あくまで科学的な思想よ。ひとつの可能性の模索に行き詰まった時は、別のアプローチをすれば道は開けるというものだもの」


    「なるほど、なんとなく解わかる……。ってことは、今回の場合……あの時じ空くう歪わい曲きよく間かん隙げき場ばを作った未来干渉帯に、もう一回作らせる、とかどうよ？」


    　思いつきだが、とにかく尋ねまくってみるとしよう。


    「そうね、悪くないわ」


    「おっ！」


    　早速何か糸口を摑つかんだ気分になってきた。


    「同じ時空歪曲間隙場に行ける可能性があるとしたら、それを作った未来干渉帯とそれをさせた未来人の力があればなんとかなるわ」


    「ってことは……あれを作った犯人さえ解れば」


    「そうね。協力させたり、無理矢理作らせたりすることはできるかもしれない。だけど、貴方あなたが予想した通り未来干渉帯は無意識にあれを発生させるから、断定が難しいのよ」


    　それこそ、俺や白しろ峰みねさんならいいが……静しず理りだった可能性もあるということか。もしそうなら、もうこの場からはお手上げになってしまう。


    「未来人に直接会うっていうのはどうなんだ？」


    　目の前にこうして未来人がいる以上、それも不可能ではないはずだ。


    「『最果ての未来』にいる当人に干渉する必要があるわ。まあ……もしかしたら、この世界に来ていて、私みたいに原始的な生活をさせられている可能性も否めないけれど。普通は時空間を超える技術でもなければ不可能ね。そしてそれが確立されるのはもっとずっと後の歴史よ」


    　時間移動がいずれは可能になるという未来を聞くっていうのは凄すごいことだ。実際に未来からこうして冬ふゆ海みが来ている実例がある。しかし……やっぱり冬海にとって、この時代での生活はストレスになっているのか。


    　こればっかりは慣れて貰もらうしかない。何もかも忘れて、体ひとつで生きていかなきゃいけない冬海。そんなこいつが少しでも楽になる方法は……。


    「なあ、冬海。こういう可能性はどうだ？」


    「何？」


    「お前が全ての記憶を取り戻して上う手まくやる、とか」


    　俺の提案に、冬海の目がパチパチと瞬またたいた。


    「冬海が記憶を取り戻せば、未来に帰る方法だってあるかもしれないだろ？　そしたら、たとえばこの時代の俺に干渉して、妹を守ったりすることもできるとか。少なくとも、今回みたいなことをさせないで済むんじゃないかと思ったんだ」


    「……また、突拍子もないことを言うのね」


    　ふぅ、といつものため息を吐つく冬海。


    「どうだ？」


    「そうね……私の記憶が完全消去ではなく、一時的封印だった場合、可能性はあるかもしれないわ。もしくは、私が未来に帰ることができれば、記憶のバックアップが残っているかもしれないから、それを使うという手もあるだろうし」


    　自分の記憶のことをデータみたいに言うんだな。


    　その価値観の違いは、少し薄く寒いものを感じてしまったけれど。


    「確かに。私の記憶が戻れば選択肢が広がるわ」


    「よし。だったら俺はお前に協力する、冬ふゆ海み」


    「……どうやって？」


    「白しろ峰みねさんの事件みたいに、調べたつもりで全然調べられていないなんて事件はゴロゴロあることが解わかった。だから、俺はお前の記憶を呼び起こすための『未フ来イ型ラ不デ可ル能フ事イ件ア』の話をしまくるし、質問しまくる。家にはデータが腐るほどあるからな」


    　このまま、時じ空くう歪わい曲きよく間かん隙げき場ばにいる静しず理りを捜す、という方法だけ考えていたのでは可能性は狭いままだ。だとすれば、全く別の可能性で攻めるしかない。


    　冬海の記憶が全て戻れば……たとえば、あの時空歪曲間隙場をやり直す方法なんてものもあるのかもしれない。もっと別の可能性だって生まれるかもしれないわけだ。


    　よく、いろんな物語の主人公の『可能性がゼロじゃないならやってやる』という言葉。


    　あれが俺は大嫌いだった。そんなのは一か八かの賭かけでしかない。


    　そんなものに自分や仲間の命を賭けるなんて、横暴だとすら感じていた。


    　だが、今の俺は違う。可能性がゼロじゃないなら……可能性を増やす。


    「……貴方あなたのことはまだ……全てを信用できるわけではないのだけど」


    　そう言いながら、冬海の目には迷いが見える。


    　確かに、俺が事件を起こした未来干渉帯である可能性だってある。


    「だからこそ、だ」


    「え？」


    「俺を信用していない冬海だからこそ頼めるんだ。俺が犯人だと断定できた時は容赦なく対処してくれるからな」


    「……そんなこと……」


    「だから頼む」


    　俺はベンチから立ち上がって、そのまま深々と頭を下げた。


    「っ」


    　冬海の息を呑のむ音が聞こえた。


    「多分これはお前にしか頼めないことだ」


    　記憶喪失の未来人。だからこそ、裁定者としてきちんと物事を捉えて貰もらえる。


    「俺は……静理の目を治すために、今までずっといろんな可能性を探してきた。そして今、冬ふゆ海みっていう未来からきた可能性に出会えたら……今度は静しず理りがいなくなってしまった」


    「そう……なのね」


    「頼む、冬海。俺を手伝って欲しい。静理を助けるのを。そして、静理の目を治すのを。そのために俺にできることならなんだってする……！」


    　これでもかとばかりに腰を折って、ハッキリとその言葉を口にした。


    　冬海は俺のことを嫌っているかもしれない。


    　正直、顔も見たくないと思われているのかもしれない。


    　だけど、それでも。今の俺にとって、最後の可能性はこいつなのだ。


    「……顔を上げて」


    　言われるがままに顔だけ上げて冬海を見ると、なんともバツの悪そうな顔をしていた。


    「そんなレトロな頼み方をされても、私はなんとも思わないのだけど。私のせいで貴方あなたの妹が消えたと思われるのも悔しいし。それに、私も……私の記憶がなくなった理由も知りたいし、貴方だけが記憶操作を受けていないのも気になるし。それから、ええと……」


    　なんだか、わざわざ理由を作ってくれようとしている冬海が。


    　ようやく、顔だけじゃなく『可愛かわいい』と思えてきた。


    「それから。貴方をこき使えるというのは気分が良さそうだから。いいわ、手伝ってあげる。そもそも、他にすることもないし」
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    「っしゃっ!!　ありがとうな、冬ふゆ海み!!」


    　俺は体を起こして、思いっきりガッツポーズを取った。


    「喜び過ぎよ、まったく……はぁ……」


    　冬海の深いため息を聞いても、顔はニヤけてしまう。


    　こうして、俺は未来人である東あずま冬海と協力契約を結んだ。


    　そのまま俺は、天を振り仰ぐ。


    　こうして、ひとつ。静しず理りに近付く可能性を手に入れた。


    　可能性なんてものは積み重ねだ。零ゼロから一。一から二。


    　そうやって増やしていけばいい。


    　だから、俺は可能性の宝庫らしい空に向けて『未来の右手』を伸ばす。


    「必ず、お前にまた会える未来をこの手で摑つかんでやるからな、静理。それまで……もう少しだけ、我慢して待っててくれ！」


    　ぐっ、と手を握り締めると。


    　僅わずかに、その手は発光したのだった。
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    　だからといってどうしてこうなったのか、俺にはさっぱり理解できなかった。


    『ちょっと先の未来』しか見えない俺の目では見抜けないことは多い。


    「妹さんの持ち物は全てなくなっていたのよね」


    「あ、ああ」


    『とあるドア』越しに言われた言葉に、やたらと緊張する。


    「だとしたら、下着をどうしようか悩むわ」


    「……ソウデスネ」


    　現在、二十三時半を過ぎた頃ころ。冬海は何な故ぜか我わが家の、静理の部屋の中にいた。


    「買ってきてくれない？　今日穿はいていたものと同じものを使うのは抵抗があるの」


    「えーと、いや、それは、そのう……」


    「確かさっきのコンビニエンスストア、とかで売っていたわ。お金は何故か持っているから、後でちゃんと払うわよ」


    「いや、うん、解わかった、頑張ってみる」


    　今、この部屋の中にはお風呂あがりで半裸の冬海がいる。


    　それこそ、下着がなくて困っている状態の。


    　本当にどうしてこうなったのか……話せば長いようで短い。


    『今の私には行く場所がないみたいだから、今日は貴方あなたの家に泊まるわ』


    　あの公園での協力契約の後、こいつはそんなこと言い出したのだ。


    　冬ふゆ海みの理屈はこうだ。静しず理りがいなくなった分、部屋がひとつ余っている。冬海はスマートフォンなどの連絡手段も持っていないから、行動を共にするなら一緒にいるほうが手っ取り早い。この時代における『生活方法』が解わからない以上は誰だれかが一緒にいたほうがいい。


    　理に適かなってはいるが、俺と静理はほとんど二人暮らしみたいな状態だ。毎日朝と夜は両親が頼んだヘルパーさんが来てくれていたものの、静理がいない今だと来る必要もないはずなので、きっと来ないだろうし。


    　つまり、このままでは半分同棲みたいな形になってしまう。


    　冬海は性格はきついしドライだが、直視すると動どう悸きや息切れすら引き起こしそうになるほどの美少女だ。スタイルだっていい。そんな彼女が、俺のような年齢相応にムッツリスケベである男とひとつ屋根の下で過ごすなんて。


    　──まあ、うん。襲ったりできるほどの勇気もないけどな。


    　色々妄想してから、肩を落として同意した俺だった。


    「それじゃ、行ってきます。風か邪ぜ引かないよう温かくしとけよ」


    「そうね、空調の機械は上う手まく使ってみるわ」


    　あいつにしてみればエアコンなんて原始的なものだろうな。『静理の私物』は全てなくなっていた代わりに、元々そこにあったものは残っていた。静理の部屋はもともと母親の部屋だったこともあって、エアコンだったりベッドだったりタンスだったりなどの家具一式は揃そろっているのだ。ないのは服だったり下着だったりぬいぐるみだったり、静理がそこにいた後から備わったものである。


    　この『痕跡の消滅』というのがどういう理屈なのかは解らない。突然現れた冬海のことを、何な故ぜかみんなが知っていた……みたいな情報操作に近いものを感じる。


    　そこまで考えて、不意にひとり思い出した。


    　早速電話をかけてみる。


    　プルルル。


    『ほいほーい。こんばんは、春しゆん太た郎ろう』


    「ああ、こんばんは。すまんな、こんな夜更けに」


    『いいって。なんだ、夜デートのお誘いかい？　そうだなあ、明日は部活も休みだから朝までずっとイチャイチャしちゃってもいいんだぜ？』


    「大変魅力的な提案だが、実はとても困った事態になっているんだ」


    『ほほう？』


    　さて、どう説明したものか。


    『冬海がうちに泊まっているからパンツ買ってきて欲しい』


    　これを巧みに、怪しまれず、爽さわやかに頼む方法が欲しい。うん、無理だ。


    「実は冬ふゆ海みがうちに泊まりに来ているから着替えの下着買うの手伝ってくれ」


    　色々なことがあってすり減っていた俺は、もう考える気力を失っていた。


    『ぶはははは!!　なるほど、お姫様を連れ込むとはやるじゃないか春しゆん太た郎ろう！　今日の夜は三人でしっぽりって感じの予定かい？』


    「実は死ぬほど疲れているからゆっくり寝たいんだ」


    『しかも呼び出しておいて自分は寝る宣言とか鬼畜過ぎるぜ。いやはや、うん、面白い。いいよ、笑ったから手伝うよ。春太郎ん家ちの近くにあるコンビニに行けばいいか？』


    　いいのかよ。美み星ぜのこのノリの良さは本当にサッパリしてて助かる。


    「あ、ああ。それは助かるが……いや、今の説明でいいのかよほんとに」


    『お姫様もお前さんも、今日は頑張ってくれたもんな。私はまだ覚えてる側っぽいから、忘れてるいのっちの分までちゃんと恩返ししてやるさ』


    　なんて義理堅い奴やつなんだ。本当にこいつとなら別に付き合ってもいいんじゃないか、そんな気がしてきてしまうから困る。だって、絶対楽しいし、煩わずらわしいことなんて何もなさそうだもんな。


    『んじゃ、そうだなあ。私のねーちゃんのパジャマ持っていくよ。お姫様は寝る服もないんだろ？　せっかくだからパジャマパーティだ。春太郎はさっさと寝ていいけどな』


    　美星と冬海のパジャマパーティなんて、参加しないと損な気がするレベルだな。


    　だが、冬海が俺の参加は拒否しそうだ。


    「まあ、うん。許されたら俺も交ぜてくれ」


    『ははは！　ＯＫ、それじゃ適当に女の子道具見み繕つくろって持ってくさ』


    　ピッ、と電話が切れる。いや、うん。本当に頼りになるなあ、あいつ。


    　ただ、だからこそ……美星が静しず理りを覚えていないというのが悲しい。


    　あの二人は姉妹もビックリってレベルで仲良しだったのだから。


    「ふぅ……なんとか思い出させるって方法もないもんかなあ」


    　などと考えながら、俺はとぼとぼとコンビニに向かった。


    



    　


    「よーっす、お疲れさんー」


    　俺がコンビニで時間を潰していると、私服姿でニッコリ笑いながら美星がやってきた。意外と可愛かわいらしい格好で、ちょっと余よ所そ行ゆきっぽい雰囲気だ。美星も体付きが幼い以外は可愛い部類に入るので、かなり似合っている。


    「なんだ、可愛い格好じゃないか」


    「男にお泊まりに誘われたんだ。ワンチャンあるかもしれないだろ？　パンツだって、そりゃあ気合い入ったものを穿はいてきたぜ？」


    「でも、見る機会はないんだろ」


    「まあな。見えない所に気合いを入れるから女は強いのさ」


    　そういうものなのか。そういう意味では『コンビニエンスストアで買ってきて』で済ませる冬ふゆ海みはもしかして弱かったりするんだろうか。


    　美み星ぜは肩に大きめのボストンバッグを抱えていたので、奪うような形で持つことにした。意外と重い。いかにも二人分の着替えや女の子道具があれこれと入っているのだろう。男の俺にはよく解わからないが、外見や仕草に気を遣っていた静しず理りもかなり時間をかけて『女の子らしさ』を大事にしていたし。


    「なんだ、無言で持つなんて男らしいじゃないか春しゆん太た郎ろう」


    「ここで『あー、そのバッグ持とうか？』とか声をかけるほうがモテないんだろ？」


    「正にその通り。そんなん聞く前にさっさと行動しちまうのがいいもんな。いのっちはその辺りがまだまだだよなー」


    　あー、井いノの原はら辺りは尋ねちゃいそうだなあ。というか、俺も美星以外だったら尋ねちゃうだろう。こいつは気の合う幼なじみだからいけただけだし。


    「そんじゃ、適当にお菓子買って行こう」


    「女子には必須アイテムらしいもんな、お菓子」


    「お姫様の心を少しでも溶かさないとな、クラスメイトとしても」


    　そういうところにも気を遣っているのか。流石さすがは美星。冬海には絶対無理な心配りだろう。


    　俺は俺で、適当にポテチとコーラでも買いながらため息を吐つく。


    　こうしている間、静理はひとりで寂しく過ごしているのかもしれない。


    　早く助けてやらないといけないな。


    「そういやモンブランプリンも約束してたっけか」


    　言いながら、デザートのコーナーで二個ほどそれを買う。


    「お、私へのお礼かい？」


    「いんや、それはいずれ体で返すよ」


    　そのまま労働で返すという意味だったのだが、美星はニヤリと意味深に笑った。


    「ふふん、その言葉、後悔するなよ？」


    「お前は漫画の悪い男キャラか」


    　何をさせられるかは知らないが、そのままレジまで持っていくと美星が買ったお菓子たちも一緒にドサッとカウンターに乗せられる。


    「そんじゃ、よろしく頼むぜ？」


    「あー、うん、まあな」


    　中には女性用の下着であったりとか、タオルであったりとか、こう、女性ならではの必需品ぽいものであったりとかも混ざっていた。よりにもよって女性の店員さんで、俺がなんとなく照れているとクスクス笑っている。


    　ここでドライに冷たくされるよりは笑って貰もらえたほうがましだったので、なんとなくその気遣いに感謝した。そして、目の前で色んなものが二つのビニール袋に収められる。


    　コンビニエンスストアから出ると、もうすっかり真夜中だった。


    　そういやそろそろ日付も変わる時間だもんな。


    「なんか今日は一日がほんとに長いなあ」


    「あんなことがあれば、そりゃ長いだろうさ」


    　外で待っていた美み星ぜと一緒に、両手にいっぱいのコンビニ袋を持って我わが家までの道を歩く。それはちょっと前なら当たり前のことだったのに。


    　今の俺は、こいつに色々確認したりしないといけないことがあった。


    「で？　私をわざわざ頼ったのは、お姫様のパンツを買わせるためだけじゃないだろ？」


    　そして先手を打たれる。こいつはとことん負けず嫌いで、自分の思い通りにコトが運ばないと嫌なタイプだったりするのだ。だから、色んなことを予想して先制攻撃を仕掛けるのが好きらしい。


    「まあな。まず、最初に確認しておかないといけないのは……冬ふゆ海みのことなんだ」


    「あー、お姫様が未来人って奴やつか？　流石さすがに驚いたけど、変な浮世離れっぽさあるし。確かに他人とは違います！　ってオーラを出してるから納得しちゃったよ」


    「そのことなんだが。実は、あいつが未来から来たのって、今朝なんだ」


    「へ？」


    　美星は足を止めて、目をパチクリと瞬しばたたかせた。


    「それは本気で言ってるのかい、春しゆん太た郎ろう？」


    「むしろ俺がビックリだったよ。見たこともない女が俺の席……窓際の一番後ろに座っていることを、なんでみんなは疑問に思わないんだろうって」


    「いやいや、だってあの席はお姫様の席だろう？」


    「本当は俺がゲットした場所だったんだよ。その時、俺は結構お前やら井いノの原はらたちにも自慢しまくったんだけどな」


    　ポカン、と口を開いてその事実に驚いている美星。


    　そして、すぐに真面目な顔に戻ると俯うつむいて考え込み始める。


    「ってことは何か。お姫様は記憶喪失で、私たちは記憶を作られたとか、そんな感じだったりするのか？　いや、でも、ならなんで春太郎だけ？」


    「俺もそこんとこはよく解わからないんだ。未来魔術ハイ・エルダーのせいかなー、と思うくらいで」


    「そうだったんだな。確かに、言われてみるとなんか不思議な気分だな」


    「お前らの記憶の中だとどうなっているんだ？」


    「ああ、基本的にお姫様には不可侵ってイメージがあるな。だから、あんまり詳しいことを覚えてない感じ。言われてみると、確かに記憶は曖あい昧まいだな」


    「お、そうなのか？」


    「ああ。前々からいたような気がするんだが、じゃあ具体的にハッキリ思い出せるかって言われると……よく解わからないな。いたような気もするし、いなかったような気もする。あれだけ目立つお姫様なのに曖昧な記憶ってのが確かに不自然だな、なるほど」


    　美み星ぜはひとりで何やら納得していた。


    　完全な情報操作がされているわけではないということらしい。


    　どちらかと言えば『元々いたような気にさせる』くらいの操作なのかもしれないな。それくらいなら、暗示や催眠術でなんとかできるという話も聞いたことはあるし。


    「お姫様が現れた瞬間に、私たちはお姫様が元々いるって記憶を捏ねつ造ぞうされた感じかな？」


    「多分そうなんだろうな。今朝方、お前に手伝って貰もらって俺が見た未来には、あいつはいなかったんだよ」


    「ふーん、ってことはあの直後にお姫様はあそこに現れたってことか」


    「ああ。だが、これで記憶ってのが意外と曖昧なものだってことは解った」


    　美星は俺の能力についても、状況についても理解してくれている。


    　だから、こうして記憶の確認をするのに最適な人選だった。


    「お前さんの『妹』とやらを覚えているか、って話もあるんだろ？」


    　そして、話の運びが巧みなこいつは、こうやって先に本題を促うながしてくれる。


    「ああ。今の美星には信じられないかもしれないけど……」


    「信じるよ。春しゆん太た郎ろうには妹がいたんだろ？　それが今はいない、ってことだよな？」


    　まだ説明する前にあっさりと言われて、俺は驚いて言葉を失った。


    「電話口だと混乱してたからあんな感じだったけど。そもそも春太郎が言ってるんだ。なんだって信じるさ。だってお前さんは私の命の恩人なんだから」


    「あ……」


    　そう。かつて俺は、美星が交通事故に遭あう直前に助けることができたことがある。


    



    　


    　あれは……俺と静しず理りが未フ来イ型ラ不デ可ル能フ事イ件アに遭った、あの少し後のことだ。


    　突然、妹は視力を失い。そして俺は『ちょっと先の未来』なんてものが見えるようになった頃ころ。あの頃の俺はなんとしてでも妹の目を治したかったし、そのためには俺が見たものを伝えないといけないと思って躍起になっていた。そして、それを理解しない大人や友人たちにイライラし、暴言を吐き、暴れたのだ。


    　そんな俺に会いに来た友人たちも、やがて不気味なものを見るような顔になって離れていった。まあ、そりゃあいきなり『未来が見えるようになった』とか言われて、次に出る言葉が『妹を助けたいから手伝え』だったのだから、多感な中学生男子にはきつかっただろう。今はもう交流はないが、いつか会えたら謝罪したいものである。


    　だがそんな中、変わらず接してくれたのが美み星ぜだった。


    　こいつは家に鍵かぎがかかっていないのをいいことに、俺の部屋までずかずかと上がってきて、ぐいっと手を引っ張ったのだ。


    「未来が見えるっていうなら、見せてみろよー。ホントだったらしずりんを助ける手伝いくらい一生してやるぜ？」


    　今とほとんど外見が変わってない美星は、ニヤニヤ笑いながらそう言ったのだ。


    　とはいえ、ぶっちゃけ俺が見る未来は変えられる。


    　教えた途端に違う行動を取られたら、それだけで『やっぱり噓うそだった』になるのだ。


    　その頃ころにはもう諦あきらめも入っていた俺だったが、僅わずかな希望に賭かけて一緒に外に出た。


    　それでも美星なら解わかってくれるんじゃないか、という期待だ。


    　丁ちよう度ど、春休みの日中。


    『青空児童公園』には綺き麗れいな桜が咲いていて、散歩にはいい頃合いだった。


    　こいつなりに気分転換させようとしてくれた、と気付いたのはその時だ。


    　俺はもう周りが何も見えていなくて、桜がこんなに綺麗に咲いているなんてまるで知らなかったのだから。


    「春しゆん太た郎ろうの言葉を信じないわけじゃないし、しずりんは私にとっても親友さ。だから、私はお前さんが荒れてても、ヤンチャになっても、別に構わんよ。こっちから一方的に親友だから安心して頼るといいぜ？」


    　公園の桜を見上げながら、いい笑顔でそんなことを言ってくれた美星。


    　桜の花をバックに、照れながらそんなことを言われれば、中学生で格好付けたい年頃の男子だった俺でも、思わず泣いてしまっても仕方なかっただろう。


    「おいおい、男のくせに泣くなよ、もう……よしよし、大変だったんだな」


    　俺が俯うつむいて、手で目を押さえている時に背中をさする美星の手の感触はまだ覚えている。小さくて、でも温かい。なんか、優しい女の子の手だった。


    　と、その時。俺の頭の中に灰色のイメージが突然浮かび上がった。


    　泣いたせいで手が額に触れたというのもあるのだろう。


    



    　そこに映し出されたモノクロのイメージは、美星が公園の出口を出た瞬間にやって来たバイクにはねられる、という衝撃的なものだった。小柄な体は衝突の衝撃で有り得ない角度になって吹き飛び、近くの鉄てつ柵さくに頭がぶつかって、首が変な方向に曲がる。


    　そして、そのままゴロゴロとただの物体になって道路に転がる美星。


    



    「っっっっっ!!」


    　その瞬間、俺は声にならない絶叫をあげていた。


    　それが激しい嗚お咽えつか咳せきだと勘違いしたのか。


    「わわっ、そんなに感動したのか？　ちょっと待ってろよ春しゆん太た郎ろう。今、飲み物でも買ってきてやるから」


    　と、言いながら走っていく。


    　そう。公園の出口、道路を挟んだ向かいにある自動販売機に向かって。


    「やっ……あっ!!」


    　止める声なんて出す暇いとまもなく体が動いていた。


    　公園の出口に向かった美み星ぜに縋すがりつくような形で後ろから抱き着いた俺は、そのまま力いっぱいにその小柄な体を抱き締める。


    「ふぇっ!?　お、おい、春太郎……っ!?」


    　可愛かわいらしい女の子っぽい悲鳴が上がった直後。


    　ブォォォン!!


    　けたたましい音と共に、速度超過のバイクが俺たちのすぐ目の前を通過した。


    　あのまま、美星が走っていたらピッタリ寸すん分ぶん違たがわぬタイミングで衝突しただろう。


    「え……」
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    　美み星ぜは一瞬何が起きたのか解わからないという声を上げて。


    　そして俺は、未来が変わったことに心底安あん堵どして、更に強く抱き締めた。


    「……美星まで、いなくなったら、俺は……」


    　震えながらそんな言葉を口にした気がする。


    　美星はそんな俺に強く抱き締められながら、手を頰ほおに添えてくれた。


    「仕方ないな。助けられちまった以上、後の未来はずっと一緒にいてやるよ春しゆん太た郎ろう」


    　それはまるで誓いのようで。


    　俺の胸の奥に静かに残り続けている。


    



    　


    「と、いうわけで私は春太郎のお嫁さんになる決意をしたんだよ」


    「いや、その飛躍はおかしい」


    「いやー、あれだけ情熱的に抱き締められたら、壁ドンよりも効果高いと思うぜー？　あ、ただしイケメンか、それなりに交流がある相手に限る」


    　誰だれへの注意なのか知らないが、そりゃああんまり交流のない相手を後ろから抱き締めたら、それは犯罪だろう。というかイケメンでも犯罪のはずだ。


    「でも、確かに妹がいるっていう理由なら納得できるな。あの時の春太郎があそこまで荒れていた理由がないとおかしいし。あの時の私は中学生にありがちな突然の社会への反抗かと思ってたけど」


    「違う違う。そんな反抗心はないよ。両親の放任主義も別に納得してたし」


    　あれはあれで、俺の両親らしい理由なので別にそれで『愛がない！　酷ひどい！　グレてやる！』と思ったことなんてない。妹のことに関して恨んだことはあっても、それ以外では別に悪く思ったことはないのだ。


    「もしかして、放課後のあの時に妹もいた？」


    「お？　うん、いたぞ」


    「あ、やっぱり。だって、ひとりだけ……明らかに『春太郎の言う妹キャラ』がいないとおかしい人がそこにいたもんな」


    　美星の言いたいことはよく解わかる。そう、白しろ峰みねさんのことだ。『教員補助員』なんて滅多に普通の生徒が関わる立場じゃない。それこそ、学校側が静しず理りみたいな生徒に付いて貰もらうために雇う立場の人だからだ。


    　あの放課後の、あの場にいるほうがおかしい。


    　これに関して、情報操作だったり記憶操作のようなものは働かなかったらしい。


    「そういうのって結構、盲点になったりするんじゃないか？」


    「うん？　あ、そっか」


    　いるはずがない人がいる。そして、それを排除することができなかった。


    　そこから綻ほころびが生まれた場合……それを突つつけば、何かが崩せるかもしれない。


    「よし、帰って冬ふゆ海みにも相談してみようっ」


    「おう、パジャマパーティだな！」


    　そうなるのか？　……そうなるのか。あれだけの美少女と美み星ぜ。そんな二人とパジャマで話し合いができるなんて、なんて嬉うれしい環境なんだ。美星が持ってきたパジャマというのがどういうものか知りたいし、あのクールな冬海の気を抜いた姿というのも貴重だ。


    　何より、美少女二人と夜を過ごすというのが素敵過ぎる。


    　……ただ。そこに、静理がいないというのがやっぱり悲しい。


    「まあ、心配するなよ春しゆん太た郎ろう」


    　そんな俺の寂しさにすぐ気付いてくれたのか、美星が肩を叩たたいてくれた。


    「パジャマは大きめのものを選んでおいたから、お姫様の胸元は結構開くと思うぜ」


    「マジでか」


    　全く予想外の方向性だったが、それはそれでかなり嬉しい報告だった。


    　すまない、静理。本当、すぐに助けてやるからな。


    　だから、こう。ちょっとくらいいい思いするのは許しておくれ。


    　思わず自分の心の中の静理に、そんな言い訳をしてしまうのだった。
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    　会議的なものが始まったのは二十四時半を過ぎた頃ころだった。


    　美星の姉さんのパジャマは、美星には大きいらしいが冬海にはピッタリだったらしく、そのふわっとしたシルクっぽい生き地じは冬海の悩ましい体付きが解る程度に包み込み、なんとも艶なまめかしい。反して、美星は愛らしいイチゴプリントのパジャマを着てニコニコしていた。こいつは自分の利点をちゃんと把握している。あざとさというものを完全に理解している。


    「んっ……」


    　冬海は落ち着かない顔で部屋の中を見回していた。何な故ぜならここは俺の部屋だからだ。


    「なんだお姫様。男子の部屋は初めてか？」


    「当然でしょう、と言いたいけれど。自分の落ち着かない反応からして『おそらく』といったところね」


    　そういう経験の部分はエピソード記憶になるからな。体の反応から判断して『多分初めて』と言うしかない辺り、冬海は不便そうだ。


    「んっ……ともあれ。大体の話は解わかったわ」


    　冬海は俺のベッドに座りながら、考え込むように顎あごに手を当てていた。


    　あれがあいつの思考スタイルなのだろう。


    「白しろ峰みねさんの協力はこれからも必要になりそうね」


    「だよな。彼女がその未来干渉帯とやらなら未来人とも繋つながってるんだろうし、もしかしたらお姫様みたいに忘れているだけで未来人本人かもしれないわけだろ？」


    　鋭い予想を立てている美み星ぜだったが、その格好は愛らしい。床に座ってクッションに座りながら俺の枕を抱き締めている。夜はなんか抱いていたい、とかそういうのらしい。家ではでかいぬいぐるみを抱いてるのだとか。


    　そんな二人を机の椅い子すに座りながら眺めつつ、俺は情報を整理していた。


    　まず、白峰さんは未来干渉帯であり、むしろ未来人である可能性すらある。静しず理りのことも覚えているし、過去に時じ空くう歪わい曲きよく間かん隙げき場ばから出てきたというのもある。もしかしたら当人が気付いていないだけで、何らかの未来魔術ハイ・エルダーを持っているかもしれない。逆に言えば、彼女が今回の犯人だった場合、全て仕組むことができるのだ。


    　では、たとえば井いノの原はらだったらどうだろうか？


    　一番普通を装っていたからこそ、一番噓うそ臭くさいということも有り得る。最後のも忘れたフリだった、とか。疑い始めれば誰だれだって結局は怪しくなるのは相変わらずだ。


    「なあ、時空歪曲間隙場が発生した時ってどんなだったっけか？」


    「そうね、確か……私が貴方あなたの妹さんを紹介して貰もらっていた時よ」


    　そうだった。冬ふゆ海みが静理の超色覚に興味を示し、その色を見て貰った時だ。


    『その……不思議な、色です』


    　確か、静理はそう答えたはず。


    「なんであの時、静理に自分の色を尋ねたんだ？」


    「自分の存在に確証がなかったから。もしかしたら、未来の知識を植え付けられただけのこの時代の人間である可能性もあったもの。もしくは、人間ですらなく未来で造られた人造人間だった場合、見えるものが違っていたはずだから……よ」


    　こいつはあの時、自分の存在すら疑っていたのか。


    　記憶喪失の中、自己存在まで疑うなんて……どんな精神構造をしているのかを疑うレベルだった。授業中に落ち着いて分析していた時に『女子高生らしくない』と思ったが、そんなのを遥はるかに超えている。


    　冬海の思考は人間らしくないのだ。それこそ彼女当人が言うように、人造人間とか。ロボットであるかのような。


    「あの時、彼女は『七色』『全部の色が混ざっている色』と言っていたわ。これは、その後に教室前方のドアを見た時に言っていた『銀色というか七色』というもの……つまり、彼女が見ているところの『最果ての未来』の色と一致しているわね」


    　そう、それは静理が三年前、最初に見てしまったものの表現とも一致している。


    「このことから、私は『最果ての未来』に属するものである可能性は高いと判断したわ。人間なのか、人造人間なのかは別として」


    「ふーん。もしもロボットのほうだったら、よくできてるよなあ」


    　そして割りとデリケートな辺りにあっさりと踏み込む美み星ぜだった。


    「あとで一緒にお風呂入ろうぜ。確かめてみたいし」


    「嫌よ。さっき入ったもの」


    「じゃあ、朝一緒にシャンプーするために入ろうぜ。髪洗うの手伝うよ。面倒だろ？」


    「……まあ、それなら構わないわ」


    　なるほど。その辺りの時間を狙ねらって『ちょっと先の未来』を見れば、凄すさまじいものが見えるということだな、親友よ!!


    「こほん。なるほど。俄が然ぜん朝が楽しみになったのはいいとして、だ」


    「朝、未来を見たら殺すわよ」


    　凄まじく鋭い視線で言われてしまい、俺は一瞬『殺される！』と死を覚悟した。


    　そういえばさっきこいつが風呂に入る時も似たような目で睨にらまれ、素直に引き下がったのを思い出す。きっと、もし見ていたとしたら、冬ふゆ海みは俺を本当に殺していた。そんな覚悟があるような気がしていた。ま、まあ、うん。良くないよな、覗のぞき。うん。


    　冷や汗を流しながら自分を納得させる。


    「でも、お姫様の色を見たことがきっかけで時じ空くう歪わい曲きよく間かん隙げき場ばが発生した、ってのは飛躍なんじゃないか？　むしろ見て、説明されるくらいの間はあったわけだろ」


    「そうね。そのタイミングだったというだけの話かもしれないわ」


    　確かに、たまたま静しず理りと冬海がその話をしていた時だったというのはあるかもしれない。


    「……いや、待てよ？」


    「ん？」


    「逆に考えてみよう。たとえば俺がそのタイミングで『よし、このタイミングで発生させるぞ！　ビビビ！』って思うとしよう」


    「ふむ。試しにやってみるか。春しゆん太た郎ろうの妹は聞いている限り清せい楚そっぽい雰囲気だから、えーと……こんな感じかな？」


    　美星は胸に手を当てて、やや顔を俯うつむきがちにして、おどおどしたような演技を始める。


    「え、えっと……冬海さんの色は、男性を誘惑するスペシャル美少女オーラです……」


    「全くそんなことは言われていないのだけど、雰囲気は似てるわね」


    　静理がそんなこと言い出したら俺はたまげてひっくり返ってしまうかもしれない。


    「ここで俺が未来人だとして……『今だ！』と思う理由は……」


    　思い出してみる。


    　あの時空歪曲間隙場は、静理と俺の力がなければ出られないものだったこと。


    　そして何より、冬ふゆ海みの知識がなければそれすらも不可能だったこと。


    　あれを仕掛けた未来干渉帯を操る未来人……つまり犯人は、その条件を使った娯楽をしなければいけなかったはずだ。


    　ということは……。


    「冬海が、未来人であることがほぼ確定した瞬間だった……とかか？」


    「お？」


    「ふむ」


    　俺の案に、二人が反応する。


    　意外と的を射たアイデアだったんじゃないだろうか。


    「逆に、静しず理りさんを閉じ込めなければいけない理由があったとしたら、そこに解決方法があるのかもしれないわ」


    　冬海が静かに語る。


    「と、いうと？」


    「正直な話、未来干渉帯をひとり閉じ込めたからといって意味はないもの。でも『静理さん』という存在を閉じ込めたことに意味があるなら話は別よ」


    「静理を閉じ込めたことによる意味……？」


    「必ずシスコンの兄貴が本気を出してくる、とかか？」


    　美み星ぜに言われて衝撃が走った。


    　冬海が未来人と確定した瞬間に、未来の知識を聞いた俺がいなければ解けない時じ空くう歪わい曲きよく間かん隙げき場ばを作り上げた『犯人』……そして、そこに残したのは俺の最も大事な妹。


    　何もかもが俺を狙ねらっていたものだったとしたら辻つじ褄つまが合ってしまう。


    　もっと言えば、この情報操作された世界で何な故ぜか俺だけが冬海のことを知らなかったということも、誰だれかの意図があったのかもしれない。


    「どうしたよ春しゆん太た郎ろう。深刻な顔して、夜よ這ばいのことでも考えてるのか？」


    「しないしない。今日は疲れてるしそれどころじゃないっての」


    　美星はすぐこういう茶々を入れるが、それが場を和なごませるためなのも解わかっていた。


    「ふむ、じゃあ今日はもう寝るしかないな。お前さんもお姫様も疲れてるし、ぶっちゃけ私も知恵熱が出そうなくらい疲れた。未来を見て貰もらえば解ると思うが、それはもうお前と添い寝してたとしても爆睡している私がいるだろうよ」


    「添い寝はしないっての。あー……」


    　ベッドは俺の部屋と、妹の部屋にしかないわけか。仕方ない。


    「俺はリビングのソファで寝るから、美星はこの部屋、冬海は静理の部屋のベッドで寝てくれ。毛布と枕が足りないかもしれないけど、タオルケットやクッションで上う手まいことやってくれればいい」


    　自分は適当なタオルケットを出して寝ればいいか、と自分を納得させる。


    　こんなに疲れた一日だったんだから、意外とあっさりぐっすり眠れるだろう。


    　間違っても美み星ぜと添い寝なんてしないだろうし。


    「なんだ。間違いは犯さないのか？」


    「おかすか！」


    　俺たちのやりとりを冬ふゆ海みは目を瞬しばたたかせて不思議なものを見るように見つめていた。


    「なんだ、別にお前が俺の部屋で寝てもいいが、部屋の中は漁あさるなよ」


    「漁らないしここでは寝ないけれど」


    　そして、まじまじと俺を見て。


    「貴方あなたたちは本当に、いわゆる『夫婦』みたいな関係なのね」


    　そんなことを呟つぶやいた。


    　わざわざ言われると妙に照れくさくなる。


    「そりゃあプロポーズされた身だからな、私は」


    「してないだろっ！」


    　堂々と言う美星に慌てて突っ込む。


    　すると。


    「ふふっ」


    　珍しく、吐息をこぼすように小さく、冬海が微笑ほほえんだ。


    「なんだ、ようやくいい顔をするようになったじゃないか、お姫様」


    「……本当だわ。私にもこんなものを楽しむ感情があったことに驚きね」


    「感情まで記憶喪失にならないでくれ」


    　俺と美星も力を抜いて静かに微笑み合う。


    　ようやく一歩ずつ進んでいるような、まだ何も解わからないけれど、向かうべき方向は解っているような、そんな気分になっていた。


    「じゃあ、俺はリビングに行くからな。冬海は適当な所で部屋移動してくれ」


    「解ったわ。確か……挨あい拶さつは『おやすみなさい』よね」


    「ん、そうだな。おやすみなさい、冬海、美星」


    「おう、せめていい夢見ろよ、春しゆん太た郎ろう！」


    　美星の気遣いにもちょっと嬉うれしくなって、少し気持ちが軽くなる。


    　静しず理りがいない重さはずっと胸にあったけれど。こうやって、一緒に考えてくれる仲間がいるというのがやっぱり嬉しい。


    「それじゃ、また明日、な」


    「ええ、明日ね」


    　俺の言葉に、冬海も穏やかな声で返してきて、俺は俺の部屋のドアを閉じた。
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    　慣れないソファだったから、というのもあるだろうし、静しず理りがいないというのがかなり心労になっているのも原因だろう。もしかしたら、可愛かわいい女子がふたりも泊まってるから、というのも理由のひとつだったのかもしれない。つまり、俺の睡眠はとことん浅かった。


    　うとうとしたと思ったら目が冴さえて、時間を確認したら一時間過ぎていた、みたいなことをさっきから三度ほど繰り返している。気が付けば時計は四時を回っていた。


    「いっそ起きるか……」


    　寝付きが悪い時はもう起きてしまったほうがいい、というのをネットか何かで見たことがある。もちろん睡眠不足になるものの、ずっと『眠れないストレス』と戦い続けるよりは健康的とのことだ。まあ、どっちがましかなんてその人の気分次第なのだろうけれど。


    　洗面台に向かって顔を洗って、歯も磨いてしまう。これで目が冴えてしまったとしても、もうこのまま起き続ける決意だ。静理は、眠れない夜を過ごしているのかもしれないのだから。きっと、この思考が一番俺の睡眠を邪魔したのだろうな。


    　我われながら、大したシスコンぶりだ。


    　洗面所から出た所で、リビングに人の気配を感じた。


    　一瞬だけ静理かと思ったが、そんなはずがないので自じ嘲ちよう的な笑みが浮かんでしまう。


    「何よ」


    「いや、静理かと思ったんだ。おはよう」


    「……おはよう。一緒に住んでいたのだもの、その勘違いは当然ね」


    　ちゃんと挨あい拶さつを返してくれる冬ふゆ海みは、出会った時よりも幾分優しくなった気がした。


    　少なくとも俺が冬海をこの時代に連れてきた未来人、もしくはそれに操られた未来干渉帯であるという可能性が薄くなっているからだろう。


    　それに、今は静理を取り戻すための契約をした仲だしな。


    「ああ、洗面台の使い方は解わかるか？」


    「昨日の夜、いろいろ試したから把握しているわ」


    「昨晩、美み星ぜが買っておいた歯ブラシがあると思うからそれを使って歯も磨くといいよ」


    「歯を磨く……そう、なるほど。自力でやるものなのね。頑張ってみる」


    　未来だと他人がやるのか、それとも全自動なのか。歯ブラシの使い方でも教えたほうがいいのかと思ったが、冬海は『自分で試してみる』タイプみたいなので、あんまり関与しないことにした。……口の中が血まみれになるってことはないとは思うが。


    　少しハラハラしながら、俺は俺でさっさと私服に着替えておく。確か昨日の入浴時も風呂の使い方にかなり時間がかかっていたし。


    　丁ちよう度ど洗濯したばかりの服が一式洗濯籠かごに揃そろっていたおかげで、美み星ぜが眠っている俺の部屋には入らずに済んだ。下手すると夜よ這ばいと思われかねないしな。


    　そろそろ明るくなる時間に部屋に入ることを夜這いと呼ぶかどうかだけど。


    「……随分手間取ったわ……」


    　出てきた冬ふゆ海みの持つタオルはびしょ濡れだった。


    　見れば、洗面所もかなり濡れているのが解わかる。


    「まあ、仕方ないさ。朝にシャワーを浴びる時にでも、美星に使い方を聞くといいよ」


    「そうさせて貰もらうわ」


    　右手に持った歯ブラシを憎々しげに見つめてから、冬海はそれを洗面台に置く。


    　いったいどんな失敗をしたのかは解らないが、こういう完かん璧ぺきな美少女がちょっとした失敗をしている姿は微笑ほほえましいものだ。


    「そろそろ朝焼けが見られる時間だけど見るか？」


    「そうね」


    　俺は冬海を促うながして、ベランダに出る。そこはかつて、俺と静しず理りが『世界の終わり』に触れてしまった場所でもあった。あの時、あのタイミングで空を見ていなかったらどうなっていたのだろうか。うっすらと赤く染まっている空を見ながら、そんなことを考える。


    「あの時は夕焼けだったけど。こうやって静理と未来を見たんだよ」


    「そう。それは災難だったわね」


    　吹く風に髪を押さえながら、冬海は静かな眼まな差ざしで太陽の昇る方角を見つめていた。


    　このまま朝が来れば、一日が始まる。


    　まずは白しろ峰みねさんに連絡をして、かつての状況をきちんと尋ねて……。


    　その後は、学校は休みだけど教室に行ってもう一回調べてみよう。


    　音楽室に行ってみるというのもひとつの手だろうな。


    　とにかく手当たり次第に進めば、いつか可能性は静理に辿たどり着くと信じて。


    　ひとりだったら難しかったかもしれないが、今は未来の知識を持った冬海がいる。


    　だから、なんとかなるはず。右手の拳こぶしをぎゅっと握り締めてから、冬海を見ると。
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    　──その目が、驚きに見開かれていた。


    「冬海？」


    　空は、さっきよりも赤くなりつつある。


    　その朝焼けが珍しいとか、そういうのだろうか？


    　いや、違う。こんなに赤い朝焼けなんて、俺は見たことがない。


    　……まさか。


    「冬ふゆ海み！」


    　冬海が目を見開いて見つめている一点。だが、俺には何も見えていない。


    　なのに、彼女はただひたすら何かを凝視していた。


    　もしかしたら。こいつは既に何かを見ていて──。


    　俺がそれを認識できていないのだとすれば。


    「今の俺は……無理矢理見ることだってできるはずだ」


    　正直、それをするのは怖い。だが、ここで冬海を失うというほうがもっと怖い。


    　それは、静しず理りを取り戻すための手がかりだから……というだけではない。


    　俺が『無』を見て倒れた時に、優しく触れてくれたこと。


    　なんだかんだで気遣ってくれていること。そして、さっき微笑ほほえんでくれたこと。


    　そういうのも含めて、とっくにこいつのことが大事な仲間になっていたからだ！


    　だから!!


    「『未来の右手』、俺に『ちょっと先の未来』を見せてくれ！」


    　慌てて右手を額に持っていき、そのまま目を閉じる。


    



    　次の瞬間、物もの凄すごい勢いで俺の目の中、頭の中に無数の『光』が流れこんできた。


    　その見えたイメージはいつもの白と黒で作られたモノクロの空間ではない。


    　光というのは粒子の集合体というのを思い出す。そしてここはその光の一粒一粒が無限に流れては合流し、全てマーブル状に溶かしたような空間に混ざった。


    　大量の光のうねりは河のように流れ、上だったり下だったり、手前だったり奥だったり、三百六十度全方向に向かって進んでいる。今、俺が見ているものの認識で近いもので言えば『ワープ空間』だろうか。ＳＦ映画やアニメで見たそれが一番それらしい表現だ。


    「何をしているの！　この時代の人間の貴方あなたがこんな場所に来てはダメ！」


    　冬海の声は耳からというよりも、頭の中にダイレクトに響いてきた。


    　ここでは五感より上位の感覚でなければ理解と把握ができないのかもしれない。


    　だからこそ、俺も未来魔術ハイ・エルダーでここに接続したことでこの『場所』に来たのだろう。


    「──ここは何なんだ？」


    　小さな光の一粒。それらを意識すると……頭の中にイメージが広がった。


    　そこには『世界』があった。そしてその世界の『時間』があった。一瞬でその世界の歩んだ時間が頭の奥底に刻み込まれていく。だが、人間の頭はそんなものを理解できるようになどできていなかった。そもそも『世界』や『時間』の『始まり』とは何か？　それを無理矢理見せられて、理解させようと叩たたきこまれ、しかもその悠久の流れの中にたったひとりの人間が交ざればどうなるのか……そんなものは、簡単だ。大海原に落ちる雨の一滴のように、一瞬で溶け込み、そしてその存在は──。


    　バチン！


    　鋭い痛みとともに俺は我われに返った。


    「っ！　はぁ、はぁ、はぁ、はぁ……！」


    　俺はいったいどうしたのか。何があったのか。いったい『何になるところだったのか』がさっぱり解わからない。


    「ダメと言ったでしょう」


    　確かなものは、ヒリヒリ痛む頰ほおだった。そして、それを放った冬ふゆ海みの鋭い声。そのどちらもが、冷たい氷を頭の奥まで押し込んだかのように熱くなった意識を冷やしてくれる。


    「貴方あなたの未来魔術ハイ・エルダーはあらゆる世界や時間、可能性にすら接続することのできる権利を持つもの。言うならば『観測者権限』なのだから。あのままその世界に接続していたら、永遠にこの場所から無限の世界を観測する者になるところだったわ」


    　俺を元の意識に戻してくれた冬海の顔が近くにあった。その冬海の服装もいつの間にかパジャマではなく、制服の夏服姿になっている。右手は俺を叩いた仕草のままで、左手はしっかりと俺の右手を握っていてくれた。


    「はぁ……そう、か……すまん、助かった」


    　──おかげで理解する。『ちょっと先の未来』を見るということは、あの世界の中から一旦外に出て『観測者』として未来の一部を切り取って見たのだ、ということを。


    　そして今無数に流れている大量の光の河。それが全て『世界』であり『時間』。そして『可能性』であることも理解できた。


    「いいわ。……バカなことをするのね、本当に貴方って」


    　実際、バカげたことをしたのだろう。こんな場所にいる冬海に無理矢理接続し、そして一瞬で自我崩壊までするところだったのだから。


    　まだざわつく心を無理矢理に押さえ付けながら、俺は冬海に尋ねた。


    「冬海。ここは結局なんなんだ？　俺たちの世界はどこだ？」


    　もしもこんなに大量の光の流れの中に紛れてしまったのでは、もう自力で捜すこともできない。急流の大河に投げ込んだ小石を捜すようなものだろう。


    「今まで私たちがいた世界は終わってしまったわ。今はもう、あの流れの果てに辿たどり着いてしまったはずよ」


    　ドクン、と心臓が大きく鳴った。嫌な予感に、寒気すらしてくる。


    「終わった……？　辿り着く？　……すまん、どういうことなんだ」


    　半ばその意味は理解しながらも、どうしても尋ねてしまうのは……こいつの口から決定的な言葉を聞くまでは信じられない、というのがあったのかもしれない。


    　そして冬海はどこか申し訳なさそうな顔で眉まゆを下げる。話す事実がつらいかのように。


    「ここは三年前に静しず理りさんが見た『世界の終わり』よ」


    「三年前……確かに、あいつはうわ言みたいに『世界の終わり』って言ってたな」


    「そう。言うなればその時もう、貴方あなたたちの世界は終わっていたはずだったのよ。突然、前触れもなく、跡形もなく、全ての可能性を消失して滅びていた」


    　冬ふゆ海みは淡々と語る。その言葉の意味を疑おうにも、今のこの空間はそれすら許してくれない。人間の五感以上の何かで伝えられる情報は、その真偽すら把握させる。


    「そんなものを直視してしまった静理さんの目は、この『最果てに至る道』とリンクしてしまったの。だから、世界のことを別の光に照らされた色でしか見えなくなったのよ」


    　これだけ無数の『色』があるせいで、静理はその反射としてしか元の世界を捉えられなくなったということなのか。超色覚というのもつまり、この空間からの観測者視点ということになるのかもしれない。


    「しかし、冬海の言葉だと……世界は三年前に終わったんだよな？　でも三年続いたのはなんでなんだ？」


    「あの瞬間、『世界の終わり』とリンクしていたのは静理さんだったみたいね。つまり、あのまま放置していれば静理さんごと世界は終わっていた。逆に……それを無理矢理止めた人間がいたわ。そのリンクを強引に断ち切った人が」


    「え？　ああ……俺、なのか？」


    　冬海は肯定しなかったが、その無言こそが肯定だった。


    「止めたというよりは、リンクを奪った。接続権を横から奪ったという形ね。だから貴方の右手には『観測者権利』が宿った。この『世界の終わり』を見守る者としての役割が」


    　あの時はもちろん無我夢中だった。だから当然そんなつもりはなかった。そもそも世界のことも未来のことも何も知らなかったのだから。


    　だけど偶然にせよ、そうやって静理も世界も助けることができたのか。一時的に。


    「だけど、タイムリミットはここまで。三年以上も世界が存在し続けただけ凄すごいのかもしれないわ。実質、いつ滅びてもおかしくなかったのだから」


    　にわかには信じ難い話だった。全く落ち着かない心を、無理矢理落ち着けるために……拠より所となるのは皮肉にも冬海の手の感触だった。彼女との繋つながりが今、かろうじて俺をパニック状態にならないよう維持してくれている。


    「なあ……滅んだ世界はどこに行くんだ？」


    　とはいえ、震えそうになる声は押さえようもなかったようだ。


    　大量の光は様々な方向に進んでいるように見える。


    　だというのに、最終的に行き着く先がある気がした。


    「私の元々いた未来……『最果ての未来』に行くわ。ここは全ての世界をそこに向かわせるための道みたいな場所だから」


    　最果て。そんな所から冬ふゆ海みは来たのか。


    『ちょっとした未来人』なんて考えていた自分を恥じる。


    　時間と空間の果てに存在する未来から来た正真正銘の未来人だったのだ。


    「ってことは、このまま手を離せば冬海は未来に帰れるのか？」


    「どうかしら。あの光の中の、全然別の時代に飛ばされるかもしれないわね。もしかしたら空間と空間の狭はざ間まに飛んで閉じ込められるかもしれない。今の私には──ここが何なのかは解わかっても、帰る方法なんて解らないもの」


    　その言葉に滲にじむ苦しげな色に、俺の胸も痛んだ。


    　いずれにせよ。このまま世界は終わってしまう、そういうことなんだろうか。


    　いくつか質問してみたところで、流石さすがにあの時じ空くう歪わい曲きよく間かん隙げき場ばのようにこの状況を打破するような方法は編み出したりできないだろう。


    　あまりにも常軌を逸していて、あまりにも非常識的過ぎる。


    　むしろこんなものを理解し、把握できるようになる『未来の科学』……冬海の故郷の科学力というのは、凄すごいものなのだな。いくら何年も、何百年も、ずっと先から来たとはいえ、ただの人間がいつか辿たどり着ける領域とは到底思えない。


    　だからこそ、おかげで何な故ぜか落ち着いていた。不思議と心はリラックスしていた。何故かは解らないが、なんとなく……あるべき場所に戻ってきた。そうだとすら感じている。


    　それは目の前の冬海も同じなのか、いつになく険しさはなくなって穏やかな顔立ちだった。まあ、俺たちにはもう何もできることはないから諦あきらめただけなのかもしれないが。


    「こんな場所まで辿り着ける科学力を持つ、冬海の故郷ってどんな場所なんだ？」


    「そうね……『最果ての未来』は、生命活動の存在しない世界よ」


    「え？」


    　思わずしげしげと冬海を見てしまった。そして繋つないだ手の体温を確認してしまう。


    「そういう意味じゃなくて……」


    　冬海は説明の難しさに悩みながら、眉まゆを寄せて。


    「生物の全てには終わりがあるように、地球にも寿命があるというのは知っているでしょう？　だから……高度に発展した科学は、全ての『時』を停止することで『永遠』を手に入れたの。そこに存在していた者たちの『意識』だけを残して。結果、全てが停止した世界になった。それが全ての行き着く果てよ」


    「そ、そんなの……」


    　ほとんど、滅びているようなものじゃないか。


    　遠い未来の果て。『科学』の進歩はそうやって『時間』すら手中に収めたことで、何もかも停止させた。そういうことなのか？


    　全ての停止は思考の停止に外ほかならない。発展の停止ですらある。


    　時間を手に入れたことでそれ以降の未来を完全に捨て去り、ただ意識のみが残る。


    　それが未来人というものだというのか。


    　だから。だから、まだ『変化』させられる『過去』に干渉することで、そこに生きている人間たちを『娯楽』にするしかなくなったのか。


    「冬ふゆ海みも時間停止して意識だけになっていたのか？」


    「私もそうみたいね。……過去に移動する際に体も動いたようだけど。こうして動くようになると、体で生活するほうが色々刺激になって愉快なことも多いわ」


    　なんとなく、冬海が『体のほうがいい』と言ってくれたことに安あん堵どした。


    　それにしても『最果ての未来』の未来人というのは聞いていると生きているだけの人間だ。そんなものには俺もなりたくない。意識があるならあるで、何か先に進めたくなる。これは俺がまだ未熟な科学の時代に生きているからなのだろうか？


    「ふう。それにしても、どうしたものかしら……考えるのも面倒だわ」


    　流れる光を見上げながら、またため息を吐つく冬海。


    　こいつは本当に面倒くさがり屋だな。こんな所まできて言うことが『面倒だわ』だなんて、やっぱり変わっているとしか思えない。思わず笑ってしまう。


    「む。何よ」


    「ああ、いや……冬海は未来に帰りたいのか？」


    「さあ。でも、少なくとも私はそこの人間だもの。戻るのが当然で……適当に流されて、また適当な世界に行くわけにはいかないし。ここで滅びるのを待つというのもごめんだわ」


    「だとすれば、余計にこのまま冬海を離すわけにはいかないな」


    「私としては、とても不本意なのだけどね」


    　無限に流れる世界という光の中でふたりっきり。


    　ある意味ロマンチックではあるものの、冬海の言う通り、ここで適当に流されると適当な世界に行き着くかもしれない。


    　このままふたりで漂着するというのも悪くないが、戻れる保証が全くない。


    　またここに来られたとして、手段も方法もなければ同じことの繰り返しだ。


    　だが、ここは全ての世界の全ての時間に繋つながる場所。


    　何かやるべきことがあるとしたら──ここなのだ。


    　俺が本当に望んでいるのはなんだろう。


    　俺たちのいた世界を元に戻したい。それは確かだ。


    　静しず理りを取り戻したとしても世界がそこにないんだったら意味がない。あの世界で、静理たちにはずっと過ごしていて欲しいのだから。


    　いや、そもそも。どうしてこんな場所に俺が辿たどり着くことになったのか。


    　本当にただの偶然なのか、それとも。


    　時じ空くう歪わい曲きよく間かん隙げき場ばの時のように仕組まれていたんじゃないか？


    　ここは、そう。全ての世界の時間に繋つながっているのだから。


    　もし誰だれかが今回のことを全て仕組んだのだとすればなんのために？


    　結局世界が『最果ての未来』にたどり着くことが決まっているなら、仕組んだところで意味がないはず。だったら……。


    　そう。


    　仕組んだ人物の思考は──！


    



    　キィィィィィィィィィィィン!!


    



    　激しい頭痛と共に声が響いた。


    『ようやく気付いたか、待っていたよ〝観測者〟資格を持つ少年？』


    　それは『意味』だけで話しかけてきた。だから頭の中で俺の知っている言葉に変換するとこういう日本語になる、というニュアンスになる。


    　だからその相手が男なのか女なのか、年寄りなのか子どもなのかも解わからない。全てが交ざっているようで、全てが違うような気がする。


    　だというのに、俺はその人物をよく知っているような気がした。


    『そう、この『最果てに至る道』は観測者たる者にとっては時間と空間を操る場所なんだ。さっき、君も経験しただろう？』


    　さっき、ひとつの光を見た時。その世界における全ての時間が流れ込んでくるところだった。当然、人間の脳や認識力はそんな『世界の時間情報、始まりから今まで全て』なんてものを受け取るようにできていないので、危うく意識が吹き飛ぶところだった。


    　そして、ここで俺にだけ働きかけてきたということは。


    　こいつこそが、今回のことを仕組んだ人物。


    　冬ふゆ海みの記憶を奪って過去に送り。


    　俺を未来干渉帯としてあの時空歪曲間隙場を作らせた。


    　全てを計画した未来人だ。


    『ご名答。冴さえているじゃないか少年』


    　俺は口に出さなくても思考するだけで向こうには筒抜けということらしい。


    　それなら冬海に全てを明かすことなく会話もできる。


    　──ようやくご対面できたな、未来人。


    『実際にはよく会っているけれど。まあ、この私はそこの未来人同様に記憶制限をかけているから解らないのも当然だ』


    　そうなのか。だとすれば……誰だ？


    　一番怪しいのは一緒に時じ空くう歪わい曲きよく間かん隙げき場ばの中にいた人物だと思うんだが。


    『さて、犯人捜しはおいおいにして貰もらうとして。君にこれからの選択肢を提示しよう』


    　選択肢だと？


    『君のいた世界は終わってしまった。だけど、そこには救いたい者がいたはず。全ては世界と共に滅びたとしても、彼女だけは別の空間に隔離されている以上、永遠に終わることもできずに……今もあの教室にひとりきりだ』


    　正直な話、世界の終末というものは『仕方ない』と勝手に思っていた。いつか突然戦争でも始まって『ドカーン！』と何もかも終わるかもしれない。そんなふうに考えていたこともあったくらいだ。


    　だけど今、この声は聞き捨てならないことを言った。


    　静しず理りだけは残っていると。しかも、あの教室で──永遠に。


    　それだけは、それだけは見逃すことはできない。


    『私は君に協力するよ、少年。君の言う未来人が力を貸すんだ。さて、君は何をする？』


    　試されている、そう感じた。


    　そうか、未来人にとって全ては娯楽。


    　こうして悩み苦しんでいる人間たちを見ることでしか停滞した時の退屈を埋められないのだろう。だからこの俺を試すような言葉も楽しみのひとつでしかないのか。


    『残念ながら、それもあるけれど少し違う』


    　うん？


    『私は君の見る夢に干渉して、こう囁ささやいたことがあるんだ』


    　その声はその途端、妙にリアルに。


    　そしてハッキリと肉声のように耳元で聞こえた。


    



    「未来なんて、壊してしまいましょう」


    



    　その瞬間、ぞわっと。悪意なのか、それとも善意なのか解らないが。


    　背中から全身にかけてを強い『意識』が駆け巡った。


    　そう、この『未来人』は。


    　俺を利用して──『最果ての未来』を壊したがっている……！


    『利用とは言葉が悪い。協力して欲しいんだ。あの停滞しただけで満足している未来を壊し、先に進むためのカタストロフに。時間という大河には過去からの石は小さな波紋しか生まないと油断している彼らに、その一投が全てを崩壊させる可能性を提示したい』


    　それはまるで、悪魔の契約だった。


    　未来は決まっているから、冬ふゆ海みは存在していると言っていた。


    　それを壊すということは、冬ふゆ海みだけでなくこの未来人だって消えるかもしれない。


    　そんな崩壊を俺に手伝えというのか。


    　ゾワリ。


    　もう一度震えがきた。


    　それはいったい、嫌悪だったのか、恐怖だったのか、戦せん慄りつだったのか。


    　或あるいは、歓喜だったのか。


    『どうやら協力して貰もらえるようだ。だけどそのためにはまず、君の世界の滅びを止めなければならない。そのための協力なら惜しみなく手伝おう。何をすればいい？』


    　俺は許諾した覚えなんかなかったが。


    　迷った段階で既に深層心理で答えは出ていたのかもしれない。


    　いや『最果ての未来』の有り様を聞いた時に憤いきどおった時、既に決まっていたのだろう。


    　世界も未来も手のひらで転がすような神にでもなるつもりなのか、俺は。


    　そんなものになる気なんてさらさらなかったのに。


    　だけど俺は、俺の右手は震えていた。


    　未来を壊すという、甘美な衝動を抑えきれないかのように。


    　そのためになら、神にも悪魔にもなれる。


    　そんな決断すらできそうな気がするほどに。


    　俺は一度思考のために目を閉じて。そしてその右手を額に当てた。


    　未来を見るためではなく。


    　未来を作り上げるために。


    『まず。これから俺がすることで世界が巡り、たとえば同じ『世界の終わり』が何度も繰り返される、ループするような状況になったとしよう』


    『その可能性はある。もしかしたらこれが既に何度目かの君との邂かい逅こうであることを、君自身が覚えていないだけかもしれないからね』


    　そうか、そういうともあるのか。俺がここから未来人に頼んで──たとえば世界をやり直すとして。再び失敗してここに戻る。有り得ないわけではない。ただ毎回自分は一度目だと思い込んでいる以上、それを『観測する』立場が必要になるわけだ。


    　そして、未来人はあくまで未来人でしかなく『観測者』ではないから解わからない。


    　未来人がどこにいるのかは解らない。だが、その声の方向に語りかける。


    『お前のやり方は正解だった。だからもしも俺が失敗したら、俺が必ずここに来るよう、静しず理りを時じ空くう歪わい曲きよく間かん隙げき場ばに閉じ込めて欲しい』


    　最愛の妹を、静理を助けるために閉じ込める。


    　きっと苦しいだろう。つらいだろう。寂しいだろう。


    　一刻も早くそこから救い出すために、俺は敢あえてその道を選んだ。


    『──なるほど！　そうなるわけか。いや、君は本当に〝観測者〟たる資格を持っている。その右手だけではなく、世界そのものを見守る資格をね』


    　未来人は喜んでいるようだ。やはり、人の気持ちや感情を楽しむというその姿勢には同意まではできないものの、納得はできる。


    『それで、どうするんだ？』


    　だから、次の俺の言葉をワクワクするように待ち望んでいた。


    　そう、ここからが俺の本当の戦いなのだろう。


    　この『世界の終わり』という決められたシステムを。


    　そして『最果ての未来』を壊すという目的の一歩を。


    　今から踏み出さなければならないのだから。


    『この場から、終わった世界に干渉することはできるのか？』


    『当然。〝観測者〟であれば楽勝で可能だ。終わった世界であっても、終わる前の時間に干渉することができる。必ず翌日には終わってしまう世界であっても、その一日前に戻れば色々状況を変えることはできる。もっとも、終わりそのものは回避できない。君の主観時間でいう〝三年前〟──妹と君が世界の終わりを認識してリンクして繋つながった、あの時間以前にはどうしても戻ることはできない』


    　と、いうことは。そもそも俺と妹が終わりの世界と繋がったというリンクそのものをどうにかする必要がある。


    『つまり、この場からなら元の世界の時間には飛べるということなんだな』


    『正確には飛ばせるだよ〝観測者〟』


    　飛ばせる。


    　……そうか、そういうことか。


    『そうだ、観測者。君は今後、それをすれば〝観測する者〟となる。この世界の意識と一体化し、ただ全ての世界を観測するだけの存在になる。君が修正した世界に君は存在せず、存在しなかったことになる。それでもそれを実行するのか？』


    　俺が見ていた『ちょっと先の未来』にはあくまで俺はいなかった。


    　当然だ。俺はそれを観測する者になっていたのだから。


    　今後はそれが当たり前になる。それをすれば二度とあの世界に俺は──。


    　構うものか。


    　自分が『観測者』となることで全てが上う手まくいく可能性があるのなら。


    　静しず理りもあの世界も助かるというのなら。


    　俺はなんにだってなってやる。


    　そう決意する。


    『それでこそ、私が選んだ未来干渉帯だ。さあ、それじゃあここから始めよう』


    『ここから終わらせよう、だろ？』


    　自分の未来の滅びを願う未来人。


    　自分の世界を。妹を救うためにそんなものと契約を結ぶ人間。


    　そこには些さ細さいな差しかないのかもしれない。


    　そう思うとなんだか笑ってしまいそうになった。


    



    



    「冬ふゆ海み。質問があるんだが」


    「……何を笑っているのよ。何？」


    　どうやら俺と未来人の会話は何も気付かれていないようだ。この場で時間について語るのも変な話だが、きっと一瞬の出来事だったのだろう。


    「あれ、笑っているか？」


    「ええ。口の端はが歪ゆがんでいるわ。どうせまた、ろくでもないアイデアが浮かんだんでしょう。なんでも答えるから尋ねてみて」


    　冬海はため息交じりに俺を見つめた。その強気で、それでいて優しいところもある。


    　そんなこいつのことを、この一日で結構気に入ったのも確かだ。


    「過去をどんなに思いっきり改変しても、未来って変わらないのか？　たとえば冬海がいなかったことになったりするとか」


    「ならないわ。未来は決定しているもの。過去はその未来に添って辻つじ褄つまを合わせるように改かい竄ざんされる。最終的に『最果ての未来』に行き着くようになっているのよ。そこで生まれた私は絶対に生まれるようになっているということよ」


    　やはり、それが当然なのか。


    　こいつは俺が今この瞬間、その『最果ての未来』を壊す契約をしてきたと知ったらどう思うのだろうか？


    　意外と『そうね、壊しましょう』とか同意してくれたりするかもしれないな。


    「たとえば、そうだ。前に言ってたろ？　科学の開祖とか。そういうのが死んでしまったらどうなるんだ？　この世界に生まれるはずだったのに、とか」


    「別の世界や可能性で生まれているかもしれないでしょう。それに、たとえばその世界でその人物が死んだとしても、数年か、数百年、その理論の完成が遅れるに過ぎないの。そういう意味では、小さな未来の書き換えは何度でもあるかもしれないわね。でも、いつかどこかで必ず『開祖』の理論には誰だれかが達するし、いずれは人類は時空を制するし、そして未来は『最果て』に行き着く──」


    　さっき未来人は時の流れを大河にたとえていた。


    　つまり、この世界の流れ、時間の流れそのものがとてつもなく大きな川の流れだとすれば。上流に石をひとつ投げたところで、最終的に川は海に辿たどり着く。


    　いや、そもそもそこで川が終わったって構わないのだ。


    　どこかで、別の川が『海』という『最果て』に流れ着く。


    　過去なんていくら変更されようが改かい竄ざんされようが、未来人たちには影響がない。


    　それが未来人なのだ。


    「なんだか話が途方もなさ過ぎて、さっぱり理解できそうもないもんなんだな」


    　自分が最終的に挑まなければならないものの大きさに辟へき易えきしながら答える。


    「当然よ。この理論が確立されるのはもっとずっと後のことだもの。まだ電波で通話しているような貴方あなたたちでは辿り着けないわ」


    　こないだも言っていたけれど、冬ふゆ海みがこんなに電波の通話にこだわるのは、もしかしてやってみたかったんだろうか？


    「だけど、やっと冬海のことは少し理解できた気がする。ずっと冷たい女だな、とか、きつい女だな、とか思ってた。せっかく顔は可愛かわいいのに、って」


    「そうね。私も貴方のことは軽くていい加減な男ね、と思っていたわ」


    　こんな、光の渦の世界で手を繋つなぎながら静かに言い合う言葉じゃないな。


    　お互いそれが解わかって、なんだか面白くなってしまう。


    「だけど、静しず理りのことも。あの時じ空くう歪わい曲きよく間かん隙げき場ばに捕まったみんなのことも、真剣に考えてくれていた。俺のことも本気で心配してくれた。だから、信用できる女だ、っていうのは確かだと思ったよ」


    　冬海の言う通り俺たちの世界はもう終わってしまったのかもしれない。


    　だけどそこであったことは『最果ての未来』に何の影響も与えない。


    　他の世界にすら何も影響を及ぼさない。


    　なんて絶望的で優しくない事実だろう。


    　全てがもう決定されているから、何も変わることはない。


    　未来人の娯楽は過去人たちがどうなっても知ったことではなく。


    　過去に送り込んだ同胞がどうなっても関係ないものなのだ。


    「もうすぐ決断しないといけないみたいね」


    　光の奔ほん流りゆうが僅わずかにだがこちらに向かって近寄ってきていた。もしかしてあれに巻き込まれたら、俺たちはどこかの世界に飛ばされてしまうのだろうか。


    「このまま貴方と一緒にどこかの世界に行くとか、ちょっぴり最悪だわ」


    「そう言うなよ。俺にだってまだやり残していることがあるんだから」


    「妹さんのこと？」


    「お前と美み星ぜのシャワーシーンを覗のぞけないこととかな」


    「貴方は本当に最低ね」


    　クスッ、と小さく笑われる。


    　軽口を叩たたき合っているうちに、光の河は俺たちの頭上近くまで迫っていた。


    　きっとこのまま──この光は俺たちをあっさりと飲み込んでしまうだろう。


    　そしてその激流の中で離れ離れになって、二度と会うこともなくなるかもしれない。


    　だが、そんなことになるつもりはなかった。


    　冬ふゆ海みには悪いが……こいつにはもっと、働いて貰もらわないといけない。


    「冬海、悪い。頼みがあるんだ」


    「何？」


    　さっき迫られた決断の答えはとっくに出していた。


    「俺の未来魔術ハイ・エルダーは『観測者権限』だってお前が言ったよな？　だから試してみたいことがあるんだ。協力してくれるか？」


    「それは……構わないけれど」


    「俺がお前の『ちょっと先の未来』をここで見る。多分その『未来』は今までのものとは違うもののはずだ」


    「え？　……でも、この世界は……」


    　言いかけて。ハッ、と気付いて顔を俺に向ける冬海。


    　間近にある青い瞳ひとみが、本当に透き通って綺き麗れいだった。


    「ま、待ちなさい！　貴方あなた、本当に何をするつもりなの！」


    「やってみなきゃ、何ができるか解わからんのだけど、やってみる価値はあると思ってる」


    　そして俺には既に確信がある。


    　だから俺はそのまま手を引いて、冬海を抱き締めた。


    　そのまま自由になった右手を自分の額に当てる。


    「待ちなさい、こんな場所でその未来魔術ハイ・エルダーを使ったら、何が起きるか……！」


    　冬海が必死になって止めようとする。クールなこいつがこんなに焦ってくれるということは、やっぱりとても危険なことをしようとしているんだな、俺は。


    「悪い。だけど、ほら。このまま俺と一緒にどっか飛ばされるとか、最悪だろ？」


    「だからって！　貴方のそれは『観測者』になる力なのよ？　そんなものになったら、貴方自身というものは消えて、ただ無数の世界を『見る』だけの存在になってしまう！」


    　必死に俺を止めようとする冬海。


    　このままでいたら、どうせ一緒に飛ばされるだけなのに。


    　それでも、そんな僅わずかな時間だったとしても。俺を心配するほど、やっぱりこいつは。


    「なあ、冬海。怒らせるついでに、物もの凄すごく怒らせていいか？　こう、再会した時に、ぶん殴なぐって貰うために」


    「そんなもの、今でもとっくに──んぅっ！」


    　だから、その。


    　俺を心配して、泣きそうなまでに怒ってくれている冬ふゆ海みの体を。


    　物もの凄すごく、きつくきつく抱き締めた。


    　……絶対にこれは自殺行為だ。


    『後』で、絶対に殺されるに違いない。


    　だから。


    　俺は、そのまま目を閉じて──。


    『ちょっと先の未来』を見た。


    



    　そこは、誰だれかの見ていたモノクロの未来だった。


    　なんのことはない。いつか俺が見た未来の風景だ。


    　モノトーン調の教室。


    　窓際最後尾にある俺の席。そして、美み星ぜはそのひとつ前の席に座った。


    『ふぃー』とでも言うかのように口を開くと、両手両足を思う存分に伸ばす。


    　自転車で途中まで坂を登ったから、かなり疲れていたのだろう。


    　そのままいつものニマニマ笑いを浮かべると、壁の時計を見た。


    　八時二十五分。
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    　そうか。ここはもう『最果ての未来』と接続している。


    　だから未来人はこうやって、この場所から干渉してくるんだろうな。


    　そして『今』俺に最も干渉している未来人は──。


    　東あずま冬ふゆ海み。


    　俺は彼女を、そこに送り込むことに決めた。


    



    　途端に、光の奔ほん流りゆうが逆流を始める。


    　丁ちよう度ど俺たちの真上に、白黒で切り取ったかのような四角いパノラマの映像が浮かんでいた。それが今、俺が観測していた『世界』の『時間』だ。


    「っ、貴方あなた、何を……！」


    「もしかしたら、また冬海は記憶をなくして、おんなじこと繰り返すかもしれないけど。それでも、これで可能性が繋つながるだろ？」


    「だから、貴方は、何を……！」


    「今度は時じ空くう歪わい曲きよく間かん隙げき場ばなんて発生しない。そこで上う手まくやってくれ」


    「上手く……？」


    　あれを俺が発生させていたのだとすれば、俺がいない世界では発生しないはずだ。


    　少なくとも静理が消えるような世界にはならないだろう。


    　抱き寄せていた左手を解放すると、そのままふわりと……冬海の体は、頭上のパノラマ世界の中へと吸い込まれていく。


    「貴方……これが、どういう、ことか──！」


    　冬海の声も遠くなっていく。


    「悪い、冬海。後は、任せた。ついでにあの『世界の終わり』もなんとかしてくれ」


    　俺にはもう観測することしかできなくなるから。


    「あ、でも。世界が滅びる度たびに冬海がここに来るなら、毎回同じ世界をやり直して貰もらって、世界が終わらない方法を探して貰うのも手か。未来人なんかに、世界の行く先を決められちまうのも癪しやくだしな？」


    　なんて、未来人である冬海に完全な人任せなことを呟つぶやくと。


    「この──最低──男──!!」


    　冬海の罵ば声せいを遥はるか遠くに聞きながら。


    　その声に、少しだけ涙っぽいものが交ざっていたことが……。


    　少し、申し訳なく感じた。
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    　記憶がないということはもう少し不便だと思っていたけれど、特別困るようなことはなかった。どうやら私はこの世界で生きるだけの充分な知識を有しているようだし、言語も問題はない。ただひとつ問題があるとすれば、この言いようのない謎なぞの苛いら立だちだ。


    「おいおい、お姫様。そんなに世界の全てを憎んでいるような目で睨にらんでいると、眉み間けんにしわができちまうぜ？」


    　そんな私にも積極的に話しかけてくれる、赤あか西にし美み星ぜという少女には感謝していた。


    　同年代の少女たちよりも幼く見える外見でありながら、精神年齢は遥はるかに上に思える。こうして私に話しかけてくれる時だって気遣ったタイミングだし、言っている内容は……聞き入れてもいいものだった。


    　でも何な故ぜか。


    　私は前の席に座っている彼女に対してはとても好意的な意識を持っているのに。


    　その席そのものには強い苛立ちを覚えるのだ。


    「もう、仕方ないなあ……よっ」


    　彼女の小さな人差し指が私の眉間に当てられると、不思議と心ここ地ちよくなる。


    　波立っていた感情が落ち着くと同時に、申し訳なさが浮かんだ。


    「ごめんなさい。自分でもどうしてなのか解わからないけれど、その席を見ているとイライラしてしまうのよ」


    「席にイライラされてもなあ……もしかしたら前の学校とかで、前に座っている奴やつにムカつく奴でもいたのかい？」


    「ん……そう……かもしれないわね」


    　記憶喪失だと、こういう記憶関連の話題は曖あい昧まいに答えざるを得ない。


    　上う手まく対応しようにも、私本人に関するものは『現れる度たびに対処』というアドリブを要求されるものだった。そして、その究極の形が。


    　プルルルル。


    『あ、もしもし、姉さん？』


    　電話。電波を用いた通信で音声を伝えるという、とても古臭い手段の会話機械だ。


    　私はもっと効率的なものを知っているはずなのだけど、今はこの『見えない相手との声のみの通話』というものを乗り切らなくてはならない。


    　しかも、どうやら相手は私のことを『姉』と慕う人物だった。


    「こんにちは、静しず理りさん。どうかしたの？」


    　スマートフォンと呼ばれる電子端末に表示された名前からして、相手が『果は瀬せ静理』という名前であることは解わかっている。


    『ううん、特に用事はないんだけど。姉さんに、白しろ峰みねさんが会いたいって言ってるから。今から行ってもいいかな？　って』


    　白峰。白峰……。記憶にはまるでないけれど、きっと知っていて当然の人物のはず。


    「構わないわ。教室で待っていればいいかしら」


    『そうだね、それがいいかも。それじゃ後でねっ』


    　嬉うれしそうな弾む声と共に電話が切れると同時、私の心は沈んでいた。


    　正直な話、知らない人から嬉しそうに話しかけられ、知らない人の話をされるというのは思った以上にきついものがある。やっぱりここは正直に話したほうがいいかもしれない。


    　そう思って、まずは目の前の親切な少女を見た。


    「ああ、しずりんか。相変わらず可愛かわいい感じだったろ？」


    「え、ええ。そうね」


    　私が電話していた相手をすぐに見抜かれて、ニコニコ笑われる。


    　確かに声のトーンや雰囲気は可愛い感じだった。


    「あの子の目は違うものが見えているらしいからな。姉としては心配かい？」


    　美み星ぜさんはしみじみと呟つぶやく。電話口ではあんなに素直そうで明るい声音だったのに。普通とは違うものが見えている不安を姉である私に悟らせないために、と考えると健気な子、という印象も付加される。


    　でも、何はともあれ……今の状況を相談したほうがいい。


    　私はそう思って、話を切り替えることにした。


    「ねえ、美星さん」


    「お。お姫様から私に話しかけるなんて珍しいな？」


    　どうやら私は目の前に座っている親切な少女にすら話しかけないタイプだったらしい。


    　なんとなく、こうしている今でも人付き合いが上う手まいほうではないという自覚があるから解らなくもないのだけど。


    「もし長くなりそうならちょっと待っててくれないか？　ちょろっと購買部まで走ってパンでも買ってくるから」


    「あ……そうね、解ったわ」


    　確かに、今はお昼休み。私は現状を把握するために情報を整理していたから忘れていたけれど、そういえばまだご飯を食べていなかった気がする。


    　鞄かばんの中には確か、お弁当箱があった。中身が何かというのは解らないけれど、きっと用意した、もしくは用意された食事があるはず。


    　そう思って、鞄かばんの中から丁てい寧ねいに包まれたお弁当箱を取り出したところで。


    　……これは本当に私の物だっただろうか。そんな疑問が浮かんだ。


    「あ、姉さんっ」


    　カツ、と杖つえの鳴る音が聞こえて振り向くと、教室の後ろのドアに大人しそうな少女がどこか視線の合わない表情のまま手を振っていた。その隣には綺き麗れいな女性が立っている。


    　綺麗な長い黒髪をしたどこか深みのある瞳ひとみの女性。彼女が白しろ峰みねさん、だろう。


    「お待たせっ。ちょっと急いじゃったっ」


    　私が近寄ると、それだけで解わかったのかニコニコと報告してくる。


    　目が見えていないわけではなく、見え方が違うというタイプなのかもしれない。


    　とはいえ、普段の自分が彼女に対してどう対応していたのかというものが解らない以上、おいそれと適当なことを言うわけにもいかない。


    「そこまで急がなくても良かったのよ」


    「えへへ」


    　急いだら危ないという意味で告げると、心配してくれたことが嬉うれしいのか静しず理りさんは微笑ほほえんだ。そして、白峰さんを見上げる。


    「少し、二人で話を……いいですか、冬ふゆ海みさん」


    　彼女は何な故ぜかとても深刻そうな顔でそう告げると、静理さんを教室の中に促うながした。


    「うん、私はいつもの席に座って待ってるね」


    　そのまま、杖を使っているとは思えないスピードでスタスタと、真まっ直すぐに私の席に辿たどり着き、そのまま器用に座る。どうやら私の席は彼女の御ご用よう達たしでもあるらしい。


    「非常階段の前で話しましょう。そこなら人も来ないと思うので」


    　白峰さんという人は随分と思いつめたような目をしながら、辺りを窺うかがうようにして歩き出した。私はなんとなく嫌な予感を覚えながらも、その背中を追いかける。


    　教師ではない……確か『教員補助員』。学校が雇う、生徒の世話などをお願いする人物のはず。そんな人がどうして私のみを呼び出して話をするのか。


    　ここで静理さんのことについて真ま面じ目めな相談とかされたとしても、本当に困ってしまう。実際、私の中で彼女との接点はないわけだし、そもそも『どうやら妹らしい』という情報までしかないのだから。たとえば学校でこんな問題が起きている、とか。彼女が悩んでいるけどどうすればいいか、みたいな相談だった場合、対処なんてできるはずもない。


    「ここでいいですね。ふぅ……」


    　非常階段の辺りは確かに、生徒たちの姿はなかった。大きな姿見が飾ってあって、自分の姿がそこに映るだけで違和感を覚える。


    「話というのは何かしら」


    　その内容によっては早々に切り上げなければならない。


    　白しろ峰みねさんという人物には悪いけれど、私に対処できる案件なんて少ないのだから。


    　だからさっさと話を促うながしてみたところ、彼女はとても迷うような。


    　そして言い出すことに決意が必要そうな視線で私を見た。


    　その口がゆっくりと開く。


    



    「冬ふゆ海みさんも……春しゆん太た郎ろうさんのことを覚えていないんですか？」


    



    　その名前を聞いた瞬間に、凄すさまじい衝撃が頭の中に走った。


    　言うなればハンマーで殴なぐられたような。電撃によるショックを与えられたかのような。


    　それほどの苦痛が頭から首、背中、胸、肩や腕、お腹なかや腰、そして足先まで響く。


    　目からはポロポロと突然涙が溢あふれ出して。


    　私は立っていられなくなって非常階段のドアにもたれかかった。


    「冬海さんっ!?」


    「あ……ああ……」


    　春太郎。そう、その名前だ。私の中で物もの凄すごいイライラをもたらしていたものの正体。


    　本来、私の前に座っているべき人物で。
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    　本来、美み星ぜさんの親友ポジションであるべき男で。


    　本来、静しず理りさんの優しい兄でいなきゃいけない奴やつ。


    「そう、そうね、そうだわ。そっか……白しろ峰みねさんも、未来干渉帯だったものね」


    　ぼんやりしていた『知識』が『記憶』と結び付くことで、怒ど濤とうのように今までのことが全て思い出せた。


    「はい。でも、何な故ぜか……私以外の人が突然、春しゆん太た郎ろうさんのことを忘れてしまっていて。あんなに仲の良かった静理さんまで」


    　ようやく、私の中でひとつの筋道が生まれてくれた。


    　あの男が私をこの世界のこの時間に飛ばした際、そこはあの男の存在しない時空になった。つまり、静理さんがいなくなった時と同じことが起きたのだろう。


    　違うのは、あの男は『観測者』になっているということ。


    『最果ての未来』に通じるあの道から、この世界のこの時間を観測した状態のあいつは、言うならば未来人と同じようなものになっている。


    　妹が元気で、幼なじみが楽しそうにしていて、私が仲良くしているような。


    　そんな都合のいい世界にしたつもりなのかもしれない。記憶を失っている、という私のスタート地点はとても便利だったはずで、いずれは未来人であるということすらどうでも良くさせて、この世界に馴な染じませるつもりだったのかもしれない。


    　ただの、東あずま冬ふゆ海みとして。そんな「あの男」のお節介な行動に腹が立って仕方がない。


    「え、えっと、冬海さん……？」


    「ごめんなさい。こんなに殺意というものが楽しくて仕方ないものだなんて、初めて知ったわ。まだまだ私の知らないことはたくさんあるのね……」


    「ひ、ひぇ……」


    　拳こぶしを握り締めている私を見て、白峰さんが怯おびえていた。


    　まあ、彼女には感謝しないといけない。或あるいは、彼女に干渉している未来人に。


    　同じ世界、同じ時代に未来干渉帯を置きながら敵対行動するわけでもない人物。それが誰だれなのかなんて知る由よしもないけれど。少なくとも、こうやって私のことを目覚めさせてくれたのは確かだ。本当に敵か味方なんて解わからないけれど。少なくとも、今は助けられた。


    　もしくはその未来人も、この先に訪れる『この世界の滅び』を回避したいと思っているのかもしれない。だとしたら、目的は同じでもある。


    「ひとつひとつ確認してもいいかしら」


    「はい。……ああ、やっと調子が戻りましたね」


    　白峰さんが安心するのを見て、普段の私はどう見られていたのか気になりつつ。


    「まずは、白峰さんの昨日の夜から……朝までの状況を教えて」


    「あ、はい。ええと……夜は、静理さんがいなくなったことを調べ続けて、やっぱりいなくなったという事実にしょんぼりしていました。そして、疲れ果てていたので、どうやらそのまま机の上で眠ってしまったようです。おそらく、午前二時くらいだと思います」


    　その時間までは静しず理りさんはこの世界にはまだ存在していなかったということね。


    「四時半くらいでしょうか。突然大きな、キーンという……あの、時空なんとか場みたいな音がして……」


    「時じ空くう歪わい曲きよく間かん隙げき場ばね」


    「そう、それです。その大きな音と共に、今度は大きな地震まで発生したんです。それこそ、この世の終わりみたいな揺れでした」


    　本当にこの世が終わろうとしていた、というのは黙っておこうと思う。


    　もし詳しく話そうものなら、細かな経緯を思い出して……彼に更に殺意が増すから。


    「不思議だったのは、揺れているのに家具は無事で、机の物もお皿も落ちてこないで。まるで、私そのものが揺れているみたいで、だんだん気持ち悪くなって……意識を失ってしまったんです」


    　おそらく、その意識を失ったタイミングで世界が書き換わった。


    　あいつが私を、過去に送った瞬間がその辺りなのかもしれない。


    「気が付いたら、ベッドに寝ていて……静理さんから連絡があってビックリしたんです。そして、スマートフォンの日付も、テレビの日付も、全部前の日に戻ってて……私は思いました。ああ、また何か大変なことがあったんだな、って」


    　流石さすがに三度目にもなると人は慣れてしまうのかもしれない。


    　そういう意味では、白しろ峰みねさんは未フ来イ型ラ不デ可ル能フ事イ件アの達人みたいなものね。


    「それで静理さんが無事でいらっしゃることに大喜びしていたんですけど、お電話で話を聞いていたら……『兄さんではなく姉さんだよ』と言い始めて。私は思いました。ああ、今度は春しゆん太た郎ろうさんがいなくなったんだ、って」


    　そして一回大事な人がいなくなるのを経験すると、二度目の適応も早いみたい。


    　白峰さんという人は、もしかしたら精神的にとてもタフな人なのかもしれない。


    「一応軽く調べてみましたけど、やっぱり春太郎さんはいなくなっていました。なので、唯一私が知っている中では未来人確定の冬ふゆ海みさんはどうなのかと思いまして」


    「そう、ありがとう白峰さん。大体の状況は摑つかめたわ」


    　それから、私はちょっと大きめのため息を吐つく。


    『観測者』なんてものになってしまったあの男を殴なぐるにはどうすればいいのか。


    　……私を思い切り抱き締めた、そんな無礼に対する報復をどうすればいいのか。


    「今の話って……本当なの？」


    　そんな声が聞こえて振り向いてみると、そこには静理さんがいた。


    　その横には、彼女を支えるようにして立っている美み星ぜさんがいる。


    「話は聞かせて貰もらったぜ……っていうのも変なタイミングだなあ」


    「そうね。いつかは相談したと思うわ、特に貴女あなたたちには」


    「じゃ、早いか遅いかだったってことか。ならいいや」


    　ニヤッと笑う美み星ぜさんは相変わらず頼りになる笑みだったけれど。


    　この場、このタイミングで、静しず理りさんをここに連れてくるというのは……。


    　少し、わざとらしい気がした。


    「姉さん……ううん、ええと……冬ふゆ海み、さん？」


    「そうね。貴女に姉さんと呼ばれるのは嬉うれしいとは思うけれど。本来はその呼び方が正しいわ、静理さん」


    「やっぱり、そうなんだね……記憶がとても混乱してて。私が不思議な色を見るようになった時、ずっと一緒にいてくれたのは、姉さんじゃなくて、もっと荒々しい人だったような気がしてたから……」


    「そうだなー。私もレズレズになったつもりはなかったもんなー」


    　二人の中にも違和感は残っていたらしくて、この世界の脆もろさを再認識する。


    　つまり、この世界はまだ……綻ほころびがいくらでも存在しているのだ。


    　だからあの忌々しい観測者気取りになった男にもこの手は届くはず。


    　だけど、私に思い浮かぶその方法は……完全に、一か八かでしかなかった。


    「さて、お姫様。どうするんだい？」


    　そして、やっぱりこのタイミングで決断を促うながしてくる美星さん。


    　きっと彼女には何かあるのだと思う。


    　だって、あまりにもいろいろなことに彼女は関わり過ぎている。


    　だけど、今はきっとそれは問題ではない。


    　彼女が用があるのもまた、あの男なのだから。


    　だから──協力できる。


    



    「一か八かだけど。世界にはもう一度滅びて貰うわ」


    



    　私の言葉を聞いて、ビックリした顔を浮かべたのは──。


    　白しろ峰みねさんと静理さんのふたりだけだった。
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    　翌日の深夜から早朝にかけて。


    　彼の家のベランダで朝焼けを待ちながら、私は静理さんと二人で話をしていた。


    「貴女あなたを助けるために、契約をしたのよ」


    「そう、なんだね……兄さん、かあ……」


    　まだ彼のことを思い出せない静しず理りさんにとって、既に『自分を助け、世界を助けるために犠牲になった』というあいつはヒーローめいたものになっているっぽい。


    　だけど私にとっては。


    　…………このイライラの正体が単なる嫌悪感なのか何なのかは、正直解わからない。


    「えっと、姉……ふ、冬ふゆ海み、さん？」


    「言いたいなら、今は姉さんでもいいわ。どうせ思い出したら違和感になってしまうのだもの。言えるうちに言うのもいいかもしれないわ」


    「……うん、ありがとう、姉さん」


    　こてん、とその頭を肩に寄せられて思う。なるほど、あいつが守りたくなるのも解る気がする。素直で、気遣いがあって、そして可愛かわいくて……。


    　自分にも家族がいれば、こういう感じなのかもしれない。


    「本当に……もうすぐ世界は滅びるの？」


    「元々の滅びは三年前、静理さんが見た時だったのよ。でも、その時に滅びの時間は静理さんが見たことで延長されて……今日の、この朝になったのね」


    「そうなんだ……ちょっと寂しいな。もっと、ずーっと、世界は当たり前に続くんだと思ってた。可能性はいっぱいあって。いろんなことができるんだと思ってたよ」


    「普通のものが見えてないのに、色々なものを見たがるのね」


    「見えていないからこそかな？　私、ちょっと得してると思うの。だって、みんなが普通は見えてないものが見えて、聞こえて、感じられるっていうことだから。花の香りの違いもよく解るし、みんなの話し声に含まれた心の声とかもよく聞こえるよ。だから私はみんなにないものをいっぱい持ってるんだぞ、って思ってて。将来は、それを活いかして他の目のことで困ってる人たちに、こんなにいろいろ私たちにはできるよ！　って教えるような、そんな仕事がしたいなーと思ってるの」


    　とても前向きに、とても嬉うれしそうに『将来』を語る静理さんが、私はとても愛いとおしくなってきた。決まった未来から来た私よりも何倍も素敵な未来を見ている。それが羨うらやましくもあるし、応援したくもなる。


    「いい未来ね。好きよ、そういうの」


    「わ、えへへ。姉さんに褒ほめられると嬉しいね」


    　だからこそ。ここで終わる世界なんて、止めなければならないわけだけど。


    　そのためには、あの男の協力が絶対不可欠だというのが、再び私の心を重くした。


    「ぐむむむっ」


    「って、どうしたの!?　姉さんの心が突然怒りのオーラに！」


    「ごめんなさい。どうして人の拳こぶしは人を殺すようにできていないのか、って考えてしまっただけだから、気にしないで」


    「私の兄さんらしい人はどうしてこんなに姉さんを怒らせたんだろう……」


    　そう、あいつは絶対に許さない。


    　だから、この拳とともに……絶対に文句を叩たたきつけてやる。


    　それまで、世界なんて終わらせてやるものか。


    　今の私はそれくらい、心が大きくなっていた。


    　そう考えると、世界とか未来とか、そんなものは小さなものなのかもしれない。


    　主観。結局世界なんてものも未来なんてものも、その中で生きている人々の主観に過ぎないのだから。そして、それは誰だれにも理解できないものなのだから。


    「あ……」


    　静しず理りさんが小さく呻うめいた。太陽が昇り始めたわけではない。


    　始まったのは『世界の終わり』のほうだ。


    「……うん、そうね。それが私の故郷よ」


    『最果て』なんて停止したつまらない未来。


    　だけど、今は静理さんを落ち着かせるためにその手を強く握り締めて。


    　私も、その先にある『世界の終わり』を見つめた。
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    　途端に意識が飲み込まれるかのような、三半規管が狂うようなグルグルとした中に放り込まれるものの、握った手があるおかげでかろうじて意識を繋つなぎ止められていた。


    「ここが……そうなの、姉さん！」


    　無数の光の河が荒れ狂うような空間に放り出された私たちは、激流の中でただただ翻ほん弄ろうされて回り続ける木の葉みたいなものだった。今思えば、この中でしっかりと私を固定していたあいつは観測者としての才能があったんだと理解できる。到底、こんな中で何かをしようなんて思えたものではない。


    「そうよ、静理さん。そして、この先が私の故郷である『最果ての未来』……全てが停止した、全ての可能性が行き着く無限の世界よ」


    「この、先……」


    　私が告げた言葉を、超色覚者である彼女が意識した途端。


    　ピッ、と。


    　天と地を繋ぐ糸のように、一本の青い光線が生まれた。


    　それは、とても綺き麗れいなライトブルーの輝きを放っている。


    「やった、できたよ！　『最果ての未来』への帰り道！」


    「そんなに、あっさりと……？」


    「ここにいると、なんだかたくさんの気持ちが私に力を貸してくれるみたいで……」


    　この……全てが終わる『最果てに至る道』では、未来魔術ハイ・エルダーの使い手たちはその力を更に開花させるらしい。あいつが『世界』に接続するなんて能力を奮ったくらいなのだから。


    　もっと強い力を持っていた静しず理りさんなら、もっと凄すごい力が使えるはずだと思っていた。


    　そしてそこに生まれたのは、私が『最果ての未来』に帰るための道。


    　ここに静理さんを連れてくれば、その『色』を繋つなぐことで道を示してくれるのではないか、と。そう一か八か賭かけてみて正解だった。


    「あ……」


    「ん、どうかした？」


    　私がそのライトブルーの光に触れた時、静理さんが目をパチパチと瞬しばたたかせる。


    「うわあ……冬ふゆ海みさんって本当に綺き麗れいで素敵な顔なんだねっ」


    「そう？　自分ではあまり気にしたこと……」


    　と言いかけて。まず、彼女の私を呼ぶ言葉が戻っていることに気付く。


    　そして。


    「見えるの？」


    「え、あ、ほんとだ！　すごい！　今、冬海さんの顔も体も全部見えるよ！」


    　と、嬉うれしそうにはしゃいだ。きっとそれは、この空間だからなのだろうけれど。


    　……つまりそれは、あの男の言う『治す方法がある』ことを意味していた。


    　この場所には今、全ての可能性が存在しているのだから。静理さんの目が治る可能性も、ここにあったということかもしれない。


    「覚えておくわ。貴女あなたの目が治るっていうことも。貴女の夢も。全部」


    　そう言って、その手を手繰り寄せて……静かに、抱き締める。


    「うん。……ううん、忘れても、また言うよ。何度でも、何度でも。だから、冬海さん。兄さんをよろしくね。まずは冬海さんをそんなに怒らせた兄さんを、ドカーンとやっつけちゃってね？」


    「ええ。それだけは絶対にやるわ」


    　静理さんの頭を撫なでて、その髪に頰ほおを埋うずめる。たった一日の姉だったけれど、これはこれで楽しい思い出になった。これも……きっと忘れてしまうのかもしれない。


    　次の世界になったら、私はどうなっているのか解わからないから。


    　だけど、今回思い出せたのだから次回も大丈夫。


    　そんな可能性に賭けたい気持ちになっていた。


    「それじゃあ、行ってくるわね静理さん」


    「うん。行ってらっしゃい、冬ふゆ海みさん。……『また』ね」


    　最後に、ぎゅっ、とお互いの手を握り合って。


    　私はライトブルーの光に手を添え、静しず理りさんの手を離した。


    「私……その、冬海さんの綺き麗れいな青い瞳ひとみの色、忘れないから！」


    　彼女の姿が光の奔ほん流りゆうの中へと消えていく。その先がどうなっているのか……それはあいつがどうなったのか解わからないのと同様、知る方法はない。


    　だから私にできることは、一刻も早く自分のすべきことをするだけだった。


    「そう、この光は私の瞳の色だったのね」


    　静理さんの言葉を胸に大事に仕舞いこむように、私はその光を抱き締める。


    『最果ての未来』まで続くその光の道は、一瞬で。


    



    　──私を、私のいた未来まで運んだのだった。
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    　その『ドア』の『先』には『未来』がないらしい。


    



    「この先……このドアの先の未来には、何もない……！」


    　そう息を荒らげて告げた彼は、蹲うずくまって胸を押さえてしまった。


    　ついさっき、いろいろ一緒に考えた結果……教室の後ろのドアの先を見た時は『どうやら、ここで問題ないっぽい』なんて言っていたくせに、念のため前のドアの未来を見て貰もらった途端にこの状態。


    「……そう」


    　流石さすがに心配にはなったけれど……だからって、手を差し伸べる気にはなれなかった。


    　ふたりっきりで閉じ込められた時じ空くう歪わい曲きよく間かん隙げき場ば。壁も窓も床も何もなかったのだから、出口に何かあると予想したのがついさっき。自分には未来を見る力があるから、と確認し始めたのもその直後。そんなもの、あくまで主観でどうとでも言えるから信じてなどいなかったのだけど……彼が未来魔術ハイ・エルダーを使えるというのなら、解わからなくもない。


    　ただ、それにしてもこれだけ苦しむのはおかしい。そして……私は更に違和感を抱いていた。いや、既視感と言うべきかもしれない。


    　私はなんというか、この時を、ずっと長い間狙ねらっていた。そんな気がしてならない。


    「もしかしたら……いえ、或あるいは、そういうことなのね」


    　そう、私の中にずっとある衝動。それはずっと『きっかけ』を探していた。


    　もしかしたら、これがそうなのかもしれない。


    　だったら、私はそこに挑むしか道はなかった。


    「冬ふゆ海み……」


    　そこにいる男が怯おびえきった目で私を見上げる。


    　どうしてだろう。それがとても気持ち良く感じるのは。


    「ま、まあ、待て待てっ。俺の言葉なんか信じられないかもしれないが、本当にその先には何もないんだってば！　お前の死ぬ未来が見えたとか、俺が死ぬ未来が見えたとか、そういう生なま易やさしいものじゃなくてだな！」


    「そうね」


    　私は素直に頷うなずいて。


    「貴方あなたのことは特に信じられないわ」


    　その言葉に、更にダメージを受けているようだった。まあ、あんまりイジメるのも彼の妹や幼なじみに悪い気がするからほどほどにしておこう。どうせ、この先はもっと……。


    　そこまで考えて。ああ、この先のことを考えているのか私は、なんて気付いた。


    「貴方のことは信じていないけれど。貴方の持つ能力のことは信じているわ。つまり、この『先』には完全に、私も貴方も世界も、全ての未来は『ない』。それで正しいのね？」


    　私が確認すると、彼は大きく頷うなずいた。そう、この先に未来はない。可能性は何もない。約束されたものなんて何もない。だからこそ、絶対に踏み入れてはいけない場所で。


    　だからこそ。


    「ああ、だから……」


    「……ようやく解わかったわ」


    　それこそが、私が今ここにいる意味なんだと理解した。


    「ここ、そうなのね」


    　だから私は、躊躇ためらいもなくそのドアに手を伸ばす。


    「い、いや、ちょっと待てって！」


    「いいえ、待たないわ」


    「この先に俺たちの未来なんて何もないんだっての！」


    「貴方と一緒の未来なんてごめんなのだけど」


    「いや、これはそういう意味じゃなくて……！」


    　もちろん、私の手は止まらない。ドアに手が触れた瞬間に、激しいスパークが辺りに走る。バジバジといくつもの稲光が弾け、どこからともなく突風が吹き荒れ、私たちの服や髪を激しく波立たせた。


    「冬ふゆ海み、待つんだ！」


    「この先に、本当に何もなかったら私も貴方も未来もおしまいね」


    　この先に、本当に何もなかったら。


    　それは私の成功を意味する。


    　──わざわざこの男をこの場所に引きずり込むことに、とても苦労させられたから。


    　全てを思い出したこの男に、ちゃんとした報復をするという目的がもうすぐ達成できる。


    　ようやくスタート地点に戻ってくることができた。


    　そしてようやく、今度は間違えることなくこちらのドアを開けることができる。


    　そう。


    　何もかもが誰だれかの仕組んだ通りなのがとても腹立たしいけれど。


    　これでやっと、私も解放されるのだから。


    



    　ドアがゆっくりと開いた途端、私たちを眩まぶしい光が包み込み──。


    



    
      XXXX.XXXX.XX:XX

    


    



    　赤い夕焼けが『果は瀬せ春しゆん太た郎ろう』の目に飛び込んできた。


    



    「はっ……？」


    



    『俺』には一瞬、何が起きたのかがさっぱり解わからなかった。


    　途端に、いくつもの記憶が一気に流れ込んでくる。混在する。ぐしゃぐしゃになる。いったい今がいつで、何が正しくて、何が間違っているのかが解らない。


    　そもそも今見ている景色がどうして夕焼けなのかもさっぱり解らない。


    　俺は今、冬ふゆ海みとふたりだけで時じ空くう歪わい曲きよく間かん隙げき場ばに閉じ込められていたはず。


    　いや、冬海はそもそも時空歪曲間隙場なんかに閉じ込められないようにしたはず。


    　そもそも、俺は冬海以外にももっと多くの人間と時空歪曲間隙場に……。


    　大量の『同じ日』の情報が流れ込んでくる。


    　その中で冬海だけが常に一緒にいた。


    　ここにいる『俺』というのがいったい『いつ』の『俺』なのか。


    　そもそもここは『どの世界』の『どの時間』なのか。


    　あの教室にある前方のドアの先は絶対の『無』だったはず。


    　それなのに何な故ぜ、こんな赤い夕焼けに包まれた──。


    　我わが家のベランダにいるのか。


    　そして。


    「ふう。やっとこの『終わりの時間』に辿たどり着いたわね」


    　隣にはやり遂げたような顔の冬海がいた。


    「冬海、これはいったい、どういう……」


    　スパーン!!


    　凄すごい音と共に左頰ほおに痛みが走り、頭の奥底まで衝撃が響いた。


    　不意打ちだったのもあるが、それでもグワングワンと頭が揺れて仕方ない。


    　普通の平手ではこうはいくまい。冬海の想いの全てが込められたビンタだった。


    「やっと殴なぐれたわ……拳こぶしだと私が痛いだろうから平手になってしまったけれど」


    　そしてその痛みのおかげで、ずれて歪いびつに嵌はまっていたパズルのピースが。


    　ようやくカチッと綺き麗れいに揃そろう。


    　そう、そうだった。


    　俺は俺の目的を果たすために、冬ふゆ海みを過去に送って……。


    「いてて……そうか……冬海は〝観測者〟になる前の俺に、もう一度接触したのか」


    　やっと意識が繋つながった。


    　俺が未来人と契約して〝観測者〟になる前の俺。


    　美み星ぜ、静しず理りたちと時じ空くう歪わい曲きよく間かん隙げき場ばに入ったのが『最初』だとすると、さっきまでの俺と冬海だけが時空歪曲間隙場に閉じ込められたのは『別の未来』ということになる。


    　どうやら未来人はちゃんと、俺に未来干渉帯として時空歪曲間隙場を作ってくれたらしいな。この、三年前の終わり時間に辿たどり着くためのドアを。


    　まあ『終わり』へのドアということで俺が必要以上に恐怖してビビってしまいまくったのが、そもそもややこしくしてしまったのかもしれないが……。


    　何も知らない俺が『終わり』なんて見たら怖がるのは仕方ないと思って貰もらうしかない。


    「冬海は今は……」


    「その前に言うことがあるでしょう」


    　いろいろと確認しておきたいことがあったのだが。


    　腕を組んだ冬海が氷よりも冷たい目で右手をもう一度振り上げた。


    「すみませんでした。あと、妹を大事にしてくれてありがとうございました」


    「よろしい」
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    　どうやら俺が〝観測者〟になることで、冬ふゆ海みをあの世界の時間に送り込んだのは正解だったようだ。冬海はどうにかして俺のことを思い出すことに成功したようだし。


    　一番の問題点はそこだった。


    　冬海の記憶ではどこまで覚えていて、どこまで忘れているのかは俺には解わからない。そもそも、こいつの記憶が何な故ぜなくなっているのか、というのが未来人のせいなのか誰だれの仕業なのかがいまだに解っていないのだから。


    　そしてそこに俺がいない世界の場合『超広域情報操作』は勝手な設定を冬海とその周囲に植え付けることによってバランスをとるだろう。


    　そのせいで俺がいた時も『冬海は元々大人しい生徒だった』とか、そういう情報が設定されていた。『観測者』になってみて初めて解ったが、あの情報操作は未来人が行うものというよりは『世界』側が行う記憶の修正のようなものらしい。


    　未来干渉帯にはそれが影響しづらい、というのもあるみたいだが。


    「結局、冬海はどうやってここまで辿たどり着いたんだ？　記憶はなかっただろうし、超広域情報操作で無理矢理な設定も付けられたんだろ？」


    「そこまで把握できるようになったのね、貴方あなた」


    「まあ、観測者なんかやると無駄な知識も増えたみたいだな」


    　ただ見ているだけの存在というのは非常に退屈だったが、こうしてまた意志のある人間として呼び戻してくれたことには感謝したい。


    「で、何をしたんだ？」


    「貴方のことを思い出して、殴なぐりたくなったから。なんとか静しず理りさんに手伝って貰もらって未来に帰って……それからまた自分で戻ってきたのよ」


    　さらりと、とんでもないことを言い放った。


    「だってお前、未来に帰りたかったんじゃないのか」


    「帰りたかったわ。だけどそれ以上にどうしても殴りたい男がいたの」


    　じと、と半眼で見られるだけで背筋が寒くなる。


    　脳まで響くような平手打ちはそろそろ勘弁して欲しい。


    「貴方に戻された世界で、静理さんの姉になって解ったのだけど」


    　そんな設定になったのか。まあ、俺の穴を埋めるなら妥当なのかもしれないが。


    「誰かに頼られたり必要とされたりするというのは気分がいいものなのね」


    「俺も充分、お前を頼っていたつもりだけどな」


    「貴方のは、私を利用したと言うのよ」


    　違いない、と納得して思わず笑いそうになる。


    　それにしても、そうか。


    　冬海が誰かに頼られて、未来に帰ることよりも俺たちのことを考えてくれるなんて。


    「あれ、じゃあ……記憶は？」


    「これは私の手に書いてあったのだけど」


    　冬ふゆ海みが白い手の甲を見せる。


    　そこには『記憶は消去して過去に飛ぶこと』と書いてあった。


    「全ての辻つじ褄つまを合わせるためだろうけれど。自分でこれを実行したことにも驚いたわ」


    「確かに、冬海の性格からすると反発しそうだが……いや、そんなこともないか？」


    　こいつはツンツンしているくせになんだかんだで律義な奴やつだ。結果的に見ればこうして自分の記憶を消してまで来てくれているわけだしな。


    「と、いうわけで今回に限っては私の記憶を消して過去に飛んだのは私自身だったわ。最初に私の記憶を消したのが誰だれなのかは知らないけれど」


    「手書きのそんなものを残すなんて、意外と大したことないんだな、未来の技術も」


    「そうね。『最果ての未来』と言う割りに、まだまだ未熟な技術もあるのだから、そこで止まらないで先に進むようにすれば良かったのに」


    　未来人の冬海がそんなことを言う、というのが意外だった。


    　だけど、こいつはきっと『そういう奴』なのだろう。


    　なんせ、せっかく戻れた未来でも『ムカつく奴』を殴なぐるために記憶を失ってでも過去に飛んでくるくらいだ。


    　そしてその思想は俺と契約した『未来人』とも近い。


    　──もしかしてこいつの『最果ての未来』にいる意志が俺と契約したのか……？


    　そういえばあの未来人も『会っているけど記憶を失っている』みたいなことを言っていた気がする。


    　もしかして、俺の頭の中に話しかけた未来人は冬海の『記憶を持った冬海』……とか。


    「……何よ？」


    「いや、なんでもない」


    　あの未来人が本当は誰であれ、今は関係がない。


    　俺には、やらねばならないことがある。


    「それで、今ここは……静しず理りが見た『世界の終わり』ってことなのか？」


    「ええ。本来ここで貴方あなたたちの世界は終わるはずだったわ」


    　取り込んでいない洗濯物がそこにはあった。


    　風になびくこともなく、まるで固定されているかのように停止している。


    　完全に音も気配も何もない、ただひたすらに赤に染まった世界。


    　世界の黄たそ昏がれということか。


    「貴方が見たのは『世界の終わり』。だからそこには全ての可能性はなくなっていたし、何もないように見えたし、『無』が広がっていたのよ。『ちょっと先の未来』が見えたのではなくて、この三年前の滅びを貴方あなたは直視したということ」


    「確かに、もう終わる世界を見たんなら……可能性なんて『無い』よな」


    　そしてその終わりに飲み込まれそうになったのも理解できる。


    　あの時、静しず理りが『これは世界の終わり』と言っていたのを思い出した。


    　俺はあの時の静理と同じものを、時じ空くう歪わい曲きよく間かん隙げき場ばで見たから取り乱したのだろう。


    「だけど三年前、静理さんがこの『世界の終わり』と繋つながったことで、世界と彼女はリンクしたの。彼女自身は気付かなかっただろうけど、人間の時間の流れに引っ張られたおかげで、世界の終わりが少しだけ延長された形ね」


    　その知識も聞いたことがあったが、だとすれば今この場でその終わりをなんとかすれば──あいつの目を治すことにもなるし、世界も終わらないということだ。


    　そして俺の持つ〝観測者権限〟ならば、そのリンクを全て引き受けた上で、永遠に観測者となってしまえば『世界の終わり』を引き伸ばせる。


    　その『世界の終わり』の力を使って『最果ての未来』を滅ぼす。


    　そういうことなのか、未来人？


    　そこまでが仕組まれていたのだとすれば、あの未来人の思い通りということだ。


    　俺の小こ賢ざかしい知恵も、冬ふゆ海みの健闘も、全ては手のひらの上ということになる。


    　だが、いざこの場に来れば否応なしに理解した。


    　このままだと何もしなければ世界は終わってしまうのだ、と。


    　だったら──。


    　冬海は静理のいい姉になってくれるらしいし。


    　俺もむかついた『最果ての未来』も滅ぼせるかもしれない。


    　なら、これが正解なんだな。


    　そう思って、俺は右手を額に……。


    



    　きゅっ。


    



    　その右手が、冬海の両手に握られた。


    「違うわ」


    　そして首を振られる。


    「貴方が引き継ぐのではないの。私が引き継ぐのよ」


    　冬海の声は静かだった。


    　それはもう、とっくに決意していた者の声音だった。


    「いや、でも、待て冬海っ。お前は未来に帰ったり記憶を取り戻したりしたいんだろ？」


    「貴方はこの世界を救いたいし、妹さんを助けたいのよね？」


    「っぐ……」


    「そして貴方あなたは、そのためなら未来人の私でも平気で利用するような、物もの凄すごく最低な悪い奴やつだったりするのよね？」


    「そう、だが……」


    　事実、そうしたので反論はできない。


    「そんな男に『世界の終わり』なんて力を渡せないわ、未来人としてはね」


    　そう言って。


    　冬ふゆ海みは静かに微笑ほほえんだ。


    　俺は何も言えなくなってしまった。


    　その笑みは今まで見たこいつの表情の中で一番綺き麗れいだったから。


    「貴方は自分が消えること、自分が世界からいなくなることすら当たり前のように覚悟して私を利用した。そのことに腹が立ったの」


    　目を閉じて。


    　冬海は両手で包んだ俺の手を……。


    　自分の額に、当てる。


    「腹が立つということは、私はそれが『嫌なこと』だったということ。それは元々の私を捜すヒントになった。だから、きっと未来にも帰ることができたし、こんな決断をすることもできた。だから、死ぬほど不本意だけど……」


    　そのまま。


    　まるで祈るように。


    　冬海は呟つぶやいた。


    「ありがとう。春しゆん太た郎ろう」


    　俺の手がとても熱くなる。


    　きっと、冬海は今頭の中でイメージを見ているのだろう。


    　そう。それはきっと──。


    　静しず理りも見ていた『あの世界』だ。


    　このまま冬海がその終わりを引き継ぐと……。


    　世界は救われる。


    　──俺は本当にそれでいいのか？


    「冬海、待て!!」


    「残念、もう遅いわ。私は未来人だから、その滅びの理解力も高いもの。私は既に、この世界の滅びがどんなものなのか……貴方から送られたイメージで理解したわ」


    「だが、お前が……どうして俺たちの世界のためにそこまで！」


    「どうしてかしらね。やっぱり腹が立ったからかしら？　だから、貴方のことをもう一発くらい殴なぐってもいい？」


    　赤に染まる世界の中で、その目元が僅わずかに揺れている。


    「……冬ふゆ海み？」


    　何な故ぜか、その笑顔が泣いているみたいに見えて、思わず尋ねてしまう。


    「それくらい当然のことをしてるわよね」


    　実際その自覚はあるので反論はできない。


    「まあ、殴るくらいなら、我慢する。だから……」


    　こいつの平手は、本当は痛い。とても痛い。なんせ脳を揺らすくらいの衝撃だ。


    　だが、かなり怒らせたのも確かだし。


    　今の表情を見て断るような自信もない。


    　いくら殴られても構わない。


    　だからもうやめろ、と。俺は言いたいのだろうか？


    「そう。……ありがとう」


    　お礼を言って冬海が顔を上げる。


    　その瞳ひとみはキラキラと、金色に輝いていた。


    　あの青くて綺き麗れいだった瞳ではなく、怪しい魔性の瞳に──だ。


    　そして、彼女はそのまま右手を振り上げた。


    　俺は体が縮こまり、思わず目を閉じてしまう。


    　その瞬間。


    　ふわっ。


    　冬海が、俺に抱きついていた。


    「ふえ？」


    　思わず変な声が出てしまう。


    「ふふ、変な声を出して。そんなに驚かせられたなら、私の勝ちね」


    「いや、勝ち負けとか、そんなのは……」


    　慌てて冬海の体を支えようとして気付く。


    　こいつの体が、小さな光の粒子になって……消えつつあることに。


    「っておい、消えそうになってるぞ!?」


    『世界の終わり』なんてものと接続したからだろうか？


    　それとも、別の……。


    「貴方あなたは『観測者』にまでなったのだから、どうしてこうなったのか考えてみたら？」


    　最後まで挑発するような態度だった。


    「そんなこと考えてる場合か！　待て、今……」


    「ヒント。私は……まあ、最初はどうだったのか分からないけれど……とりあえず今回はこの世界を滅ぼさないために、自みずからやって来たのよ」


    「うぐっ……」


    　くそっ、ヒントとか言われたら考えざるを得ないじゃないか。


    　どの道、消さないための方法なんて……こいつの知識頼みになるはずなのだから。


    　内心で悪態をつきながら、それでも無理矢理落ち着いて考えてみる。


    　自分を抱き締めている相手の質量が徐々に軽くなっていくというのは、現実感のない恐怖だった。砂で作った人形が砂に戻る時はこんな感じなのだろうか。


    　でも、冬ふゆ海みは人間だ。ちょっと未来から来たというだけの、普通の女の子だ。


    　そう、こいつは未来から来た。


    　もし、その事実が消えるのだとすれば……？


    「ここが三年前だとすれば、静しず理りがこの『世界の滅び』を見るはずだったんだよな？」


    「そうね。今は私がその役割を奪ったわ」


    「と、いうことは……」


    　冬海がこの『世界の終わり』の観測を代行したということは。


    　静理の目は、通常の視力を失うことがなくなり。


    　俺も『ちょっと先の未来』を見ることができなくなり。


    　──結果、冬海はこの世界にやって来ないという『未来』になる。


    「なっ……」


    　そんなタイムパラドックスが発生するのか。


    　俺はなんとなく『冬海だけは大丈夫』と高をくくっていた。


    　こいつの存在は『最果ての未来』にあるから、決して消えることはない、と。


    　だが、こいつはこうも言っていた。


    　数年とか数百年、過去改変による変化も生じる、と。


    「動揺し過ぎよ。私が消えるわけではないわ。ただ貴方あなたたちと出会わなかったことになるだけ。そしてこの『世界の終わり』とリンクした私という事実が消えることで、貴方たちの世界も終わらない。そういう理論よ」


    「随分、都合のいい展開だな、それは」


    　つまり、この世界の滅びを冬海は自らが消えることで持っていってくれる、と。


    　さっき自分がそれをしようとした身なので、非難することもできない。


    　完全にしてやられた。


    「そうでしょう。私という未来人はこの世界、貴方の時代には元々いなかったのだもの。だったら単なる元通り。貴方も静理さんも未来干渉帯なんかではなく、普通の人間として今後は過ごせばいいだけよ」


    　俺の胸に顔を当てながら、強気な口調で告げる冬海。


    　その体は、もうほとんど光に包まれていて……。


    　ああ、そういえば天使とかそういう表現をされていたな、こいつ。


    　そんなことを思い出す。


    　今、正にこいつはこの世界を救って。


    　そして俺たちの記憶からも消え去ろうとしている未来からの天使というわけか。


    　そしてそんなこいつが俺に抱きついているのは……。


    　少しは、俺たちの世界と時代に名残惜しさを感じてくれたのかもしれないな。


    「これでやっとお別れね。面倒な事件だったわ」


    　顔を上げることもなく、そう呟つぶやく冬ふゆ海み。


    「いや……そんなことはないぞ、残念ながら」


    　俺はニヤリと笑いながらそう告げた。


    「どういうことよ？」


    　冬海が顔を上げる。


    　そこには……ぼんやり光っている体の中、相変わらずの不満そうな表情があった。


    「俺の未来魔術ハイ・エルダーが告げているからな」


    「もうなくなったくせに？」


    　そう、これで俺の未来魔術ハイ・エルダーはなくなるだろう。


    『観測者権限』なんてふざけたものもなくなるはずだ。


    　これですっきりおしまい。めでたし、めでたし。そういうことになる。


    　だが、それだと俺は困る。


    　あの未来人との契約もあるし。


    　何より──。


    「なくなってなんてないさ。だって俺には見えているからな」


    　俺は極力自信たっぷりにそう告げる。


    　それは、これから自分がすることに対する言い訳でもあったし。


    「……何が、よ」


    　半分くらいは、冬海への嫌がらせで。


    「ああ、それはな……」


    　後の半分はきっと──。


    「……？」


    　じっ、と見上げてくるその金色に輝く瞳ひとみを。


    　俺はある確信を持って、自分の右手で覆った。


    



    「『ちょっと先の未来』でお前と会うことが、さ」

  


  
    挿話　未確認未来少女アリアン・ロッド


    



    
      2023.0602.08:25

    


    



    「兄さんっ！　それじゃあ、また後でねっ」


    　静しず理りは元気に自分の教室に向かって走っていく。


    「あんまり急ぐと転ぶぞー」


    「へーきへーき！　運動神経はいいからねーっ！」


    　満面の笑みで手を振りながら走る様子は、兄でなくてもハラハラするはずだ。


    「相変わらず元気いっぱいだなー、しずりんは」


    「見えるもの全てが嬉うれしいんだろうな」


    「ん？」


    「こっちの話さ」


    　美み星ぜは軽く首を傾げたものの、あんまり深く追究することはなかった。


    「ほら、美星。俺らも教室に行くぞ」


    「あいよっ」


    　そのまま俺の後ろをちょこちょことついてくる美星。


    　そのツインテールがぴょこぴょこ揺れる様子を見ながら、俺はゆっくりと教室に向かう。その途中、階段で井いノの原はらやサッカー部三人衆と出会った。


    「よう、井ノ原、サッカー部三人衆。合コンに行ったらしいけどどうだったよ？」


    「あー、女はマジ怖いわ。な？」


    　見れば、三み浦うらと武たけ田だがどんよりと暗い顔をしている。


    「だから俺は行くなと止めたんだ」


    　ひとりだけ、彼女持ちである松まつ永ながはやれやれと肩を竦すくめて口にした。


    「井ノ原は必勝テクを持ってったんじゃなかったのか？」


    「相手によるよ。せっかく『共通会話で心をゲット！』って本を読んで、オカルトネタとか仕入れまくったのになー」


    「ぶっちゃけ女は『話し合わせるの上う手まい』から、共通会話で心をゲットはかなり難しいぜ？　本気で興味持ってる会話以外は『わぁー、ほんとですか、素敵ですね！』で全部返事できちまうし」


    　美星のアドバイス兼女子の本音が炸裂する。


    「うぐっ！　そんなだったかもしれない……」


    　井いノの原はらも腹痛を押さえるみたいな姿勢になって沈み込んでしまった。


    「どんな会話に興味持ってるもんなんだよ？」


    「人の悪口とか愚ぐ痴ちな」


    「うわーっ、聞きたくない事実だったなー、それ」


    「フフーン、女子なんてみんなそんなもんだから、春しゆん太た郎ろうはさっさと私とくっついちまおうぜい。私はお前さんの悪口も愚痴も当人に面と向かって言うし」


    「それはそれでストレートに傷付くだけだろ」


    「愛いとしい人ほど傷付けたくなるのさ、恋というものは……」


    　わざとらしい態度でくるっと回ってポーズを取っている美み星ぜを無視し、俺はさっさと階段を登り切っていた。


    「って待てよー、春太郎ーっ」


    　そのままパタパタと美星が追いかけてくる。


    「あいつらってマジで付き合ってねーの？　松まつ永ながなんか聞いてね？」


    「あれは美星の側が付き合うのを拒否してる態度だぞ、井ノ原」


    「マジか！　え、どういうことなんだそりゃ!?」


    「女心は複雑ってことだろ。俺だって、付き合ってる女のことすらよく解わからん」


    　そんな会話が階段のほうから聞こえたような、聞こえなかったような。


    　ともあれ気にすることもなく、俺と美星は教室の前に立つ。


    　教室後方のドアは閉じていた。誰だれかが開けっ放しにせず、ちゃんと閉じたのだろう。


    　張り紙にも『開けたら閉めよう！』と書いてあるし。


    「さて、と」


    　そこで俺はちょっとだけ気合いを入れ直した。


    「ん？　どうしたよ春太郎」


    「ああ、ちょっとな」


    　美星に笑いかけてから、俺はドアに触れる前に右手で額に触れる。


    　途端に、俺の右手は熱く──僅わずかに不思議な色で発光を始めた。


    「ん？」


    　その態度を、下から見上げながら不思議そうに見ている美星。


    「いや、なんでもない」


    　見えたものに思わず口元に笑みを浮かべながら答える。


    「そのポーズ、久しぶりに見た気がするな。なんだっけ？」


    　美星がそんなことを尋ねた。


    　少なくとも、今回は使ったことなんてなかったはずなんだが。


    　美星もやっぱり、何かあるってことなんだろうか？


    「ん？　どうした？」


    「いや、おまじないさ。これから始めることへのな」


    　そして、終わらせることへの。


    　何な故ぜなら、俺の見た先では──。


    「それじゃ開けようぜ」


    「おうよっ」


    　俺が右手を添えて、美み星ぜも何故かその手を添えてくる。


    　そして一緒にドアを開けると──。


    



    　窓際。


    　一番後ろの席。


    　そこは元々、俺の席だった場所。


    　こないだの席替えで、俺の席だと確定した場所に。


    



    「よう、やっぱりいたか」


    



    　あの時、静しず理りにやったように目を覆って奪った『観測者権限』を使って。


    　この右手に宿らせた未来魔術ハイ・エルダーで……俺は再び見ていた。


    「その、当然いるという態度が、とても面倒だわ」


    　俺が見たこともない……ことになっているはずの。


    



    　未確認未来少女が座っていた。
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    Kenji Saitou
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